
90

(6単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 4月24日 講義・演習

3 5月8日 講義・演習

4 5月15日 講義・演習

5 5月22日 講義・演習

6 5月29日 講義・演習

7 6月5日 講義・演習

8 6月12日 講義・演習

9 6月19日 講義・演習

10 6月26日 講義・演習

11 7月3日 講義・演習

12 7月10日 講義・演習

13 8月21日 講義・演習

14 8月28日 講義・演習

15 9月4日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media Contents(1)

必修
選択

担当教員 藤田陽平

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 1

映像編集の実演、基礎を学ぶ。 作業ワークフローを理解する。

教員の略歴 MVディレクター、舞台(ミュージカル、2.5次元等)、ライブ、イベント等の映像制作。

授業の学習
内容

１・映像編集の技法を理解し今後に発展させる為。
２・映像基礎を学習し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を学習する。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、編集ソフトの操作を学習。

到達目標
画像編集、映像編集ソフトウエアの操作ができる。
  グループワークで、チーム間の役割・連携また、撮影機材の基本的操作ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

個人での企画立案、構成を学ぶ。 企画案を準備する。

映像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 課題編集、制作。

映像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 課題編集、制作。

授業内課題発表、プレゼンテーション。 発表準備、プレゼン資料作成。

映像編集ソフトの操作を学ぶ。 課題編集、制作。

映像編集ソフトの操作を学ぶ。 課題編集、制作。

映像編集ソフトの操作を学ぶ。 課題編集、制作。

授業内課題発表、プレゼンテーション。 発表準備、プレゼン資料作成。

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習 授業時間内の制作が中心で、授業時間内で終わらせなかったものを準備学習とします。
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(6単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月16日 講義・演習

4 10月23日 講義・演習

5 10月30日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月13日 講義・演習

8 11月20日 講義・演習

9 11月27日 講義・演習

10 12月4日 講義・演習

11 12月11日 講義・演習

12 12月18日 講義・演習

13 1月15日 講義・演習

14 1月29日 講義・演習

15 2月5日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media Contents(2)

必修
選択

担当教員 藤田陽平

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 1

後期ガイダンス レポート提出

教員の略歴 MVディレクター、舞台(ミュージカル、2.5次元等)、ライブ、イベント等の映像制作。

授業の学習
内容

１・映像編集の技法を理解し今後に発展させる為。
２・映像基礎を学習し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を学習する。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、編集ソフトの操作を学習。

到達目標 企画力、構成力を養う。�画像編集、映像編集ソフトウエアの基礎的な操作ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

撮影器材(一眼レフ、三脚)の基礎を学ぶ。 機材操作を習得する。

撮影器材の基礎を学ぶ。ストップモーション 機材操作を習得する。

撮影器材の基礎を学ぶ。クロマキー合成 機材操作を習得する。

グループワーク演習 ソフトウエア操作を習得する。

グループワーク演習 ソフトウエア操作を習得する。

グループワーク演習　発表 企画案を準備する。

修了制作・準備 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

一年時修了作品　プレゼンテーション 発表準備、プレゼン資料作成。

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（1）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

授業ガイダンス・キャリアデザイン 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プロジェクトマネジメント・セルフプレゼンテーション１ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　４Ｐ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ペルソナ設定・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　３Ｃ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ＳＴＰ戦略・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

近未来のビジネス展望　Society5.0を考える 事後学習として、配布資料の復習

世界で最も成功しているエンタメビジネスの考察 事後学習として、配布資料の復習

企業研究・ワークショップ１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（企画理解・構想・企画書製作）１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（プレゼンテーション）２ 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習 広告論

6 11月13日 講義・演習 企業研究・ワークショップ２

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（2）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

カスタマージャーニー（消費者行動の理解） 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、元キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

飲食ビジネス 事後学習として、配布資料の復習

セルフプレゼンテーション２ 事後学習として、配布資料の復習

アート思考 事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

SDGsのビジネスへの展開 事後学習として、配布資料の復習

スポンサー制度 事後学習として、配布資料の復習

ビジネスクリエーション（コンビニ研究） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（企画理解・構想・企画書製作） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（プレゼンテーション） 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（1）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

マーケティングの意味や基本を理解し、なぜそれが重要な
のかを学ぶ

授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野を
組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいものを
把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、そ
の先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要なた
め、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プレゼンを学び、自己ブランディングに向けたプロフィール
作成に着手し、自己表現できるようになる

授業後のレポート課題

「ビジョンボード」、「やりたいことリスト100」などを作成し、将
来の目標を明確化できるようになる（コミュニケーションに活
かす）

授業後のレポート課題

エンタテインメントを含む世の中のマーケティング実例を学
び、その仕組みについて理解する

授業後のレポート課題

既存アーティストや商品、サービスの独自のウリ(USP)を学
び、プロデュース視点で物事を考えるスキルを学ぶ

授業後のレポート課題

マーケティングスキルのひとつ「リスクリバーサル」を学び、
相手の立場に立った提案ができるようになる

授業後のレポート課題

実例を基に、「ジョイントベンチャー(戦略的業務提携)」を学
び、あらゆる企画立案ができるようになる

授業後のレポート課題

テレマーケティングを学び、交渉術などプロジェクトを円滑
に進行する力を身につける

授業後のレポート課題

SNSを使ったマーケティングを学び、仕組みを理解できるよ
うになる

授業後のレポート課題

学んだマーケティング視点を使って、実際に企画を立てる 授業後のレポート課題

立てた企画を実際にアウトプットして市場の反応を見ながら
ブラッシュアップすることを学ぶ

授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（2）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

メディアのマーケティングを理解する 授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

◆猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野
を組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいもの
を把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、
その先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要な
ため、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

テストマーケティングを学び、実践するための判断やシミュ
レーションができるようになる

授業後のレポート課題

コミュニケーションを学び、ワンランク上のマーケティングス
キルを身につける

授業後のレポート課題

ダイレクトメールを学び、マーケティングと営業スキル、交渉
力を身につける

授業後のレポート課題

商品やサービスのキャンペーンの仕組みについて学び、提
案力を身につける

授業後のレポート課題

コピーライティングやブランディングについて学び、視覚的
なプロデュースができるようになる

授業後のレポート課題

お金の基本を学び、お金を集める方法を学び、プロデュー
ス力を身につける

授業後のレポート課題

企画書の作り方を学び、具体的にマーケティングを仕掛け
ていく力を身につける

授業後のレポート課題

紹介マーケティングを学び、実践できるようになる 授業後のレポート課題

実際に企画した案件を実施し、マーケティングの検証・改善
を行い、ワンランク上のマーケティングを身につける

授業後のレポート課題

マーケティングを意識した企画を実際に制作・運営する 授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク(1)

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

エンタメ業界について全体を知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・KPOP関連事業・イベント関連事業等に従事

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。
タレント自身が活動する中で、なくてはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活
躍しているマネージャーの先輩をゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもら
う。マネージャーとして働く苦悩や楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、実践で役立つ動きや考え方を
習得してもらい、シンプルに「エンタメ業界の楽しさ」を知ってもらう。

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」　芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」　業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」　外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

芸能事務所の業務内容を把握する① 後日レポート提出

マネージャーの業務内容を把握する① 後日レポート提出

売れてるタレントをリサーチ。研究する① 後日レポート提出

ゲスト講義① マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

タレント発掘・スカウトの仕方を実践・自己表現・コミュ力を
付ける

後日レポート提出

プロフィール作成・宣材写真の段取りを実践・紙一枚のプレ
ゼン力を身につける

後日レポート提出

営業の作法、メールの作法、仲良くなる方法実践・営業で
気をつける事①

後日レポート提出

タレントのコミュニケーション・育成のやり方を学ぶ① 後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ① 後日レポート提出

台本読み（感性・想像力・キャスティング力等を身につける）
①

事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義② 俳優担当マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

前期内容振り返り・実践
（先生：クライアント・タレント役/学生：マネージャー役）

テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク（2）

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

アーティスト・アーティストマネージャーについて知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・K-POP関連事業・イベント関連事業等に従事������

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。タレント自身が活動する中で、なく
てはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活躍しているマネージャーの先輩を
ゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもらう。マネージャーとして働く苦悩や
楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、前期よりも、より各ジャンルのマネジメント・現場で役立つ動きや
考え方を習得してもらう。

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる�����

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ゲスト講義③ アーティスト担当マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

バラエティタレント・マネージャーについて知る① 後日レポート提出

モデル・モデルマネージャーについて知る① 後日レポート提出

SNS・YouTuber・インフルエンサー・マネージャーについて
知る①

後日レポート提出

ゲスト講義④ インフルエンサー・マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ② 後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

タレント年間計画表を作成して戦略を立てる① 後日レポート提出

タレント年間計画表を発表・プレゼン① 事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義⑤タレントゲスト　現場で求めるマネージャーと
は①

後日レポート提出

後期内容振り返り テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習 実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ

5 5月29日 講義・演習 講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

6 6月5日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する

7 6月12日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する

8 6月19日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ①

9 6月26日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ①

10 7月3日 講義・演習 実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ

11 7月10日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ①

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

オリジナルキャラの線画を完成させる

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(1)

Clip Studio A(1)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ① オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ① オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

実演を通してキャラデザインを学ぶ① オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する その日授業で教わった事の反復練習

実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する 授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(1)

Clip Studio B(1)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してキャラデザインを学ぶ② オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ② オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(2)

Clip Studio A(2)

必修
選択
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ②

2 10月9日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ②

3 10月23日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

4 10月30日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

5 11月6日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(2)

Clip Studio B(2)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-2

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

前期振り返り 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　アナリティクスを読み解こう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

炎上対策 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

SNS戦略論 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

響光の戦略ディスカッション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(1)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

イベント演習２ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習３ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習４ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-4

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習１ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-3

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　アナリティクスを読み解こう
第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

各種SNSの違い 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(2)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる。

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可。

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング・目や口などの設定
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます。

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(1)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる。

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可。

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング・目や口などの設定
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます。

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(2)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し。
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す。

Mayaモデリングのおさらい。 簡単な形状のモデル作りのおさらい。

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる。

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(1)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月3日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し。
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す。

Mayaモデリングのおさらい。 簡単な形状のモデル作りのおさらい。

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる。

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(2)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

ライブ演出発表 作ったライブ演出をみんなで見ましょう。

ライブ演出発表 作ったライブ演出をみんなで見ましょう。

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

Unity基本操作おさらい・シーンデータの組み立て。 ステージモデルをUnityで組み立ててみる。

パーティクルエフェクト パーティクルエフェクトを使って、効果演出を作ってみる。

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Unity基本操作・3Dデータの構造と理解
完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Unity基本操作・3Dデータの構造と理解
完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Unity基本操作・3Dデータの構造と理解
完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

オリエンテーション・Unityの基本操作 基本操作を学習しながら、Unityの操作に慣れる。

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

VtuberコンテンツにおけるUnityの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 Unityでバーチャルライブコンテンツを組み立てられるようになる事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Unity基礎(1)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月3日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

ライブ演出発表 作ったライブ演出をみんなで見ましょう

ライブ演出発表 作ったライブ演出をみんなで見ましょう

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

ライブステージの組み立て ライブステージ演出を作ってみる

Unity基本操作おさらい・シーンデータの組み立て ステージモデルをUnityで組み立ててみる

パーティクルエフェクト パーティクルエフェクトを使って、効果演出を作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Unity基本操作・3Dデータの構造と理解
完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Unity基本操作・3Dデータの構造と理解
完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Unity基本操作・3Dデータの構造と理解
完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

オリエンテーション・Unityの基本操作 基本操作を学習しながら、Unityの操作に慣れる

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

VtuberコンテンツにおけるUnityの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 Unityでバーチャルライブコンテンツを組み立てられるようになる事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Unity基礎(2)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習②
・制作の過程で生まれた課題との向き合い方
・コンテンツにおける単純消費と思考消費

1週間で見たVtuberのコンテンツリストの提出

ゲストを招いての特別セッション
ゲストへの質問を
現在／過去／未来の軸で考えてくる

前期総括と後期の制作ライブの発表 　

実制作ワークショップ⑤
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ②　セットリストの確定
座学：著作権について

どういったセットリストにしたいか？
それを実現するために何が必要か？
を考える

実制作ワークショップ③
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ④
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習①
・Vtuber／運営／ファンにとっての
　ライブの目的とは何か？

ライブ／イベントの目的とは何か？を
Vtuber／運営／ファンのそれぞれの目線から考え
シートに入力する

前期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明①
制作チーム分け

　

ライブの制作の工程についての説明②
実制作ワークショップ①　企画

どういった企画をやってみたいか、考えてくる

Vtuber業界について
本カリキュラムのオリエンテーション

Vtuberのライブを1本見てくる（有料・無料問わず）

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(1)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

実制作ワークショップ⑦
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑧
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

後期総括/ 本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ④
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑤
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ①　企画1
出演者のニーズに対しての提案作成

出演者のコンテンツの事前学習

実制作ワークショップ②　企画2
出演者のニーズに対しての提案FBと実制作への落とし込
み

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ③
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習④
Vtuberファンの可処分所得と可処分時間
チケットとマーチャンダイジング

今年消費（購入）したVtuberのコンテンツリストの提出

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習⑤
トップダウンとセルフのプロデュース形態の違い
セルフプロデュースのタレントとのライブの作り方

　

後期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明③
制作チーム分け

　

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習③
Vtuberの時間とその価値

Vtuberの1日の過ごし方と時間の価値を考えてくる

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(2)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

毎週配られるプリント教材

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して表現力を学ぶ レポート

イベント実践を通して表現力を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習

呼吸法の仕組みを理解して習得に努める 自宅でも毎日５分程度は復習する

自由テーマにてフリートークを実施。 休み期間中の出来事からネタ探しをする

自由テーマにてフリートークを実施。 休み期間中の出来事からネタ探し・人間観察をする

発声・活舌を学習する（マイクが使えたらスタジオ実習） 課題原稿のチェックを事前に行い読み練習をする

呼吸法の仕組みを理解して習得に努める 自宅でも毎日５分程度は復習する

発声・活舌を学習する（マイクが使えたらスタジオ実習） 課題原稿のチェックを事前に行い読み練習をする

基礎教材を使い基本スキルを身に付ける
授業の内容を振り返り復習をする。自身の苦手な事柄を正
しく理解して直すよう努める

発声・活舌を学習する（マイクが使えたらスタジオ実習） 課題原稿のチェックを事前に行い読み練習をする

呼吸法の仕組みを理解して習得に努める 自宅でも毎日５分程度は復習する

基礎教材を使い基本スキルを身に付ける 授業の内容を振り返り復習をする。

基礎教材を使い基本スキルを身に付ける 授業の内容を振り返り復習をする。

基礎教材を使い基本スキルを身に付ける 授業の内容を振り返り復習をする。

まずは１年間の授業の方向性や目的、目標などを共有し、
なぜ基礎が必要なのか等を理解してもらう

１日目の授業を振り返り、やるべき課題を理解する

教員の略歴 外画の吹き替え・アニメやゲーム多数。音響監督。

授業の学習
内容

表現者としての基本スキル（発声・滑舌など）をしっかり学び、常識の枠を超えたユニークな発想、表現へのチャレンジ精神を養
い、フリートーク力やMCの力などを身に付ける。またマイクワークやスタジオでのマナーも共に学ぶ。

到達目標 あらゆるシチュエーションにおいても自身の個性や主張を出しつつ人々の記憶に残る語りの力を学習する。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 橋本浩志

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 表現基礎(1)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月3日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

毎週配られるプリント教材

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して表現力を学ぶ レポート

イベント実践を通して表現力を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習

決められたMC原稿にてトーク力や表現力を磨く ダメ出しを踏まえて復習し改善に努める

これまでの学習の集大成として、自由テーマによるフリー
トークの発表会を行う（スタジオが使えればマイクにて録
音）

発表に向けて原稿作りとリハーサルに努める

先週の録音結果から総評と今後の課題を伝える
改めて自身の方向性などを理解した上で目標を明確にす
る

アニメの台詞読み合わせを通して自身のキャラを見出す 録音した内容から自身の改善点を見出し復習する

アニメの台詞読み合わせを通して自身のキャラを見出す 録音した内容から自身の改善点を見出し復習する

決められたMC原稿にてトーク力や表現力を磨く 予習練習をする

表現幅を付けるためアニメ台本の読み合わせをする（スタジ プロのアフレコ台詞を参考にする

決められたトークテーマにてフリートーク力や表現力を磨く トークテーマに関して事前にリサーチする

決められたトークテーマにてフリートーク力や表現力を磨く 改めて自身の課題を理解して改善に努める

教材原稿などを使い解釈力を身に付ける 日常の中に目を向けて気付き力を養えるよう努める

教材原稿などを使い解釈力を身に付ける 日常の中に目を向けて気付き力を養えるよう努める

表現幅を付けるためアニメ台本の読み合わせをする（スタジ 教材のアニメをプロがアフレコした本作で鑑賞してみる

前期のおさらいをして基本スキルのチェック 改めて自身の課題を理解して改善に努める

教員の略歴 外画の吹き替え・アニメやゲーム多数。音響監督。

授業の学習
内容

表現者としての基本スキル（発声・滑舌など）をしっかり学び、常識の枠を超えたユニークな発想、表現へのチャレンジ精神を養
い、フリートーク力やMCの力などを身に付ける。またマイクワークやスタジオでのマナーも共に学ぶ。

到達目標 あらゆるシチュエーションにおいても自身の個性や主張を出しつつ人々の記憶に残る語りの力を学習する。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 橋本浩志

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 表現基礎(2)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月23日 講義・演習

2 4月30日 講義・演習

3 5月7日 講義・演習

4 5月14日 講義・演習

5 5月21日 講義・演習

6 5月28日 講義・演習

7 6月4日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月10日 講義・演習

15 9月24日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る。
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標 ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上とダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(1)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月5日 講義・演習

2 10月12日 講義・演習

3 10月19日 講義・演習

4 11月2日 講義・演習

5 11月9日 講義・演習

6 11月16日 講義・演習

7 11月30日 講義・演習

8 12月7日 講義・演習

9 12月14日 講義・演習

10 12月21日 講義・演習

11 1月11日 講義・演習

12 1月25日 講義・演習

13 2月1日 講義・演習

14 2月8日 講義・演習

15 2月15日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る。
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標 ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上とダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 1

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(2)

必修
選択



90

(6単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media Contents(3)

必修
選択

担当教員 松本一晃

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 2

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

教員の略歴 演劇、イベント、コンサート、TVなどのコンテンツ送出およびテクニカルディレクター

授業の学習
内容

１・映像基礎を学習し、今後に発展させる為。
２・映像基礎を理解し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を養う。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、送出ソフトの操作を学習。

到達目標
映像基礎知識を習得する。
映像送出ソフトウエアの基本的操作ができる。
グループワークで、チーム間の役割・連携ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材を使用し映像を送出する。 筆記又は、実技テストによる採点

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習 授業時間内の制作が中心で、授業時間内で終わらせなかったものを準備学習とします。



90

(6単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月16日 講義・演習

4 10月23日 講義・演習

5 10月30日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月13日 講義・演習

8 11月20日 講義・演習

9 11月27日 講義・演習

10 12月4日 講義・演習

11 12月11日 講義・演習

12 12月18日 講義・演習

13 1月15日 講義・演習

14 1月29日 講義・演習

15 2月5日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media　Contents(4)

必修
選択

担当教員 藤田陽平

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 2

後期ガイダンス レポート提出

教員の略歴 MVディレクター、舞台(ミュージカル、2.5次元等)、ライブ、イベント等の映像制作。

授業の学習
内容

１・映像編集の技法を理解し今後に発展させる為。
２・映像基礎を学習し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を学習する。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、編集ソフトの操作を学習。

到達目標
画像編集、映像編集ソフトウエアの操作ができる。 撮影機材の基本的操作ができる。 グループワークで、チーム間の連携、役割
等を学ぶ。一年生を牽引出来る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

撮影器材(一眼レフ、三脚)の基礎を学ぶ。 機材操作を習得する。

撮影器材の基礎を学ぶ。ストップモーション 機材操作を習得する。

撮影器材の基礎を学ぶ。クロマキー合成 機材操作を習得する。

グループワーク演習 ソフトウエア操作を習得する。

グループワーク演習 ソフトウエア操作を習得する。

グループワーク演習　発表 企画案を準備する。

修了制作・準備 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

一年時修了作品　プレゼンテーション 発表準備、プレゼン資料作成。

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（3）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

マーケティングの意味や基本を理解し、なぜそれが重要な
のかを学ぶ

授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

◆猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野
を組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいもの
を把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、
その先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要な
ため、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プレゼンを学び、自己ブランディングに向けたプロフィール
作成に着手し、自己表現できるようになる

授業後のレポート課題

「ビジョンボード」、「やりたいことリスト100」などを作成し、将
来の目標を明確化できるようになる（コミュニケーションに活
かす）

授業後のレポート課題

エンタテインメントを含む世の中のマーケティング実例を学
び、その仕組みについて理解する

授業後のレポート課題

既存アーティストや商品、サービスの独自のウリ(USP)を学
び、プロデュース視点で物事を考えるスキルを学ぶ

授業後のレポート課題

マーケティングスキルのひとつ「リスクリバーサル」を学び、
相手の立場に立った提案ができるようになる

授業後のレポート課題

実例を基に、「ジョイントベンチャー(戦略的業務提携)」を学
び、あらゆる企画立案ができるようになる

授業後のレポート課題

テレマーケティングを学び、交渉術などプロジェクトを円滑
に進行する力を身につける

授業後のレポート課題

SNSを使ったマーケティングを学び、仕組みを理解できるよ
うになる

授業後のレポート課題

学んだマーケティング視点を使って、実際に企画を立てる 授業後のレポート課題

立てた企画を実際にアウトプットして市場の反応を見ながら
ブラッシュアップすることを学ぶ

授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（4）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

メディアのマーケティングを理解する 授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

◆猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野
を組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいもの
を把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、
その先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要な
ため、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

テストマーケティングを学び、実践するための判断やシミュ
レーションができるようになる

授業後のレポート課題

コミュニケーションを学び、ワンランク上のマーケティングス
キルを身につける

授業後のレポート課題

ダイレクトメールを学び、マーケティングと営業スキル、交渉
力を身につける

授業後のレポート課題

商品やサービスのキャンペーンの仕組みについて学び、提
案力を身につける

授業後のレポート課題

コピーライティングやブランディングについて学び、視覚的
なプロデュースができるようになる

授業後のレポート課題

お金の基本を学び、お金を集める方法を学び、プロデュー
ス力を身につける

授業後のレポート課題

企画書の作り方を学び、具体的にマーケティングを仕掛け
ていく力を身につける

授業後のレポート課題

紹介マーケティングを学び、実践できるようになる 授業後のレポート課題

実際に企画した案件を実施し、マーケティングの検証・改善
を行い、ワンランク上のマーケティングを身につける

授業後のレポート課題

マーケティングを意識した企画を実際に制作・運営する 授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク（3）

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

エンタメ業界について全体を知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・KPOP関連事業・イベント関連事業等に従事

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。タレント自身が活動する中で、なく
てはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活躍しているマネージャーの先輩を
ゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもらう。マネージャーとして働く苦悩や
楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、実践で役立つ動きや考え方を習得してもらい、シンプルに「エン
タメ業界の楽しさ」を知ってもらう。

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」　芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」　業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」　外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる ��������

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

芸能事務所の業務内容を把握する① 後日レポート提出

マネージャーの業務内容を把握する① 後日レポート提出

売れてるタレントをリサーチ。研究する① 後日レポート提出

ゲスト講義① マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

タレント発掘・スカウトの仕方を実践・自己表現・コミュ力を
付ける

後日レポート提出

プロフィール作成・宣材写真の段取りを実践・紙一枚のプレ
ゼン力を身につける

後日レポート提出

営業の作法、メールの作法、仲良くなる方法実践・営業で
気をつける事①

後日レポート提出

タレントのコミュニケーション・育成のやり方を学ぶ① 後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ① 後日レポート提出

台本読み（感性・想像力・キャスティング力等を身につける）
①

事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義② 俳優担当マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

前期内容振り返り・実践
（先生：クライアント・タレント役/学生：マネージャー役）

テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク（4）

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

アーティスト・アーティストマネージャーについて知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・KPOP関連事業・イベント関連事業等に従事

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。タレント自身が活動する中で、なく
てはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活躍しているマネージャーの先輩を
ゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもらう。マネージャーとして働く苦悩や
楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、前期よりも、より各ジャンルのマネジメント・現場で役立つ動きや
考え方を習得してもらう。

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」　芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」　業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」　外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ゲスト講義③ アーティスト担当マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

バラエティタレント・マネージャーについて知る① 後日レポート提出

モデル・モデルマネージャーについて知る① 後日レポート提出

SNS・YouTuber・インフルエンサー・マネージャーについて
知る①

後日レポート提出

ゲスト講義④ インフルエンサー・マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ② 後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

タレント年間計画表を作成して戦略を立てる① 後日レポート提出

タレント年間計画表を発表・プレゼン① 事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義⑤タレントゲスト　現場で求めるマネージャーと
は①

後日レポート提出

後期内容振り返り テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習 プロダクションの業務ついて理解する

4 5月21日 講義・演習 コンサートに関わる業務について理解する

5 5月28日 講義・演習 レコーディング、楽曲制作の業務について理解する

6 6月4日 講義・演習 A&Rついて理解する

7 6月11日 講義・演習 プロモーターについて理解する

8 6月18日 講義・演習 販促について理解する

9 6月25日 講義・演習 マネージャーについて理解する

10 7月2日 講義・演習 プロデューサーについて理解する

11 7月9日 講義・演習 コンサート制作について理解する

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 音楽ビジネスA&R概論（3）

必修
選択

担当教員 藤崎昌弘

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

音楽業界について全体を理解する 授業後䛾レポート課題

教員の略歴
音楽大学卒業後、A&R、原版制作ディレクター、アレンジャー、サウンドプロデューサーとして勤務。
木梨憲武、NOA、吉柳咲良、AB6ix、n.Ssign、MYNAME、Ryu Siwon、ヘラヘラ三銃士のA&R、コンサート制作を数多く手がける。

授業の学習
内容

音楽ビジネスに関わる仕事とはどういうものがあるか。この科目を受講する学生は、音楽業界の様々な仕事がどういうものであ
るかということを理解し、これまでイメージしてきた音楽業界というものとの違いを意識させる。そういった中で、どのような考え方
や能力が求められることを意識できるようにし、「音楽業界」において働くとはどういう意義を持ち、どのような人間的資質が求め
られており、評価されるのかを理解できるようになるのがねらいである。

到達目標

本科目では、何気なく呆然とイメージしていた「音楽業界」というものに対してより具体的に、職種の紹介や説明、どのような役割
があるのかを可能な限り理解ができるようにする。そういった中で、日々活動している社会の中で自分を位置付けること、業種・
企業・職種を自分の適性や興味・関心と結びつけて理解すること、社会にでてから活動するために必要な能力を具体的にイメー
ジすること、社会や組織で協働することの重要性を理解することなどができるようになることを目標にしている。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

授業後䛾レポート課題

レコード会社の業務について理解する 授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

K-POPを中心とした海外アーティストの仕組みについて理
解する

授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

授業後䛾レポート課題

全体のまとめ 授業後䛾レポート課題

イベント実践を通して音楽ビジネス業務を学ぶ レポート

イベント実践を通して音楽ビジネス業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習 プロダクションを中心に業種と企業について理解する

4 10月29日 講義・演習 メジャーとインディーズの違いについて理解する

5 11月5日 講義・演習 インディーズの成功例を研究して、理解を深める

6 11月12日 講義・演習 ファンクラブについて理解する

7 11月19日 講義・演習 ミュージックビデオの制作について理解する

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習 歌番組などのTVの流れについて理解する

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 音楽ビジネスA&R概論（4）

必修
選択

担当教員 藤崎昌弘

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

教員の略歴
音楽大学卒業後、A&R、原版制作ディレクター、アレンジャー、サウンドプロデューサーとして勤務。
木梨憲武、NOA、吉柳咲良、AB6ix、n.Ssign、MYNAME、Ryu Siwon、ヘラヘラ三銃士のA&R、コンサート制作を数多く手がける。

授業の学習
内容

音楽ビジネスに関わる仕事とはどういうものがあるか。この科目を受講する学生は、音楽業界の様々な仕事がどういうものであ
るかということを理解し、これまでイメージしてきた音楽業界というものとの違いを意識させる。そういった中で、どのような考え方
や能力が求められることを意識できるようにし、「音楽業界」において働くとはどういう意義を持ち、どのような人間的資質が求め
られており、評価されるのかを理解できるようになるのがねらいである。

到達目標

本科目では、何気なく呆然とイメージしていた「音楽業界」というものに対してより具体的に、職種の紹介や説明、どのような役割
があるのかを可能な限り理解ができるようにする。そういった中で、日々活動している社会の中で自分を位置付けること、業種・
企業・職種を自分の適性や興味・関心と結びつけて理解すること、社会にでてから活動するために必要な能力を具体的にイメー
ジすること、社会や組織で協働することの重要性を理解することなどができるようになることを目標にしている。

授業後䛾レポート課題���

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

前期の授業を復習し、理解を深める 授業後䛾レポート課題���

レコード会社を中心とした業種と企業について
理解する

授業後䛾レポート課題���

授業後䛾レポート課題���

授業後䛾レポート課題���

授業後䛾レポート課題���

授業後䛾レポート課題���

アートワーク(アーティスト写真、アルバムジャケット)の
制作について理解する

授業後䛾レポート課題���

授業後䛾レポート課題���

近年K-POPや、中国方面のワールドワイドのアーティスト
が増える中、そこに関わるビジネスについて理解する

授業後䛾レポート課題���

実際に配信をリリースするには
どのような流れで進めていくかを理解し、シミレーションする
①

授業後䛾レポート課題���

実際に配信をリリースするには
どのような流れで進めていくかを理解し、シミレーションする
②

授業後䛾レポート課題���

全体のまとめ 授業後䛾レポート課題���

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して音楽ビジネス業務を学ぶ レポート

イベント実践を通して音楽ビジネス業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（3）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

授業ガイダンス・キャリアデザイン 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プロジェクトマネジメント・セルフプレゼンテーション１ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　４Ｐ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ペルソナ設定・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　３Ｃ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ＳＴＰ戦略・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

近未来のビジネス展望　Society5.0を考える 事後学習として、配布資料の復習

世界で最も成功しているエンタメビジネスの考察 事後学習として、配布資料の復習

企業研究・ワークショップ１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（企画理解・構想・企画書製作）１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（プレゼンテーション）２ 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習 広告論

6 11月13日 講義・演習 企業研究・ワークショップ２

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（4）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

カスタマージャーニー（消費者行動の理解） 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、元キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

飲食ビジネス 事後学習として、配布資料の復習

セルフプレゼンテーション２ 事後学習として、配布資料の復習

アート思考 事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

SDGsのビジネスへの展開 事後学習として、配布資料の復習

スポンサー制度 事後学習として、配布資料の復習

ビジネスクリエーション（コンビニ研究） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（企画理解・構想・企画書製作） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（プレゼンテーション） 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 WEB制作（3）

必修
選択

担当教員 新井勲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

PC操作の基本を知る レポート

教員の略歴 IT企業にてシステム開発・運用 / 企業のWEB制作案件

授業の学習
内容

生活や仕事のほとんどがインターネットに繋がる今、インターネットの理解はもちろん、発信者側としてのリテラシーとして、PC操
作や各ソフトウェアの根本的な仕組みを学びます。それらを通して、プログラム言語、デザイン能力、情報整理力など、さまざま能
力を開花させるきっかけとなる科目です。

到達目標
PC操作や各ソフトウェアの根本的な仕組みの理解と扱いができるようになる。
情報整理力・自分自身のアピールなどITを活用できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ファイルやフォルダの概念を理解する レポート

各種フォルダの扱い・データの整理の仕方を学ぶ レポート

各種データを適切なソフトで開き閲覧できるようにする レポート

WEBやネットワークの基礎を知る レポート

エクセルの基本操作を学ぶ レポート

エクセルでデータ管理するためのワークシート作成 レポート

Wordを使って見やすい文章を作る レポート

Photoshopを使って掲示物等のデザインを作る レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(1) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(2) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(3) レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 WEB制作（4）

必修
選択

担当教員 新井勲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

WEBやネットワークの基礎を知る レポート

教員の略歴 IT企業にてシステム開発・運用 / 企業のWEB制作案件

授業の学習
内容

生活や仕事のほとんどがインターネットに繋がる今、インターネットの理解はもちろん、発信者側としてのリテラシーとして、PC操
作や各ソフトウェアの根本的な仕組みを学びます。それらを通して、プログラム言語、デザイン能力、情報整理力など、さまざま能
力を開花させるきっかけとなる科目です。

到達目標
PC操作や各ソフトウェアの根本的な仕組みの理解と扱いができるようになる。
情報整理力・自分自身のアピールなどITを活用できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

WEB制作に必要な環境や手順を知る レポート

WEBで使われる言語(HTML,CSS)を理解する レポート

WEBページをひとつ作成する(原稿作成) レポート

WEBページをひとつ作成する(素材調達) レポート

WEBページをひとつ作成する(コーディング) レポート

WEBページをひとつ作成する(コーディング) レポート

WEBページをひとつ作成する(レスポンシブ対応) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(1) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(2) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(3) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(4) レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習 実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ

5 5月29日 講義・演習 講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

6 6月5日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する

7 6月12日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する

8 6月19日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ①

9 6月26日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ①

10 7月3日 講義・演習 実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ

11 7月10日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ①

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

オリジナルキャラの線画を完成させる

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(3)

Clip Studio A(3)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ① オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ① オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

実演を通してキャラデザインを学ぶ① オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する その日授業で教わった事の反復練習

実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する 授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(3)

Clip Studio B(3)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してキャラデザインを学ぶ② オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ② オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(4)

Clip Studio A(4)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ②

2 10月9日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ②

3 10月23日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

4 10月30日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

5 11月6日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(4)

Clip Studio B(4)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-2

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

前期振り返り 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　アナリティクスを読み解こう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

炎上対策 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

SNS戦略論 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

響光の戦略ディスカッション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(3)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

イベント演習２ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習３ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習４ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-4

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習１ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-3

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　アナリティクスを読み解こう
第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

各種SNSの違い 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(4)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる。

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可。

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング・目や口などの設定
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます。

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(3)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング・目や口などの設定
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(4)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す

Mayaモデリングのおさらい 簡単な形状のモデル作りのおさらい

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(3)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月3日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す

Mayaモデリングのおさらい 簡単な形状のモデル作りのおさらい

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(4)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習②
・制作の過程で生まれた課題との向き合い方
・コンテンツにおける単純消費と思考消費

1週間で見たVtuberのコンテンツリストの提出

ゲストを招いての特別セッション ゲストへの質問を現在／過去／未来の軸で考えてくる

前期総括と後期の制作ライブの発表 　

実制作ワークショップ⑤
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ②　セットリストの確定
座学：著作権について

どういったセットリストにしたいか？
それを実現するために何が必要か？を考える

実制作ワークショップ③
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ④
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習①
・Vtuber／運営／ファンにとっての
　ライブの目的とは何か？

ライブ／イベントの目的とは何か？をVtuber／運営／ファン
のそれぞれの目線から考えシートに入力する

前期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明①
制作チーム分け

　

ライブの制作の工程についての説明②
実制作ワークショップ①　企画

どういった企画をやってみたいか、考えてくる

Vtuber業界について
本カリキュラムのオリエンテーション

Vtuberのライブを1本見てくる（有料・無料問わず）

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(3)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

実制作ワークショップ⑦
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑧
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

後期総括/ 本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ④
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑤
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ①　企画1
出演者のニーズに対しての提案作成

出演者のコンテンツの事前学習

実制作ワークショップ②　企画2
出演者のニーズに対しての提案FBと実制作への落とし込
み

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ③
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習④
Vtuberファンの可処分所得と可処分時間
チケットとマーチャンダイジング

今年消費（購入）したVtuberのコンテンツリストの提出

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習⑤
トップダウンとセルフのプロデュース形態の違い
セルフプロデュースのタレントとのライブの作り方

　

後期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明③
制作チーム分け

　

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習③
Vtuberの時間とその価値

Vtuberの1日の過ごし方と時間の価値を考えてくる

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(4)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してデザイン業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してデザイン業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習

【STUDIO】ポートフォリオサイト制作（構成） 授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

【STUDIO】ポートフォリオサイト制作（動きをつける） 授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

到達度テスト、ポートフォリオサイト発表
講評を受けて修正が必要な部分を再制作する
（ポートフォリオ）

【iD】inDesignを扱えるようになる。テンプレート制作 制作に必要な資料、データの収集  （ワークシート）

【iD】【Ps】【Ai】inDesignを扱えるようになる。ファンブック制
作

授業で終わらなかった分を完成させる  （ワークシート）

【Ps】【Ai】ポートフォリオ表紙イメージ制作 参考となるデザインの資料収集と精査  （ポートフォリオ）

【Ps】【Ai】フラヤーデザイン。制作、完成、納品
印刷データ作成のためのデータ形式理解  （ポートフォリ
オ）

人物モデル作成① VRoidstudioの操作を理解する 制作に必要な資料、Vtuberデータの収集  （ワークシート）

人物モデル作成② VRoidstudioの操作を理解する 制作に必要な資料、Vtuberデータの収集  （ワークシート）

【Ps】【Ai】ロゴのデザイン。文字に意味を持たせるための
情報の収集、アイデア出し。制作。

参考となるデザインの資料収集と精査  （ワークシート）

【Ps】【Ai】基礎演習：アートボードの活用。名刺制作。作成
したデータを印刷会社に入稿できる。

授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

【Ps】【Ai】フライヤーデザイン。コンセプト設定、ラフ作成
デザインの多様性理解のための資料研究  （ワークシー
ト）

【Ps】【Ai】基礎演習：各アプリケーションの機能の復習と応
用。

参考となるデザインの資料収集と精査  （ワークシート）

教員の略歴 2008年よりフリーのイラストレーター、グラフィックデザイナー、アクセサリーデザイナーとして活動している

授業の学習
内容

ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には、デザインを発注するための基礎知識を養うとともに、広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れ
る、デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになってもらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応
用を習得する。

到達目標
Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe inDesign、その他デザイン系Webアプリを用途に応じて、アプリを横断して複合的
にデザイン制作ができるようになる。
制作物をポートフォリオにまとめ自身の営業ツールを作成する。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 新名佐和子

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 DESIGN ADVANCE(3)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Adobeアプリケーション、CLIP STUDIO,easypose,blender,Vroidstudio

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

準備学習　時間外学習 定期的にメディアやサイト、店舗などで雑誌のデザイン、CDのデザインなどを見て、自分の好みを考える   �������

3Dの理解④　blenderの操作（応用・撮影セット制作）
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

3Dの理解⑤　blenderの操作（応用・撮影セット完成）
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

トラッキング演習　作成したモデルを操作する・発表
視聴者数の多い動画を視聴し、参考になる部分を探す
（ワークシート）

3Dの理解①　blenderの操作を理解する（基本操作・家）
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

3Dの理解②　blenderの操作（基本操作・雪だるま）
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

3Dの理解③　blenderの操作（応用・撮影セットを考える）
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

人物モデル作成② VRoidstudioの操作を理解する
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

人物モデル作成③ VRoidstudio、CLIP STUDIOでオリジナ
ルモデル作成

授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

人物モデル作成④ VRoidstudio、CLIP STUDIOでオリジナ
ルモデル作成

授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

GIFアニメーション①CLIP STUDIOの操作を理解する
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

GIFアニメーション②CLIP STUDIOの操作を理解する
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

人物モデル作成① VRoidstudioの操作を理解する
制作に必要な資料、データの収集
（ワークシート）

オリエンテーション　デザインの基本スキルの確認と復習
これまでの自身のデザインデータを整理する
（ワークシート）

教員の略歴 2008年よりフリーのイラストレーター、グラフィックデザイナー、アクセサリーデザイナーとして活動している

授業の学習
内容

ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れる、デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになっ
てもらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、動画制作に利用可能な、2D3Dモデルのデザインスキルを習得する。
また、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応用を習得する。

到達目標
Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe inDesign、CLIPSTUDIOを用途に応じて、複合的に扱えるようになる。
easypose,blender,VRoidstudioなどの3Dアプリケーションを扱えるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 新名佐和子

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 2D・3D Design（3）

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Adobeアプリケーション、CLIP STUDIO,easypose,blender,Vroidstudio,Live2DCubism,3tene,Vtubestudio����������

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

準備学習　時間外学習 定期的にメディアやサイト、店舗などで雑誌のデザイン、CDのデザインなどを見て、自分の好みを考える   �������

トラッキング演習②　3tene、Vtubestudio
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

身につけた技術を複合的に扱う 【STUDIO】にポートフォリ
オ作成

授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

到達度テスト（作品プレゼン）、講評
講評や感想を受けて修正が必要な部分を再制作する
（ワークシート）

Live2DCubismの操作方法を理解する② 表情と動作
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2DCubismの操作方法を理解する③
アニメーション作成

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

トラッキング演習①　3tene、Vtubestudio
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2Dの理解と基本操作を身につける
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2Dのためのデータ作成
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

Live2DCubismの操作方法を理解する① パーツ準備
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターのデザインと描画①
参考となるデザインの資料収集と精査
（ワークシート）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターのデザインと描画②
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターパーツ分け
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

デザインの基本スキルの確認と復習   オリジナルキャラク
ター考案

参考となるデザインの資料収集と精査
（ワークシート）

教員の略歴 2008年よりフリーのイラストレーター、グラフィックデザイナー、アクセサリーデザイナーとして活動している

授業の学習
内容

ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れる、デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになっ
てもらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、動画制作に利用可能な、2D3D人体モデルのデザインスキルを習得する。
また、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応用を習得する。�����

到達目標
Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe inDesign、CLIPSTUDIOを用途に応じて、複合的に扱えるようになる。
easypose,blender,VRoidstudioなどの3Dアプリケーションを扱えるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 新名佐和子

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 2D・3D Design（4）

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 LT Basic(3)

必修
選択

担当教員 藤井直

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

照明の仕事各種を理解できる。 レポート

教員の略歴 照明プランナーとして活動

授業の学習
内容

実習を通じて基本を学ぶ。　実際現場で使用されている器材の扱い方や特性の基本を身につける。舞台は照明だけでは成立す
ることではなく、舞台、音響、出演者、お客様を含む総合芸術の意味を理解する。好き嫌いではなく、やり遂げる力を持つこと。
近年の学生は嫌なことはやらなくてもいいという風潮があるが、好きなことから窓口を広げてゆき、やればできるんだと思うように
展開していく。

到達目標 照明をつける、明かりを照らすのではなく、出し物に対してその色や動きに意味をもたせ、その意味や説明ができようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

舞台照明の基礎知識を理解できる。 レポート

レンズスポット、パーライトの構造を知ることができる。 レポート

プロファイルスポットの構造を知ることができる。 レポート

ケーブルの使い方と種類を知ることができる。 レポート

カラーフィルター、種板、
切り方作り方を知ることができる。

レポート

ピンスポットの使い方を知ることができる。 レポート

アクセサリー、スタンド、ハンガーの取り扱いができる。 レポート

調光とユニット パッチシステムの構造を理解できる。 レポート

電源のことが理解できる。 レポート

DMX信号線の理屈の理解できる。 レポート

LED　SPOTの構造を理解できる。 レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

ステージ舞台照明入門

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台照明を学ぶ レポート

イベント実践（明日への扉）を通して舞台照明を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 照明効果を意識する



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 LT Basic(4)

必修
選択

担当教員 藤井直

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

地明かりを理解できる。 レポート

教員の略歴 照明プランナーとして活動

授業の学習
内容

実習を通じて基本を学ぶ。実際現場で使用されている器材の扱い方や特性の基本を身につける。舞台は照明だけでは成立する
ことではなく、舞台、音響、出演者、お客様を含む総合芸術の意味を理解する。好き嫌いではなく、やり遂げる力を持つこと。近年
の学生は嫌なことはやらなくてもいいという風潮があるが、好きなことから窓口を広げてゆき、やればできるんだと思うように展開
していく。

到達目標 照明をつける、明かりを照らすのではなく、出し物に対してその色や動きに意味をもたせ、その意味や説明ができようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

バックの当て方を理解できる。 レポート

ブッチの当て方を理解できる。 レポート

舞台の効果が理解できる。 レポート

システムの考え方が理解できる。 レポート

進級展とWE AREの関わりについて理解できる。 レポート

合同の仕込図における個人の
オペレートの意味を理解できる。

レポート

進級展のプランニングを学ぶ。 レポート

進級展のプランニングを行い、明かり作りを行う。 レポート

進級展のプランニングを実践できる。 レポート

音楽イベントの明かり作りを学ぶ。 レポート

音楽イベントの明かり作りを行い、全体の流れを組む。 レポート

WE ARE TSMの明かり作りを実践できる。 レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

ステージ舞台照明入門

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM）を通して舞台照明を学ぶ レポート

イベント実践（We are TSM）を通して舞台照明を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 照明効果を意識する



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義・演習

2 4月26日 講義・演習

3 5月10日 講義・演習

4 5月17日 講義・演習

5 5月24日 講義・演習

6 5月31日 講義・演習

7 6月7日 講義・演習

8 6月14日 講義・演習

9 6月21日 講義・演習

10 7月5日 講義・演習

11 7月12日 講義・演習

12 7月19日 講義・演習

13 8月30日 講義・演習

14 9月6日 講義・演習

15 9月13日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 ムービングBasic(3)

必修
選択

担当教員 橋本真也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

授業の進め方、LS1使用方法、基本的なアクセス レポート�

教員の略歴 ライブ、コンサート、お芝居、施設照明のプラン、ムービングライトのオペレートを行う。

授業の学習
内容

現代に於いて必須とも言えるムービングライト、その特性と機能を学ぶ。

到達目標
ムービングライトの仕込みが出来る。
グランドＭＡでの簡単なシーンの作成、修正。
何度も触って、失敗して、機材に慣れる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ムービングの主な機能を知る。注意事項を知る。仕込み。 レポート�

簡単なシーンの作成。卓の主な用語、機能を学ぶ。 レポート�

シーンの作成。バックアップを学ぶ レポート�

シーケンスの扱い、タイムを学ぶ レポート�

卓の基本的なセットアップを学ぶ レポート�

卓の基本的なセットアップを学ぶ レポート�

小復習 レポート�

ムービングライトの基本的なセッティングを学ぶ レポート�

チェイスの作成、修正を学ぶ レポート�

キューのリンク、ループを学ぶ レポート�

プリセットの作成、修正、使用を学ぶ レポート�

テスト/フェーダー、ボタンの機能変更を学ぶ レポート�

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通してムービングの効果的使
用方法を学ぶ

レポート�

イベント実践（明日への扉）を通してムービングの効果的使
用方法を学ぶ

レポート�

準備学習　時間外学習 基本的にレポート等にまとめてアウトプット。可能であればonPCを利用して復習。



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義・演習

2 10月11日 講義・演習

3 10月18日 講義・演習

4 10月25日 講義・演習

5 11月1日 講義・演習

6 11月15日 講義・演習

7 11月22日 講義・演習

8 11月29日 講義・演習

9 12月6日 講義・演習

10 12月20日 講義・演習

11 1月17日 講義・演習

12 1月24日 講義・演習

13 1月31日 講義・演習

14 2月14日 講義・演習

15 2月21日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 ムービングBasic(4)

必修
選択

担当教員 橋本真也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

パッチ基本を学ぶ レポート�

教員の略歴 ライブ、コンサート、お芝居、施設照明のプラン、ムービングライトのオペレートを行う。

授業の学習
内容

現代に於いて必須とも言えるムービングライト、その特性と機能を学ぶ。

到達目標
パッチの変更ができる。
様々な卓で、簡単なムービングの操作ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

エフェクト基本を学ぶ レポート�

エフェクト続きを学ぶ レポート�

仕込みに関してを学ぶ レポート�

パール、アリーナでの操作を学ぶ レポート�

GMA1,2onPC操作を学ぶ レポート�

GrandMA3Dについて学ぶ レポート�

小復習 レポート�

VIEW作成を行う レポート�

シーケンスの設定関連を学ぶ レポート�

マトリックス、クイッキーを詳しく学ぶ レポート�

明かり作りの実習 レポート�

テスト、明かり作り実習 レポート�

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM!）を通して効果的使用方法を学
ぶ

レポート�

イベント実践（We are TSM!）を通して効果的使用方法を学
ぶ

レポート�

準備学習　時間外学習 基本的にレポート等にまとめてアウトプット。可能であればonPCを利用して復習。



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る。
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標 ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上とダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(3)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る。
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標 ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上とダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 2

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(4)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 映像演技(5)

必修
選択

担当教員 真田幹也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 3

オリエンテーション・自己紹介 現状の自分、1年後の自分を考えてみる

教員の略歴 役者活動暦26年　監督暦22年　DA講師暦10年　

授業の学習
内容

映画、ドラマなど映像の演技に必要な知識や技術の習得。既存のシナリオ・脚本を配布。本読み形式で内容を理解後、カメラの
前で実際に演じてみる。毎回、自分の演じたビデオを見ながら問題点、反省点を共に考え演技に対する理解を深めていく。

到達目標 カメラの前で演技をする事に慣れ、意識的に自ら動ける様になる/演技は楽しいと思えるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

カメラの前で台詞を言ってみる① 配布課題の熟読・暗記

カメラの前で台詞を言ってみる②撮影 撮影で感じたことを意識→修正

2人で芝居が出来る① 配布課題の熟読・暗記

2人で芝居が出来る② 配布課題の熟読・暗記

2人で芝居が出来る③撮影 撮影で感じたことを意識→修正

カメラの画角・フレームについて理解出来るようになる①
（座学）

より良くカメラに移るにはどうするか考えてみる

2人で芝居が出来る④ 配布課題の熟読・暗記

2人で芝居が出来る⑤ 配布課題の熟読・暗記

2人で芝居が出来る⑥撮影 撮影で感じたことを意識→修正

カメラの画角・フレームについて理解出来るようになる②
（座学）

より良くカメラに移るにはどうするか考えてみる

みんなで芝居が出来るようになる① 配布課題の熟読・暗記

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

参考文献「映画の演技」　マイケル・ケイン著　劇書房

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 映像演技(6)

必修
選択

担当教員 真田幹也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 3

みんなで芝居が出来るようになる② 配布課題の熟読・暗記

教員の略歴 役者活動暦26年　監督暦22年　DA講師暦10年　

授業の学習
内容

映画、ドラマなど映像の演技に必要な知識や技術の習得。既存のシナリオ・脚本を配布。本読み形式で内容を理解後、カメラの
前で実際に演じてみる。毎回、自分の演じたビデオを見ながら問題点、反省点を共に考え演技に対する理解を深めていく。

到達目標 カメラの前で演技をする事に慣れ、意識的に自ら動ける様になる/演技は楽しいと思えるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

みんなで芝居が出来るようになる③ 配布課題の熟読・暗記

みんなで芝居が出来るようになる④撮影 撮影で感じたことを意識→修正

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる① 配布課題の熟読・暗記

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる② 配布課題の熟読・暗記

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる③ 配布課題の熟読・暗記

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる④撮影 撮影で感じたことを意識→修正

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる⑤ 配布課題の熟読・暗記

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる⑥ 配布課題の熟読・暗記

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる⑦ 配布課題の熟読・暗記

2人で（カメラを意識して）芝居が出来るようになる⑧撮影 撮影で感じたことを意識→修正

まとめと現場で役立つ心得について（座学） 1年経って現状の自分を把握する→その先を目指す

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

参考文献「映画の演技」　マイケル・ケイン著　劇書房

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク（5）

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 3

エンタメ業界について全体を知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・KPOP関連事業・イベント関連事業等に従事

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。タレント自身が活動する中で、なく
てはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活躍しているマネージャーの先輩を
ゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもらう。
マネージャーとして働く苦悩や楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、実践で役立つ動きや考え方を習
得してもらい、シンプルに「エンタメ業界の楽しさ」を知ってもらう。

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」　芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」　業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」　外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

芸能事務所の業務内容を把握する① 後日レポート提出

マネージャーの業務内容を把握する① 後日レポート提出

売れてるタレントをリサーチ。研究する① 後日レポート提出

ゲスト講義① マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

タレント発掘・スカウトの仕方を実践・自己表現・コミュ力を
付ける

後日レポート提出

プロフィール作成・宣材写真の段取りを実践・紙一枚のプレ
ゼン力を身につける

後日レポート提出

営業の作法、メールの作法、仲良くなる方法実践・営業で
気をつける事①

後日レポート提出

タレントのコミュニケーション・育成のやり方を学ぶ① 後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ① 後日レポート提出

台本読み（感性・想像力・キャスティング力等を身につける）
①

事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義② 俳優担当マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

前期内容振り返り・実践
（先生：クライアント・タレント役/学生：マネージャー役）

テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク（6）

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 3

アーティスト・アーティストマネージャーについて知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・KPOP関連事業・イベント関連事業等に従事������

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。タレント自身が活動する中で、なく
てはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活躍しているマネージャーの先輩を
ゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもらう。マネージャーとして働く苦悩や
楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、前期よりも、より各ジャンルのマネジメント・現場で役立つ動きや
考え方を習得してもらう。��������

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」　芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」　業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」　外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ゲスト講義③ アーティスト担当マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

バラエティタレント・マネージャーについて知る① 後日レポート提出

モデル・モデルマネージャーについて知る① 後日レポート提出

SNS・YouTuber・インフルエンサー・マネージャーについて
知る①

後日レポート提出

ゲスト講義④ インフルエンサー・マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ② 後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

タレント年間計画表を作成して戦略を立てる① 後日レポート提出

タレント年間計画表を発表・プレゼン① 事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義⑤タレントゲスト　現場で求めるマネージャーと
は①

後日レポート提出

後期内容振り返り テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（5）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

マーケティングの意味や基本を理解し、なぜそれが重要な
のかを学ぶ

授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

◆猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野
を組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいもの
を把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、
その先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要な
ため、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プレゼンを学び、自己ブランディングに向けたプロフィール
作成に着手し、自己表現できるようになる

授業後のレポート課題

「ビジョンボード」、「やりたいことリスト100」などを作成し、将
来の目標を明確化できるようになる（コミュニケーションに活
かす）

授業後のレポート課題

エンタテインメントを含む世の中のマーケティング実例を学
び、その仕組みについて理解する

授業後のレポート課題

既存アーティストや商品、サービスの独自のウリ(USP)を学
び、プロデュース視点で物事を考えるスキルを学ぶ

授業後のレポート課題

マーケティングスキルのひとつ「リスクリバーサル」を学び、
相手の立場に立った提案ができるようになる

授業後のレポート課題

実例を基に、「ジョイントベンチャー(戦略的業務提携)」を学
び、あらゆる企画立案ができるようになる

授業後のレポート課題

テレマーケティングを学び、交渉術などプロジェクトを円滑
に進行する力を身につける

授業後のレポート課題

SNSを使ったマーケティングを学び、仕組みを理解できるよ
うになる

授業後のレポート課題

学んだマーケティング視点を使って、実際に企画を立てる 授業後のレポート課題

立てた企画を実際にアウトプットして市場の反応を見ながら
ブラッシュアップすることを学ぶ

授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（6）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

メディアのマーケティングを理解する 授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

◆猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野
を組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいもの
を把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、
その先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要な
ため、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

テストマーケティングを学び、実践するための判断やシミュ
レーションができるようになる

授業後のレポート課題

コミュニケーションを学び、ワンランク上のマーケティングス
キルを身につける

授業後のレポート課題

ダイレクトメールを学び、マーケティングと営業スキル、交渉
力を身につける

授業後のレポート課題

商品やサービスのキャンペーンの仕組みについて学び、提
案力を身につける

授業後のレポート課題

コピーライティングやブランディングについて学び、視覚的
なプロデュースができるようになる

授業後のレポート課題

お金の基本を学び、お金を集める方法を学び、プロデュー
ス力を身につける

授業後のレポート課題

企画書の作り方を学び、具体的にマーケティングを仕掛け
ていく力を身につける

授業後のレポート課題

紹介マーケティングを学び、実践できるようになる 授業後のレポート課題

実際に企画した案件を実施し、マーケティングの検証・改善
を行い、ワンランク上のマーケティングを身につける

授業後のレポート課題

マーケティングを意識した企画を実際に制作・運営する 授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（5）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

授業ガイダンス・キャリアデザイン 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プロジェクトマネジメント・セルフプレゼンテーション１ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　４Ｐ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ペルソナ設定・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　３Ｃ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ＳＴＰ戦略・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

近未来のビジネス展望　Society5.0を考える 事後学習として、配布資料の復習

世界で最も成功しているエンタメビジネスの考察 事後学習として、配布資料の復習

企業研究・ワークショップ１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（企画理解・構想・企画書製作）１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（プレゼンテーション）２ 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習 広告論

6 11月13日 講義・演習 企業研究・ワークショップ２

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（6）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

カスタマージャーニー（消費者行動の理解） 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、元キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

飲食ビジネス 事後学習として、配布資料の復習

セルフプレゼンテーション２ 事後学習として、配布資料の復習

アート思考 事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

SDGsのビジネスへの展開 事後学習として、配布資料の復習

スポンサー制度 事後学習として、配布資料の復習

ビジネスクリエーション（コンビニ研究） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（企画理解・構想・企画書製作） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（プレゼンテーション） 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 ビジネスIT（5）

必修
選択

担当教員 新井勲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

PC操作の基本を知る レポート

教員の略歴 IT企業にてシステム開発・運用 / 企業のWEB制作案件

授業の学習
内容

生活や仕事のほとんどがインターネットに繋がる今、インターネットの理解はもちろん、発信者側としてのリテラシーとして、PC操
作や各ソフトウェアの根本的な仕組みを学びます。それらを通して、プログラム言語、デザイン能力、情報整理力など、さまざま能
力を開花させるきっかけとなる科目です。

到達目標
PC操作や各ソフトウェアの根本的な仕組みの理解と扱いができるようになる。
情報整理力・自分自身のアピールなどITを活用できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ファイルやフォルダの概念を理解する レポート

各種フォルダの扱い・データの整理の仕方を学ぶ レポート

各種データを適切なソフトで開き閲覧できるようにする レポート

WEBやネットワークの基礎を知る レポート

エクセルの基本操作を学ぶ レポート

エクセルでデータ管理するためのワークシート作成 レポート

Wordを使って見やすい文章を作る レポート

Photoshopを使って掲示物等のデザインを作る レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(1) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(2) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(3) レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 ビシネスIT（6）

必修
選択

担当教員 新井勲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

WEBやネットワークの基礎を知る レポート

教員の略歴 IT企業にてシステム開発・運用 / 企業のWEB制作案件

授業の学習
内容

生活や仕事のほとんどがインターネットに繋がる今、インターネットの理解はもちろん、発信者側としてのリテラシーとして、PC操
作や各ソフトウェアの根本的な仕組みを学びます。それらを通して、プログラム言語、デザイン能力、情報整理力など、さまざま能
力を開花させるきっかけとなる科目です。

到達目標
PC操作や各ソフトウェアの根本的な仕組みの理解と扱いができるようになる。
情報整理力・自分自身のアピールなどITを活用できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

WEB制作に必要な環境や手順を知る レポート

WEBで使われる言語(HTML,CSS)を理解する レポート

WEBページをひとつ作成する(原稿作成) レポート

WEBページをひとつ作成する(素材調達) レポート

WEBページをひとつ作成する(コーディング) レポート

WEBページをひとつ作成する(コーディング) レポート

WEBページをひとつ作成する(レスポンシブ対応) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(1) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(2) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(3) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(4) レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 2D・3D Design（5)

必修
選択

担当教員 新名佐和子

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

【Ps】【Ai】基礎演習：各アプリケーションの機能の復習と応
用。

参考となるデザインの資料収集と精査  （ワークシート）

教員の略歴 2008年よりフリーのイラストレーター、グラフィックデザイナー、アクセサリーデザイナーとして活動している

授業の学習
内容

ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には、デザインを発注するための基礎知識を養うとともに、広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れる、
デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになってもらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応用
を習得する。

到達目標
Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe inDesign、　その他デザイン系Webアプリを用途に応じて、アプリを横断して複合的
にデザイン制作ができるようになる。制作物をポートフォリオにまとめ自身の営業ツールを作成する。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

【Ps】【Ai】ロゴのデザイン。文字に意味を持たせるための情
報の収集、アイデア出し。制作。

参考となるデザインの資料収集と精査  （ワークシート）

【Ps】【Ai】基礎演習：アートボードの活用。名刺制作。作成し
たデータを印刷会社に入稿できる。

授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

【Ps】【Ai】フライヤーデザイン。コンセプト設定、ラフ作成 デザインの多様性理解のための資料研究  （ワークシート）

【Ps】【Ai】フラヤーデザイン。制作、完成、納品 印刷データ作成のためのデータ形式理解  （ポートフォリオ）

人物モデル作成① VRoidstudioの操作を理解する 制作に必要な資料、Vtuberデータの収集  （ワークシート）

人物モデル作成② VRoidstudioの操作を理解する 制作に必要な資料、Vtuberデータの収集  （ワークシート）

【iD】inDesignを扱えるようになる。テンプレート制作 制作に必要な資料、データの収集  （ワークシート）

【iD】【Ps】【Ai】inDesignを扱えるようになる。ファンブック制作 授業で終わらなかった分を完成させる  （ワークシート）

【Ps】【Ai】ポートフォリオ表紙イメージ制作 参考となるデザインの資料収集と精査  （ポートフォリオ）

【STUDIO】ポートフォリオサイト制作（構成） 授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

【STUDIO】ポートフォリオサイト制作（動きをつける） 授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

到達度テスト、ポートフォリオサイト発表 講評を受けて修正が必要な部分を再制作する  （ポートフォリ

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してデザイン業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してデザイン業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 2D・3D Design（6)

必修
選択

担当教員 新名佐和子

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

教員の略歴

授業の学習
内容

到達目標

デザインの基本スキルの確認と復習   オリジナルキャラク
ター考案

参考となるデザインの資料収集と精査
（ワークシート）

2008年よりフリーのイラストレーター、グラフィックデザイナー、アクセサリーデザイナーとして活動している

"ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れる、デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになって
もらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、動画制作に利用可能な、2D3D人体モデルのデザインスキルを習得する。
また、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応用を習得する。"��������

"ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れる、デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになって
もらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、動画制作に利用可能な、2D3D人体モデルのデザインスキルを習得する。
また、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応用を習得する。"��������

筆記又は、実技テストによる採点評価方法と基準

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターのデザインと描画①
参考となるデザインの資料収集と精査
（ワークシート）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターのデザインと描画②
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターパーツ分け
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

Live2Dの理解と基本操作を身につける
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2Dのためのデータ作成
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2DCubismの操作方法を理解する① パーツ準備

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2DCubismの操作方法を理解する② 表情と動作

Live2DCubismの操作方法を理解する③
アニメーション作成

トラッキング演習①　3tene、Vtubestudio

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

身につけた技術を複合的に扱う 【STUDIO】にポートフォリ
オ作成

授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

トラッキング演習②　3tene、Vtubestudio

到達度テスト（作品プレゼン）、講評
講評や感想を受けて修正が必要な部分を再制作する
（ワークシート）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

準備学習　時間外学習

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

定期的にメディアやサイト、店舗などで雑誌のデザイン、CDのデザインなどを見て、自分の好みを考える   �������
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(6単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

藤田陽平

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media Contents(5)

必修
選択

担当教員

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

映像編集の実演、基礎、到達度合いの確認 授業の復習

教員の略歴

授業の学習
内容

１・映像編集の技法を理解し今後に発展させる為
２・映像基礎を発展、応用させた、より高度な技術
３・実例を元に仕事を想定したワークフロウの学習、クオリティの追求

到達目標
画像編集、映像編集ソフトウエアの操作ができる
映像周りの仕事、実際の現場で、チーム間の役割・連携また、撮影機材の基本的操作がより高度な次元でできる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

MVディレクター、舞台(ミュージカル、2.5次元等)、ライブ、イベント等の映像制作。

映像編集の実演、基礎、到達度合いの確認 授業の復習

映像編集の実演、基礎、到達度合いの確認 授業の復習

基礎技術の発展・応用 授業の復習

基礎技術の発展・応用 授業の復習

基礎技術の発展・応用

過去の事例を元に課題制作 #1 課題編集、制作

授業の復習

過去の事例を元に課題制作 #1 課題編集、制作

過去の事例を元に課題制作 #1 課題編集、制作

過去の事例を元に課題制作 #2 課題編集、制作

過去の事例を元に課題制作 #2 課題編集、制作

過去の事例を元に課題制作 #2 課題編集、制作

イベント実践（明日への扉）を通して,イベント内のコンテンツ
制作

レポート提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して,イベント内のコンテンツ
制作

レポート提出

イベント実践（明日への扉）を通して,イベント内のコンテンツ
制作

レポート提出

準備学習　時間外学習 授業時間内の制作が中心で、授業時間内で終わらせなかったものを準備学習とします
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(6単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media　Contents(6)

必修
選択

担当教員 藤田陽平

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

イベント実践 フィードバック レポート提出

教員の略歴

授業の学習
内容

１・映像編集の技法を理解し今後に発展させる為
２・映像基礎を発展、応用させた、より高度な技術
３・実例を元に仕事を想定したワークフロウの学習、クオリティの追求

到達目標
画像編集、映像編集ソフトウエアの操作ができる
映像周りの仕事、実際の現場で、チーム間の役割・連携また、撮影機材の基本的操作がより高度な次元でできる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

MVディレクター、舞台(ミュージカル、2.5次元等)、ライブ、イベント等の映像制作。

グループワーク#1 機材操作を習得する

グループワーク#1 機材操作を習得する

グループワーク#1 機材操作を習得する

グループワーク#1 ソフトウエア操作を習得する

グループワーク#1 ソフトウエア操作を習得する

グループワーク　発表 フィードバック 企画案を準備する

修了制作・準備 課題編集、制作

修了制作・期間 課題編集、制作

修了制作・期間 課題編集、制作

修了制作・期間 課題編集、制作

修了制作・期間 課題編集、制作

修了作品　プレゼンテーション 発表準備、プレゼン資料作成

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習



90

(6単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル基礎(5)

PA Basic(5)

必修
選択

担当教員

西海 英志
須藤 浩

原嶋 紘平
杉田 達矢授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 3

自己紹介(コミュニケーション)/マイクスタンド立て/機材の
扱いを学ぶ

レポート

教員の略歴 PAエンジニアとして活動

授業の学習
内容

実践を通じ、PAエンジニアとして必要になる基礎的な機材知識、信号の流れ、電気について、機材のセッティングからサウンド
チェック・ライブ本番・撤収までの流れを理解する。

到達目標 信号の流れを理解し、簡易PAセットを組めるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

マイクスタンドを立て、マイクヘッド付けを学ぶ/
分解して組み立てる事で仕組みを学ぶ

前週内容の復習

コネクターの種類を学ぶ/簡易セットに使用する機材を学ぶ 前週内容の復習

基本的な簡易セットの設営・チェック・撤去を学ぶ 前週内容の復習

EQ/マルチを追加した簡易セットの設営・チェック・撤去を学
ぶ

前週内容の復習

イベント内容を理解し、シミュレーションする 前週内容の復習

機材リセットについて理解する 前週内容の復習

ステージモニターとエフェクターを追加した簡易セットの設
営・チェック・撤去を学ぶ

前週内容の復習

簡易セットを組む　1～4週目の復習 前週内容の復習

搬入・仕込み・リハーサル・本番・撤去について学ぶ
他のセクションの動きを意識する

前週内容の復習

少人数で設置・チェック・撤去する 前週内容の復習

マルチウェイスピーカーを学ぶ 前週内容の復習

試験 前週内容の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践(明日への扉)を通して舞台音響を学ぶ レポートの提出

イベント実践(明日への扉)を通して舞台音響を学ぶ レポートの提出

準備学習　時間外学習 音が流れる仕組みを理解し、その理由を考える



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル基礎(5)
イベント企画(5)

必修
選択

担当教員 松本一晃

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

教員の略歴 演劇、イベント、コンサート、TVなどのコンテンツ送出およびテクニカルディレクター

授業の学習
内容

１・映像基礎を学習し、今後に発展させる為。
２・映像基礎を理解し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を養う。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、送出ソフトの操作を学習。

到達目標
映像基礎知識を習得する。
映像送出ソフトウエアの基本的操作ができる。
グループワークで、チーム間の役割・連携ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材を使用し映像を送出する。 筆記又は、実技テストによる採点。

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ。 レポート提出。

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ。 レポート提出。

準備学習　時間外学習 授業時間内の制作が中心で、授業時間内で終わらせなかったものを準備学習とします。
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(6単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習 照明機材仕込み(学園祭シュミレーション)

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル基礎(5)

コンサートテクニック(5)

必修
選択

担当教員 川谷祐之

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

自己紹介～機材・システムツアー
簡単な仕込み実習

照明機材仕込み

教員の略歴 舞台照明プランナー・オペレーターとして活動

授業の学習
内容

ただ華やかというだけでなく、他のセクションと密接にかかわり、照明を構成することを理解する

到達目標
舞台照明というものを華やかなものと理解しがちだが、ただ華やかなだけでなく、キャストを引き立たせ、観客を喜ばせるために、
ソロ・バンド・アイドル・ダンス・ミュージカル等、演目によって魅せ方をかえ、イベントに合った明りを理解できるようにする

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ホールの仕組みを理解する 資料解読(ホール実習)

照明に携わってみる。人の作った照明を感じる。 照明機材仕込み(音テクイベント)

ホールで簡単な照明の仕事ができるようになる 仕込み図解読・仕込打ち合わせ(ホール実習)

基本知識での照明を作る 課題曲に対する譜割り(プロミイベント)

ホールで簡単な照明の仕事ができるようになる２ 仕込み図解読・仕込打ち合わせ(ホール実習)

テーマ合った照明を作る 課題曲に対する譜割り(自主企画イベント)

イベント実践(明日への扉)を通して照明演出を学ぶ レポート

ホールで簡単な照明の仕事ができるようになる３ 仕込み図解読・仕込打ち合わせ(ホール実習)

テーマ合った照明を作る２ 課題曲に対する譜割り(自主企画イベント)

自分のアイディアを織り交ぜた照明を作る 課題曲に対する譜割り(自主企画イベント)

アニソンの照明を作る 課題曲に対する譜割り(アクターliveゼミ)

仕込図を描く上で基本的な考え方
照明を考えるときの基本的な考え方

前期で習得した技術をすべて盛り込んだ照明を披露する 照明機材仕込み・打ち込み(プロミイベント)

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践(明日への扉)を通して照明演出を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 闇雲に仕込むのではなく、照明効果を意識する

　【使用教科書・教材・参考書】　



120

(8単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル基礎(6)

PA Basic(6)

必修
選択

担当教員

西海 英志
須藤 浩

原嶋 紘平
杉田 達矢授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 3

ハウスミキサー・モニター・ステージに分かれて設置を学ぶ レポート

教員の略歴 PAエンジニア/オペレーターとして活動

授業の学習
内容

実践を通じ、PAエンジニアとして必要になる基礎的な機材知識、信号の流れ、電気について、機材のセッティングからサウンド
チェック・ライブ本番・撤収までの流れを理解する。

到達目標 学内ライブにて、バンドのライブ本番のPAオペレートを行えるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学校所有のデジタル卓、他の卓を理解し、設置方法を学ぶ 前週内容の復習

学校所有のデジタル卓、他の卓を理解し、使い方を知る 前週内容の復習

学校所有のワイヤレスマイクについて学ぶ 前週内容の復習

スピーカーチューニング(技法)を学ぶ 前週内容の復習

エフェクター・ダイナミック系の設営を学ぶ 前週内容の復習

サウンドチェックの流れを学ぶ
(ライブ本番実習の為のプレ授業)

前週内容の復習

バンド(Vo+Gt+Ba+Dr+Key)のサウンドチェック・本番を学ぶ 前週内容の復習

イベントに向けてプラン組みを実践 前週内容の復習

イベントに向けてのシステムチェックの実践 前週内容の復習

イベントの本番・撤収作業を通じて、
音響スタッフとして現場力を身に付ける

前週内容の復習

イベントの本番・撤収作業を通じて、
音響スタッフとして現場力を身に付ける

前週内容の復習

試験 前週内容の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践(we are TSM)を通して舞台音響を学ぶ レポートの提出

イベント実践(we are TSM)を通して舞台音響を学ぶ レポートの提出

準備学習　時間外学習 音が流れる仕組みを理解し、その理由を考える
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル基礎(6)
イベント企画(6)

必修
選択

担当教員 松本一晃

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

教員の略歴 演劇、イベント、コンサート、TVなどのコンテンツ送出およびテクニカルディレクター

授業の学習
内容

１・映像基礎を学習し、今後に発展させる為。
２・映像基礎を理解し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を養う。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、送出ソフトの操作を学習。

到達目標
映像基礎知識を習得する。
映像送出ソフトウエアの基本的操作ができる。
グループワークで、チーム間の役割・連携ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像機材・送出ソフトを使用し映像を送出する。 筆記又は、実技テストによる採点

　【使用教科書・教材・参考書】

レゾリウム・アリーナ使用予定

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習



90

(6単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル基礎(6)

コンサートテクニック(6)

必修
選択

担当教員 川谷祐之

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

仕込みアレンジ・特殊仕込みを考える 仕込み図解読

教員の略歴 舞台照明プランナー・オペレーターとして活動

授業の学習
内容

前期で学んだことに加え、曲に合ったメリハリ、緩急を実際の照明で表現できるようにする

到達目標 各イベントに合った照明を作れるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

前期で学んだことをすべて盛り込んで照明を作る 仕込み・譜割り・明り作り

曲に対する自分のイメージを明りで表現する 仕込み・譜割り・明り作り

同じ課題曲で照明を作り人の感性を感じる 照明機材仕込み・打ち込み

メリハリをつけた照明でショーパッケージに関わる 仕込み・譜割り・明り作り

ショー全体を考えて、自分の担当部分の照明を構成する 仕込み・譜割り・明り作り

ショー全体を考えて、自分の担当部分の照明を構成する 課題曲に対する譜割り

ショー全体を考えて、
自分の担当部分の照明を構成する②

仕込み・譜割り・明り作り

メリハリをつけたアニソン照明を作る 仕込み・譜割り・明り作り

イベント実践（we are TSM）を通して舞台照明を学ぶ 仕込み・譜割り・明り作り

イベントのための事前準備打ち込み 仕込み・譜割り・明り作り

イベント実践(we are TSM)を通して舞台照明を学ぶ 課題曲に対する譜割り

自由に作った照明のダメ出し、作り直し・違いを体感 照明機材仕込み・打ち込み

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

1年間で身につけた技術を使って自由に照明を作る 照明機材仕込み・打ち込み

イベント実践(we are TSM)を通して舞台照明を学ぶ 課題曲に対する譜割り・練習

準備学習　時間外学習 闇雲に仕込むのではなく、照明効果を意識する
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 LT Advance(5)

必修
選択

担当教員 藤井直

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

グループの中での個人の意識を知ることができる。 レポート

教員の略歴 照明プランナーとして活動

授業の学習
内容

数多くの照明プランを作成して、LS-1では思ったことを表現できるようにする。依頼を受けた内容に対して客感的な対応ができる
ように引き出しを多く作り上げる。トラブルも数多く経験させる。社会にも通じる話術の構築

到達目標 照明の仕込み図　打ち合わせ　仕込み　あかり作り　オペレート　撤去までの一連の流れの理解ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

与えられた物への解釈が理解できる。 レポート

仕事へのとらえ方を理解できる。　 レポート

器材の台数、リストを把握できる。 レポート

メンテナンスの方法を習得できる。　 レポート

メンテナンスの方法を実践する。 レポート

シーンとキッカケの修正を学ぶ。 レポート

シーンとキッカケの修正を習得できる。 レポート

シーンとキッカケの修正を実践する。 レポート

チームでプラン作り上げる　回路図の作成を行う レポート

チームでプラン作り上げる　図面への落とし込み レポート

チームでプラン作り上げる　仕込みをする レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

ステージ舞台照明入門

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台照明を学ぶ レポート

イベント実践（明日への扉）を通して舞台照明を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 照明効果を意識する
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 LT Advance(6)

必修
選択

担当教員 藤井直

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

他の人が作ったプランニングの評価を行う。 レポート

教員の略歴 照明プランナーとして活動

授業の学習
内容

数多くの照明プランを作成して、LS-1では思ったことを表現できるようにする。依頼を受けた内容に対して客感的な対応ができる
ように引き出しを多く作り上げる。トラブルも数多く経験させる。　ホールの規模によりLS-1の感覚とは異なることを感じること。場
所により多種多様な考え方があることを認識させる。

到達目標 照明の仕込み図　打ち合わせ　仕込み　あかり作り　オペレート　撤去までの一連の流れがチーフとして理解して、行動できる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

自らがつけた他のプランニングの評価に修正を入れること
ができる。

レポート

自らのプランニングへの修正を聞き、再構築お行う。 レポート

プランニングの評価と修正ができる。 レポート

器材メンテナンスの実践ができる。 レポート

PCでの仕込図の書き方を理解できる。 レポート

音楽イベントプランニングの基本を実践できる。 レポート

音楽イベントに向けてのチーム編成を考察できる。 レポート

音楽イベントに向けてのシステムを考察する。 レポート

音楽イベントに向けて仕込図を作る。 レポート

音楽イベントの明かり作りを実際に仕込む。 レポート

音楽イベントの明かり作りへの修正を行う。 レポート

音楽イベントの明かり作りを実践する。 レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

ステージ舞台照明入門

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM）を通して舞台照明を学ぶ レポート

イベント実践（We are TSM）を通して舞台照明を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 照明効果を意識する
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 音響電気知識/舞台機構調整技能士（5）

必修
選択

担当教員 小瀬高夫

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

講師紹介　自己紹介　教科書　授業展開　音について、音
はなぜ聞こえるのかを理解する

シラバス、教科書を確認

教員の略歴 一級舞台機構調整技能士として活動

授業の学習
内容

音の性質、音響心理、電気の基礎、アース、ノイズ、電気音響機器、楽器音、音楽の判断、基本PAセット組み上げおよび調整

到達目標 基本PAセットを組み上げられるようになる。音波、電気音響機器の性質を理解して調整ができるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

音波の伝播　音場　音速　を理解する 本日の予習

周波数　可聴限界周波数　波長　振幅を理解する 先週の復習、本日の予習

音色　オームヘルムホルツの法則
音波の性質を理解する

先週の復習、本日の予習

音波の性質　 音圧　音圧レベル　音量を理解する 先週の復習、本日の予習

騒音　NC値を理解する 先週の復習、本日の予習

音響心理を理解する 先週の復習、本日の予習

半田付け実習1を実践する 先週の復習、本日の予習

半田付け実習2を実践する 先週の復習、本日の予習

半田付け実習3を実践する 先週の復習、本日の予習

半田付け実習4を実践する 先週の復習、本日の予習

半田付け実習5を実践する 先週の復習、本日の予習

期末試験（筆記、実技） 後期の予習、期末試験

　【使用教科書・教材・参考書】　

PA入門三訂版、ステージ、PA、照明用語事典、舞台音響技能検定過去問題ナビゲーション3級

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して電気知識を学ぶ レポートの提出

イベント実践（明日への扉）を通して電気知識を学ぶ レポートの提出

準備学習　時間外学習 現場に積極的に参加する事。予習、復習を必ず行う事。体調管理しっかりする事。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 音響電気知識/舞台機構調整技能士(6)

必修
選択

担当教員 小瀬高夫

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

電気の基礎を理解する オームの法則を理解する 前期の復習、本日の予習

教員の略歴 一級舞台機構調整技能士として活動

授業の学習
内容

音の性質、音響心理、電気の基礎、アース、ノイズ、電気音響機器、楽器音、音楽の判断、基本PAセット組み上げおよび調整

到達目標 基本PAセットを組み上げられるようになる。音波、電気音響機器の性質を理解して調整ができるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

電圧や抵抗の合成を理解する 先週の復習、本日の予習

スピーカーのシリ・パラ接続を理解する 先週の復習、本日の予習

現場のシュミレーションを理解する 先週の復習、本日の予習

保安アースとノイズを防ぐアースを理解する 先週の復習、本日の予習

電気音響機器の構造を理解する 先週の復習、本日の予習

マイクロフォンの分類を理解する 先週の復習、本日の予習

ダイナミックマイクロフォンを理解する 先週の復習、本日の予習

コンデンサーマイクロフォンを理解する 先週の復習、本日の予習

ワイヤレスマイクロフォン　イヤ・モニを理解する 先週の復習、本日の予習

スピーカーを理解する 先週の復習、本日の予習

エンクロージャーを理解する 先週の復習、本日の予習

期末試験（筆記、実技） 期末試験

　【使用教科書・教材・参考書】　

PA入門三訂版、ステージ、PA、照明用語事典、舞台音響技能検定過去問題ナビゲーション3級

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM）を通して電気知識を学ぶ レポートの提出

イベント実践（We are TSM）を通して電気知識を学ぶ レポートの提出

準備学習　時間外学習 現場に積極的に参加する事。予習、復習を必ず行う事。体調管理しっかりする事。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る。
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標
ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上と
ダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(5)

必修
選択
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る。
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標
ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上と
ダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(6)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義・演習

2 4月26日 講義・演習

3 5月10日 講義・演習

4 5月17日 講義・演習

5 5月24日 講義・演習

6 5月31日 講義・演習

7 6月7日 講義・演習

8 6月14日 講義・演習

9 6月21日 講義・演習

10 7月5日 講義・演習

11 7月12日 講義・演習

12 7月19日 講義・演習

13 8月30日 講義・演習

14 9月6日 講義・演習

15 9月13日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アクション(5)

必修
選択

担当教員 所博昭

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

注意事項説明、アクションとは…を理解する。でんぐり返し
〜前転が出来る。���

アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑賞して予習

教員の略歴
平成元年アーバンアクターズ所属、活動開始。「相棒」シリーズ技斗代理、出演、吹き替えスタント。
「アウトレイジ最終章」技斗。その他技斗、出演、吹き替えスタント作品多数

授業の学習
内容

"アクション゛とは本来(行動、動作)を意味する英単語ですが、日本の演劇界、映画界等では暴力行為全般を指します。暴力とは、殴る、
蹴る、極める、投げる、切る、撃つ、等多義に渡り、キャラクターによってもその行動内容や仕草は全く変わります。その結果、立ちっぱ
なし、座りっぱなしでの演技は出来ませんし、一度では終わりません。殴り倒されたり等の動きを稽古、テスト、本番と繰り返しても怪我
無く演じる事が出来る様にならなければなりません。まず、マットを使って転がる時の身の守り方である各種の受け身を身につけます。
また、個々が個別の技を覚えて出来るようになってもそれはアクションではありません。全てのアクションは集団行動に依って成り立ちま
す。複数の出演者が攻撃、被害を繰り返します。更に、それを視聴者や観客に観てもらい、感動を生ませて初めてアクションとなるので
す。更に現実問題として演者を殴ったりする事が出来ないのでリアリティーは失われがちになります。こうした弱点等も踏まえて多種多
様の技、安全な芝居としての暴力を演じる為の技術や表現力、観せ方を身体で覚えます。

到達目標 暴力による心と身体の「痛み」をアクション技術と演技を組み合わせ、共演者と協同して表現する事が出来る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

起き上がりが出来る。投げると投げられるが出来る。
前週の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑賞
して予習。���

受け身が出来る。投げると投げられるが出来る。���
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

横転が出来る。投げると投げられるが出来る。���
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。���

後ろに倒れる事が出来る〜アクション後転が出来る。突き
飛ばすが出来る。���

前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

拳の作り方、構え、足運び、攻撃のかわし方(さばき、ダッキ
ング)が出来る。���

前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

殴り(顔)、リアクション(顔)及び受け(ガード)が出来る。���
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

殴り(腹)、リアクション(腹)を含めたアクションが出来る。
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

前蹴り、蹴り上げ、回し蹴りを含めたアクションが出来る。�
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

肘打ち、膝蹴りを含めたアクションが出来る。�
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

関節技(脇固め、腕固め、小手返し等)を含めたアクションが
出来る。�

前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

髪を掴んで振り回す、振り回される、首を締める、締められ
る等を含めたアクションが出来る�。

前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義・演習

2 10月11日 講義・演習

3 10月18日 講義・演習

4 10月25日 講義・演習

5 11月1日 講義・演習

6 11月15日 講義・演習

7 11月22日 講義・演習

8 11月29日 講義・演習

9 12月6日 講義・演習

10 12月20日 講義・演習

11 1月17日 講義・演習

12 1月24日 講義・演習

13 1月31日 講義・演習

14 2月14日 講義・演習

15 2月21日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アクション(6)

必修
選択

担当教員 所博昭

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

カメラの仕組み、特性、画角を理解する事が出来る。
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

教員の略歴
平成元年アーバンアクターズ所属、活動開始。「相棒」シリーズ技斗代理、出演、吹き替えスタント。
「アウトレイジ最終章」技斗。その他技斗、出演、吹き替えスタント作品多数

授業の学習
内容

アクションはあくまでも芝居の一部分であり、動作の一つ一つが台詞です。台詞は観客や視聴者に伝わらなければ意味を持ちま
せん。自分や共演者、他者の芝居を客観的に観て、意見を発言する事で反省や新たな発見があります。カメラを使って動画を撮
り、考察し反省点等を踏まえて再演してまた考察するを繰り返します。また、暴力表現に頻繁に出て来る刃物や拳銃(モデルガ
ン）を使い、仕組みや種類、取り扱い方を学び、実践します。

到達目標
①カメラ、観客からの観え方、見せ方を理解し、意図的に自分の演技を表現出来る。
②小道具としての刃物や拳銃を壊す事なく扱い、刃物や弾丸の痛みを表現出来る様になる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

演技する上でアクションの弱点を理解する事が出来る。
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

縦位置での見え方の長所と短所を理解し実践出来る。
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

横位置での見え方の長所と短所を理解し実践出来る。
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

ローアングルでの見え方の長所と短所を理解し実践出来
る。

前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

俯瞰での見え方の長所と短所を理解し実践出来る。
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

技毎に長所を活かしたポジションに移動する事が出来る。
前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。���

刃物(包丁、ナイフ等）で刺す、刺される、切る、切られる事
を含めたアクションが出来る。

前週迄の自主練習。アクション映像(アニメ、動画を含む)鑑
賞して予習。

拳銃と弾丸の構造、仕組み、名称を知る。� ガンアクション映像(アニメ、動画を含む)鑑賞して予習���

拳銃(小道具としてのモデルガン）を正しく扱う事が出来る。
前週の復習。ガンアクション映像(アニメ、動画を含む)鑑賞
して予習

簡単なガンアクションを含めた芝居が出来る。���
前週の復習。ガンアクション映像(アニメ、動画を含む)鑑賞
して予習�

複雑なガンアクションを含めた芝居が出来る。
前週の復習。ガンアクション映像(アニメ、動画を含む)鑑賞
して予習�

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習 刀法　一本目　　/　　剣舞演目「日本刀を詠ず」前半

5 5月23日 講義・演習 刀法　二本目　　/　　剣舞演目「日本刀を詠ず」後半

6 5月30日 講義・演習 刀法　二本目　　/　　剣舞演目「日本刀を詠ず」後半

7 6月6日 講義・演習 刀法　三本目　　/　　剣舞演目「日本刀を詠ず」荒通し

8 6月13日 講義・演習 刀法　三本目　　/　　剣舞演目「日本刀を詠ず」荒通し

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習 刀法　一本目～三本目 発表会＆撮影会　　レポート提出

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 剣舞(5)

必修
選択

担当教員 竹田光一

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

運足、井桁、抜刀、上段構え、真向斬り、血振り、納刀 木刀使用、足袋、浴衣、帯、袴（無い人はジャージ）

教員の略歴
剣舞道 菊秀流 秀玄会 師範・会長  /  居合道 神刀流神武会 師範  /  全日本剣詩舞道連盟 理事
日本伝統文化吟友会 平成三十年全国吟剣詩舞コンクール全国決勝大会 優勝 優秀剣士

授業の学習
内容

「剣舞」とは、偉人が詠んだ漢詩などの詩吟に合わせて、日本刀と扇子で、詩心表現を舞う日本の古典的な舞台芸能です。
時代劇では欠かすことの出来ない所作を身に付け、立ち振る舞いが綺麗になる。例えば、立つ・座る・歩くなどの基本的な動作か
ら、侍には欠かせない日本刀の剣捌きを会得する。居合刀で、帯刀から始まり、抜刀～真向斬り～血振り～納刀まで、多種多様
な形「刀法」を学ぶ。また扇子を使用して、例えば、弓・酒・笠・笛・手紙を書く、読む、等の「見立て」表現も学ぶ。古典芸能の文化
に出会い、己の心と躰を繋げ、呼吸を整え精神統一し、集中力を高め、心技体も強化し、身に付ける。
オーディションや本番などで自分らしく自然体で、緊張を楽しめるような表現者になることが目的である。

到達目標

・剣舞の歴史を学び、趣味の一つと言えるように簡単な知識と技術を習得
・居合刀で、帯刀から始まり、抜刀～真向斬り、袈裟斬り、突きなどの「刀法」の基本形～血振り～納刀
・全日本剣詩舞道連盟刀法　「一本目～三本目」
・剣舞演目①「日本刀を詠ず」　作：水戸光圀  （剣舞の基本が詰まっている作品）

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

刀法　一本目～三本目/剣舞演目「日本刀を詠ず」通し 同上

刀法　一本目/抜刀、上段構え、真向斬り、血振り、納刀 居合刀使用。また上記。膝サポーター（100均にあります）

刀法　一本目　　/　　剣舞演目「日本刀を詠ず」前半 同上　　※漢詩の解釈

同上

同上

同上

同上

同上

刀法　一本目～三本目/剣舞演目「日本刀を詠ず」通し 同上

剣舞演目「日本刀を詠ず」通し 発表会＆撮影会　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 剣舞(6)

必修
選択

担当教員 竹田光一

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」前半 新作※漢詩の解釈。　扇子の基本所作

教員の略歴
剣舞道 菊秀流 秀玄会 師範・会長  /  居合道 神刀流神武会 師範  /  全日本剣詩舞道連盟 理事
日本伝統文化吟友会 平成三十年全国吟剣詩舞コンクール全国決勝大会 優勝 優秀剣士

授業の学習
内容

「剣舞」とは、偉人が詠んだ漢詩などの詩吟に合わせて、日本刀と扇子で、詩心表現を舞う日本の古典的な舞台芸能です。
時代劇では欠かすことの出来ない所作を身に付け、立ち振る舞いが綺麗になる。例えば、立つ・座る・歩くなどの基本的な動作か
ら、侍には欠かせない日本刀の剣捌きを会得する。居合刀で、帯刀から始まり、抜刀～真向斬り～血振り～納刀まで、多種多様
な形「刀法」を学ぶ。また扇子を使用して、例えば、弓・酒・笠・笛・手紙を書く、読む、等の「見立て」表現も学ぶ。古典芸能の文化
に出会い、己の心と躰を繋げ、呼吸を整え精神統一し、集中力を高め、心技体も強化し、身に付ける。
オーディションや本番などで自分らしく自然体で、緊張を楽しめるような表現者になることが目的である。

到達目標

・刀法と剣舞の技術向上に修練する

・全日本剣詩舞道連盟刀法　「一本目～三本目」　※刀法昇段審査会に受験 【初段合格】

・剣舞演目②「大楠公」 作：楠木正成　（現初段の演目、扇子も使用作品）

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」前半

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」前半

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」後半

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」後半

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」後半

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」荒通し

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」荒通し

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」荒通し

太刀打ちの構え / 刀法 / 剣舞「大楠公」通し

剣舞①「日本刀を詠ず」　②「大楠公」 リハーサル

剣舞①「日本刀を詠ず」　②「大楠公」 発表会＆撮影会　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 演技ゼミ(5)

必修
選択

担当教員 南翔太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

授業説明、自己紹介、シアターゲームと簡単な台本読み
（台本配布）

趣味や特技について話せるようにしてくる

教員の略歴 映画「大怪獣バトルウルトラ銀河伝説」、ドラマ「テッパチ!」、舞台、CMなどの出演、2003年〜現在

授業の学習
内容

演技の授業を通して人とのコミュニケーション能力を養い、自分の個性を発見し磨く。お芝居を通し伝える事や相手との会話等で
気持ちを汲み取る力を身につける。また役者としての身体の使い方、魅せ方を学ぶ。授業の集大成として公演をする事で本番の
緊張感の中で表現することの楽しさと協調性を経験する。

到達目標
自分の個性を知りまた客観的にどう見えているのかを理解し表現できるようになる。また演技の楽しさを知り華のある役者にな
る。一緒に作品をつくる仲間を尊重し、良いコミュニケーションを取れるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

シアターゲーム、台本の読み方（台本配布） 台本の読み解きをしてくる

公演に向けての説明、公演台本読み（台本配布） 公演台本の読み解きをしてくる

公演台本読み合わせ 登場人物や物語の背景を考える

本読みをしながら自分がどの役を演じたいか選びオーディ
ション対策をする

希望の役を決め準備をする

公演配役オーディション
演じること以外で作品に対して自分のできる事、したい事を
考える

配役を決め立ち稽古、役割発表と説明 自分の役と作品について役割を理解し準備する

シーン毎の立ち稽古
役について相手役と話し合い掛け合いのトレーニングをし
台詞を入れる

小道具等の効果的な使い方を取り入れ心と身体をリンクさ
せる

役の心情と動きが一体となる様に考え準備をする

通し稽古により役の心情の流れを掴む
どんな状況下でも台詞が出てくるようにトレーニングを重ね
る

音響や照明を入れ本番に近い状態で演じる事により良い
緊張感を経験する

トラブルが起きた時でも対応できるよう役への理解を深め
動けるように準備をしておく

テスト
テストを振り返り、役だけではなく作品に対し自分に何がで
きるかを改めて考え仲間とコミュニケーションを深める

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

授業毎に講師が準備、必要に応じて配布する

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 授業中に伝えた課題に１週間かけて取り組む
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(2単位)

映画「大怪獣バトルウルトラ銀河伝説」、ドラマ「テッパチ!」、舞台、CMなどの出演、2003年〜現在

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 演技ゼミ(6)

必修
選択

担当教員 南翔太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

第三者の目線を持ち、演じている自分を客観的に見る
視野を広げる事を意識し、客観的に自分を見られる力をつ
けていく

教員の略歴

授業の学習
内容

演技の授業を通して人とのコミュニケーション能力を養い、自分の個性を発見し磨く。お芝居を通し伝える事や相手との会話等で
気持ちを汲み取る力を身につける。また役者としての身体の使い方、魅せ方を学ぶ。授業の集大成として公演をする事で本番の
緊張感の中で表現することの楽しさと協調性を経験する。

到達目標
自分の個性を知りまた客観的にどう見えているのかを理解し表現できるようになる。また演技の楽しさを知り華のある役者にな
る。一緒に作品をつくる仲間を尊重し、良いコミュニケーションを取れるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

エチュードを通して役作りの引き出しを増やす
普段の生活から人間観察をし演じる時に使えるようインプッ
トをする

公演に向けての説明、公演台本読み（台本配布） 公演台本の読み解きをしてくる

本読み解き自分がどの役に適しているか考えオーディショ
ン対策をする

オーディションに臨む準備をする

公演配役オーディション
自分の出来ることを率先して考える（衣装、小道具、宣伝な
ど）

配役を決め立ち稽古、役割発表と説明 自分の役と作品について役割を理解し準備する

自分の演技プランで演じる
上手くできたところ、出来なかった所を見つけ何故そうなっ
たかを考える

自分、共演者が魅力的に舞台に立てるよう演じる
なぜこの台詞があり、このような動きになっているのかを見
つけ演技に活かす

衣装、小道具を用意しての通し稽古をし、役の心情を掴む 無駄な動きや癖などを見つけ修正する

１度全部を忘れる 先読み芝居をしない為、新鮮な気持ちで台本を読み直す

音響や照明を入れ本番に近い状態で演じる事により公演を
リアルにイメージする

トラブルが起きた時でも対応できるよう役への理解を深め
動けるように準備をしておく

テスト
テストを振り返り、役だけではなく作品に対し自分に何がで
きるかを改めて考え仲間とコミュニケーションを深める

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 授業中に伝えた課題に１週間かけて取り組む

　【使用教科書・教材・参考書】　

授業毎に講師が準備、必要に応じて配布する
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 殺陣（5）

必修
選択

担当教員 春見謙心

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

注意事項、用語説明、基本の型、素振り、小道具の使い
方、舞台における実践

アクション映像鑑賞して予習

教員の略歴
アクションチーム主催・殺陣師・MV監督TV「悪党」「猫侍シーズン２」舞台「遙かなる時の中で」他200本アクションNHK時代劇「善
人長屋」�「僕のヒーローアカデミア」

授業の学習
内容

現在日本の芸能界における『殺陣』は、時代劇の支流が2.5次元や原作物の流行りによって大きく変わりました。今では歌、ダン
ス、殺陣が3種の神器とも言われる程です。正しい知識を持ちベースとなる基礎と知識を崩さず新しい時代の「殺陣」との融合を
目指します。映像ではアングルの支流もかわりました。所作や大刀の正しい知識と扱い方を木刀を使って学び、斬り方、斬られ方
の技術、表現力、魅せ方を身に付けます。実戦は相手との掛け合いでありテクニックと芝居です。現代は剣劇の中にも特殊な刀
の動きや蹴りやパンチといった要素が取り入れられています。現代における舞台、映像それぞれの現場で即戦力として使える技
術を安全面を考慮し体験してもらい学びます。

到達目標 現場における最低限に必要で適切な技術とスキルを安全面に考慮して身に付ける。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

基本の型（基本十手）を使い用語を覚える、素振り、所作、
実践、リアクション

前回の実践動画を見て予習、用語を覚える、素振り

基本の型（基本十手）を使い用語を覚える、素振り、所作、
実践を振り返り実践、リアクション

アクション動画鑑賞、基本の型を使い用語を覚える、素振り

基本の型（基本十手）、合わせ稽古をし距離感を掴む、イン
パクト、殺陣における芝居つくり、素振り、実践

前回の動画をみて予習、素振り（真向、袈裟、胴切り、切り
上げ）

基本の型（基本十手）、素振り、実戦におけるお芝居、刀の
被せ方。

アクション動画を見て予習、前回の実践動画を見て予習、
素振り

基本の型（基本十手）、素振り、映像殺陣における、インパ
クト、刀の軌道。実践において修正

動画動画をみて予習、素振り、基本の型を相手を想定して
やる。

基本の型（基本十手）、素振り、映像殺陣における修正の
仕方、前回の実践を踏まえながら課題を実践において修正

前回の動画動画をみて予習、素振り、基本の型を相手を想
定してやる。

基本の型（基本十手）、素振り、刀の特殊な回し方、アング
ルを想定した実践を前回の課題を踏まえながら実践

動画動画をみて予習、刀の回しの練習

基本の型（基本十手）、素振り、インパクトの修正、移動稽
古、前回の実践の課題を修正しながら実践

動画動画をみて予習、素振り基本の型刀の回しの練習

基本の型（基本十手）、素振り、ダブルアクションを身体に
染み付ける、前回の課題をもとに実践

動画動画をみて予習、素振り、基本の型、刀の回しの練習

基本の型、素振り、実戦における芝居とインパクト。実践
テスト週、注意事項の確認、基本の型、素振り、動線、被せ

動画動画をみて予習、素振り、基本の型、刀の回しの練習

実践を元に各課題を修正。所作、名称、動線、名称、殺陣
における注意事項を理解しているか確認テスト、実践

動画動画をみて予習、素振り、基本の型、刀の回しの練習

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

武士道、刀の名称

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 殺陣動画を見てイメージトレーニング、素振り、用語、名称を覚える柔軟をする。基本十手をする。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース 音楽テクノロジー科3年制(昼間部二)

科目名 殺陣（6）

必修
選択

担当教員 春見謙心

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

舞台における実践、刀のベクトル 動画を見て予習、素振り、基本の型、着付け、刀回し

教員の略歴
アクションチーム主催・殺陣師・MV監督TV「悪党」「猫侍シーズン２」舞台「遙かなる時の中で」アクションNHK時代劇「善人長屋」
「僕のヒーローアカデミア」

授業の学習
内容

現在日本の芸能界における『殺陣』は、時代劇の支流が2.5次元や原作物の流行りによって大きく変わりました。今では歌、ダン
ス、殺陣が3種の神器とも言われる程です。正しい知識を持ちベースとなる基礎と知識を崩さず新しい時代の「殺陣」との融合を
目指します。映像ではアングルの支流もかわりました。所作や大刀の正しい知識と扱い方を木刀を使って学び、斬り方、斬られ方
の技術、表現力、魅せ方を身に付けます。実戦は相手との掛け合いでありテクニックと芝居です。現代は剣劇の中にも特殊な刀
の動きや蹴りやパンチといった要素が取り入れられています。現代における舞台、映像それぞれの現場で即戦力として使える技
術を安全面を考慮し体験してもらい学びます。

到達目標 現場における最低限に必要で適切な技術とスキルを安全面に考慮して身に付ける

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

基本の型（基本十手）、素振り、修正しながら実践、映像動
線

動画を見て予習、用語を覚え、素振り、刀の回し

基本の型（基本十手）、合わせ稽古、インパクト、実践 動画を見て予習、基本の型素振り、着付け、刀回し

基本の型（基本十手）、素振り、打ち込み稽古、殺陣におけ
る芝居作り、実践

前回の実践動画をみて予習、素振り、着付け、刀回し

基本の型（基本十手）、素振り、実戦における刀の被せ方 動画を見て予習、素振り、基本の型

基本の型、素振り、映像殺陣の映える魅せ方、実践 動画動画をみて予習、素振り、基本の型

基本の型、素振り、映像殺陣における実践 前回の動画動画をみて予習、素振り、基本の型

基本の型（基本十手）、素振り、アングルの使い方、実践 動画動画をみて予習、素振り、基本の型、刀の回し

基本の型（基本十手）、素振り、修正、衣装決め 動画動画をみて予習、素振り、刀の回し、着付け

基本の型（基本十手）、作品作り 動画で予習、素振り、基本の型、刀の回し、着付け

基本の型、素振り、テスト週注意事項、用語、所作の確認、
作品作り

動画で予習、素振り、基本の型、刀の回し、着付け

テスト殺陣における注意事項を理解しているか確認、作品
作り

動画で予習、素振り、基本の型、刀の回し、着付け

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

武士道、刀の名称

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 殺陣動画を見てイメージトレーニング、素振り、用語、名称を覚える基本十手、着付け。



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Jazz(5)

必修
選択

担当教員 寺本藍

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

授業の進め方の説明。目標の確認。ジャズダンスがどの様
なものか、動画を参考に説明。

自分の目標を決める。

教員の略歴 バックダンサー、インストラクター（指導歴１２年）

授業の学習
内容

ただ踊るのではなく、身体の使い方を１から学び、しっかり理解を深め表現出来る様にする為。
自分の身体を理解する事で、怪我をしない上質な身体を作って下さい。

到達目標 身体の作りを覚え（骨、筋肉など）、どの様にして動いていて踊りや表現のどの動きに必要なのかを覚える事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

身体の作り（骨、筋肉）の説明。どの様な動くかを説明し姿
勢の矯正スタート。

授業で学んだ事を再度確認し、覚える。

２週目に説明した動きがダンスの何に必要か実際動かして
確認。

実際に体を動かし学んだことを身体に覚えさせる。

ターン、ピルエットの説明、練習開始。
首のきり方のタイミング。パッセの高さが落ちない様に意
識。

ターン、ピルエットの再確認し安定を目指す。 軸足の伸び、足の運びを確認。

５週まで学んだターンを取り入れた振付け開始。 動きの順番、繋がりを覚える。

振付けの習得・練習。 繰り返し練習。

振付けの発表。 今回の反省を次に活かす。

プリエ、タンジュ、ロンデ、グランバットマン説明と実践。 体幹をキープ・足を上げる練習。足先をポイント意識。

テストに向け1週目からのまとめの振付け開始。 どの様に表現すれば見ている人に伝わるか考える。

実技テストの課題練習。 自分の中で満足いくまで練習を重ねる。

実技テスト。 足りなかったことを見つめ直し、次に活かせる様まとめる。

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 YoutubeなどでJAZZDANCEを観る。知る。触れる。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Jazz(6)

必修
選択

担当教員 寺本藍

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

柔軟性、筋トレによる身体作りの強化。（腹筋） 柔軟性、筋トレによる身体作りの強化。（腹筋）

教員の略歴 バックダンサー、インストラクター（指導歴１２年）

授業の学習
内容

ただ踊るのではなく、身体の使い方を１から学び、しっかり理解を深め表現出来る様にする為。
自分の身体を理解する事により、質の高い演者を目指して欲しい。

到達目標 前期で学習し覚えた事を必ず実践し、自分の踊り身体について良いところ、足りないところを毎回考える事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

柔軟性、筋トレによる身体作りの強化。（背筋） 柔軟性、筋トレによる身体作りの強化。（背筋）

柔軟性、筋トレによる身体作りの強化。（腕、肩甲骨まわり） 柔軟性、筋トレによる身体作りの強化。（腕、肩甲骨まわり）

３週で学んだ筋力を取り入れた振り付け開始。（スローの曲
を使い一つ一つの動きを確認）

３週で学んだ筋力を取り入れた振り付け開始。（スローの曲
を使い一つ一つの動きを確認）

振付けの追加。正しい動きを出来ているか確認。 振付けの追加。正しい動きを出来ているか確認。

振りの踊り込み。 振りの踊り込み。

４週目からの振付けの発表。フィードバック。 ４週目からの振付けの発表。フィードバック。

進級に向け、テスト課題開始。前期から学んだことを取り入
れた振付け。

進級に向け、テスト課題開始。前期から学んだことを取り入
れた振付け。

８週目の振りの確認と振り付けの追加。 ８週目の振りの確認と振り付けの追加。

振りの意味を説明し、構成を付け作品について考える。 振りの意味を説明し、構成を付け作品について考える。

構成の確認、作品に仕上げる。（表現力も意識出来る様に
調整）

構成の確認、作品に仕上げる。（表現力も意識出来る様に
調整）

実技テスト 実技テスト

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

なし。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 YoutubeなどでJAZZDANCEを観る。知る。触れる。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 セルフプロデュース(5)

必修
選択

担当教員 実由

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

授業説明、自己紹介 自己紹介を考える

教員の略歴 ラジオDJ,イベントMC、ナレーター、TVバラエティー、ドラマ、映画、舞台、雑誌、CMへの出演。1995年～現在

授業の学習
内容

近年、タレントや役者もSNSなどを通して、自分自身をプロデュースし発信しています。自分の個性を活かし、場面に合ったメイク
や服装、表現者としての綺麗な姿勢や歩き方、アーティスト写真撮影時のポージング等を身につけます。またその時々に応じた
告知やPRの仕方、トークテクニックやマナー等を学びます。

到達目標 自分の個性や特徴を知り、業界の知識や大切なマナーを身につけ、自信をもって自分をアピールできるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プロフィールシート見直し(2年生)
プロフィールシート作り方(1年生)

プロフィールシート作成

宣材写真の衣装、ポーズや表情のアドバイス 衣装、メイクの用意

服装やメイク、綺麗な立ち方、姿勢のアドバイス 自分に似合う衣装やメイクを研究

ウォーキング、ポージング 自分に似合う衣装やメイクを研究

ウォーキング、ポージング 綺麗な姿勢、ウォーキングトレーニング

チームを作り、学園祭のPR動画作成 動画の内容コメントを考える

チームを作り、学園祭のPR動画作成 アドバイスを踏まえて、コメントの見直し。衣装を考える。

生放送を想定した学園祭の告知コメントを作る。 個人、又はグループでコメントを考える。

新人発掘に向けてのパフォーマンスを考える(動画1分) パフォーマンスとPRを考える

新人発掘に向けてのパフォーマンスを作る(動画1分) アドバイスを踏まえて見直し

テスト テスト振り返り

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

授業ごとに講師が準備、必要に応じて配布

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 授業終わりに伝える課題に次回まで取り組む。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 セルフプロデュース(6)

必修
選択

担当教員 実由

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

各作品のテーマや内容に応じた衣装選びやメイクを学ぶ いろいろな番組や作品を見て、衣装やメイクを研究

教員の略歴 ラジオDJ,イベントMC、ナレーター、TVバラエティー、ドラマ、映画、舞台、雑誌、CMへの出演。1995年～現在

授業の学習
内容

近年、タレントや役者もSNSなどを通して、自分自身をプロデュースし発信しています。自分の個性を活かし、場面に合ったメイク
や服装、表現者としての綺麗な姿勢や歩き方、アーティスト写真撮影時のポージング等を身につけます。またその時々に応じた
告知やPRの仕方、トークテクニックやマナー等を学びます。

到達目標 自分の個性や特徴を知り、業界の知識や大切なマナーを身につけ、自信をもって自分をアピールできるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

各作品のテーマや内容に応じた衣装選びやメイクを学ぶ いろいろな番組や作品を見て、衣装やメイクを研究

あかりパークパフォーマンス練習 あかりパークパフォーマンス台本を読み込み

あかりパーク本番に向けてブラッシュアップ アドバイスを踏まえて練習

ポートレート撮影のテーマを考える ポートレート研究

ポートレート撮影の衣装やメイクを考える 衣装やメイクの研究

ポートレート撮影 衣装やメイクの準備

フリートーク演習(テーマに沿ったフリートークスキルを学ぶ) トーク内容を考える

グループトーク演習(グループトークでの立ち位置を考える) トーク内容を考える

グループで進級公演の告知動画作成 告知コメント、内容を考える

進級公演告知動画撮影、編集 衣装やメイクを考える

テスト テスト振り返り

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

　【使用教科書・教材・参考書】　

授業ごとに講師が準備、必要に応じて配布

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出

準備学習　時間外学習 授業終わりに伝える課題に次回まで取り組む。
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(8単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 楽曲制作

ピアノの打ち込み/完成したデモ楽曲を視聴して足りないと
ころを理解する

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/チーム決め ワークシート

クライアントの評価とリテイク ワークシート

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（コ
ンプ、EQ）/ドラムの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（リ
バーブ、ディレイ）/ベースの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

DAWについての基礎知識を理解することができる/ループ
の組み合わせで音楽を作ることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

DAW周りの機材や配線を理解することができる/バックト
ラックに対してメロディーをつけることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

デジタルの機材や配線、設定などを理解することができる/
状況に合わせてメロディーやトラックを変更することができ
る

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

プリプロRoomに設置されている機材に関しての基礎的な理
解とマナーに関しての理解を得られる/メロディーを聴き取
りDAWに打ち込むことができる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なシンセサイザーのしくみを理解できるようになる/
メロディーに対し簡単なリズムを打ち込むことができる（クオ
ンタイズ、ベロシティ）

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

授業内容と意義を理解する/コンペコースに行くか特訓コー
スに行くか決める

デモ音源をボイスレコーダーで作ってくる

教員の略歴
アレンジ：古澤巌、平沼有梨、Meg　with　Sweep、亘肇夫　レコーディング:Kra
作曲：騰訊や網易などの中国ゲーム等の活動を行う

授業の学習
内容

プロの作曲家として必要なプリプロをを作るために必要なスキルを習得する授業。プリプロダクションゼミ（コンペコース)を補完す
るような授業。プロの作曲家やエンジニアとして活躍できる人材になる。

到達目標 機材の名前や機能を把握しプリプロRoomを使えるようになる。楽曲のデモ（ベーシックアレンジまで）できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
勝守理
深井誠

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Pre-production seminar(5)

必修
選択
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(8単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 楽曲制作

ピアノの打ち込み/完成したデモ楽曲を視聴して足りないと
ころを理解する

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/チーム決め ワークシート

クライアントの評価とリテイク ワークシート

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（コ
ンプ、EQ）/ドラムの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（リ
バーブ、ディレイ）/ベースの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

DAWについての基礎知識を理解することができる/ループ
の組み合わせで音楽を作ることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

DAW周りの機材や配線を理解することができる/バックト
ラックに対してメロディーをつけることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

デジタルの機材や配線、設定などを理解することができる/
状況に合わせてメロディーやトラックを変更することができ
る

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

プリプロRoomに設置されている機材に関しての基礎的な理
解とマナーに関しての理解を得られる/メロディーを聴き取
りDAWに打ち込むことができる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なシンセサイザーのしくみを理解できるようになる/
メロディーに対し簡単なリズムを打ち込むことができる（クオ
ンタイズ、ベロシティ）

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

授業内容と意義を理解する/コンペコースに行くか特訓コー
スに行くか決める

デモ音源をボイスレコーダーで作ってくる

教員の略歴
アレンジ：古澤巌、平沼有梨、Meg　with　Sweep、亘肇夫　レコーディング:Kra  作曲：騰訊や網易などの中国ゲーム等の活動を
行う

授業の学習
内容

プロの作曲家として必要なプリプロをを作るために必要なスキルを習得する授業。プリプロダクションゼミ（コンペコース)を補完す
るような授業。プロの作曲家やエンジニアとして活躍できる人材になる。

到達目標 機材の名前や機能を把握しプリプロRoomを使えるようになる。楽曲のデモ（ベーシックアレンジまで）できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
勝守理
深井誠

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Pre-production seminar(6)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】

オリジナル

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 DAW付属の音源やプラグインを全てチェックしておく。

波形編集を学んで録ったオーディオをEDITできるようにな
る。

録った音に色々なエフェクトを掛けてみる

EQやCompを使用して音の変化を学んで各楽器の帯域が
分かるようになる。

録った音に色々なエフェクトを掛けてみる

トラックインサートとマスターチャンネルに刺すプラグインを
学んで、自分の楽曲に必要なプラグインか不要なプラグイ
ンかが判断できるようになる。

録った音に色々なエフェクトを掛けてみる

各ストリングス系楽器(バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラ
バス)のフレーズを学んでストリングスの種類と特徴を理解
し、打ち込みができるようになる。

付属の色々な種類のストリングスの音を出してみる

ピッチベンド、エクスプレッションを使いながらホーンのフ
レーズを学んでホーンのフレーズを打ち込めるようになる。

付属の色々な種類のホーンの音を出してみる

良い音を録るレコーディング方法を学んでレコーディングが
できるようになる。

マイクを使って色々な音を録音してみる

演奏表現(コード・ストローク、ブラッシング・ミュート、カッティ
ング)のプログラミングを学んでギターのバッキングを打ち
込めるようになる。

付属の色々な種類のギターの音を出してみる

ジャンル別の両手を使ってのバッキングを学んでピアノの
バッキングが打ち込めるようになる。

付属の色々な種類のピアノの音を出してみる

各ストリングス系楽器の(バイオリン、ビオラ、チェロ、コント
ラバス)の調弦および音域を学んでストリングスの種類と特
徴を理解し、打ち込みができるようになる。

付属の色々な種類のストリングスの音を出してみる

各パーツのベロシティーとロケーションの設定方法を学んで
ドラムのノリを打ち込めるようになる。

付属の色々な種類のドラムキットの音を出してみる

ベロシティー、デュレーション、ロケーションの設定方法を学
んでグルーブがあるBassを打ち込めるようになる。

属の色々な種類のベースの音を出してみる

演奏表現(ハンマリング・プリングオフ、グリッサンド、スライ
ド)のプログラミングを学んでグルーブがあるBassを打ち込
めるようになる。

付属の色々な種類のベースの音を出してみる

各パーツのベロシティーとロケーションの設定方法を学んで
ドラムのノリを打ち込めるようになる。

付属の色々な種類のドラムキットの音を出してみる

教員の略歴
2003年からレコード会社avexの専属作曲家として、浜崎あゆみ、ももクロ、96猫、などの様々なアーティストに楽曲提供をしてい
る。またテレビ番組やCMの作曲、UUUM所属のYoutuberへの楽曲提供&プロデュースなど幅広く活動している。

授業の学習
内容

DAWを使って色々な楽器パートの特徴的なフレーズや表現方法を習得する事が主な内容で、音楽理論を交えながら編曲の手法
を教えていく。

到達目標 色々な楽器パートの特徴的なフレーズや表現方法を習得してクオリティーの高い音源が作れるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 湯汲哲也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 DTM(5)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】

オリジナル

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 DAW付属の音源やプラグインを全てチェックしておく。

EQ,コンプ、ディエッサーを用いたボーカル専用処理を学ん
でボーカルを綺麗に処理する事ができるようになる。

ボーカルに色々なエフェクトをかけてみる

ボリュームオートメーションを使いグルーブを学んでグルー
ブを感じられるMixができるようになる。

トラックに色々なオートメーションを使ってアレンジをしてみ
る

ボリュームオートメーションを使いグルーブを学んでグルー
ブを感じられるMixができるようになる。

トラックに色々なオートメーションを使ってアレンジをしてみ
る

弦楽4重奏を学んでストリングスで裏メロを作れるようにな
る。

付属の色々な種類のストリングスの音をEDITしてみる

ホーンの奏法(シェイク、アタック・ベンド、ポルタメント、タン
ギング/スラー、フォール・オフ/アップ、ドロップ)を学んで
ホーンの奏法を打ち込めるようになる。

付属の色々な種類のホーンの音をEDITしてみる

EQ,コンプ、ディエッサーを用いたボーカル専用処理を学ん
でボーカルを綺麗に処理する事ができるようになる。

ボーカルに色々なエフェクトをかけてみる

演奏表現(チョーキング、ビブラート、スライドハンマリング・
プリングオフ)のプログラミングを学んでギターの感情表現
を打ち込みでできるようになる。

付属の色々な種類のギターの音をEDITしてみる

エレピのボイシング(オープンボイシング)を学んで少ない音
数でも美しい広がりがあるボイシングを奏でられるようにな
る。

付属の色々な種類のエレピの音を出してみる

弦楽4重奏を学んでストリングスのフレーズを作れるように
なる。

付属の色々な種類のストリングスの音をEDITしてみる

ドラムの各パーツの音色のバランスを学んでプリセットを使
わずドラムセットを組めるようになる。

付属の色々な種類のドラムキットの音をEDITしてみる

演奏表現(ハンマリング・プリングオフ、グリッサンド、スライ
ド)のプログラミングを学んでBassの感情表現を打ち込みで
できるようになる。

付属の色々な種類のベースの音をEDITしてみる

根音以外の音を使って動きのあるベースを学んで上下の
立体感をベースで作れるようになる。

付属の色々な種類のベースの音をEDITしてみる

ドラムの各パーツの音色のバランスを学んでプリセットを使
わずドラムセットを組めるようになる。

付属の色々な種類のドラムキットの音をEDITしてみる

教員の略歴
2003年からレコード会社avexの専属作曲家として、浜崎あゆみ、ももクロ、96猫、などの様々なアーティストに楽曲提供をしてい
る。またテレビ番組やCMの作曲、UUUM所属のYoutuberへの楽曲提供&プロデュースなど幅広く活動している。

授業の学習
内容

DAWを使って色々な楽器パートの特徴的なフレーズや表現方法を習得する事が主な内容で、
音楽理論を交えながら編曲の手法を教えていく。

到達目標 色々な楽器パートの特徴的なフレーズや表現方法を習得してクオリティーの高い音源が作れるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 湯汲哲也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 DTM(6)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

学校指定のサーバ内にアップされる資料音源とコード譜、アンサンブルでの自らの歌唱・演奏を録音・録画し、客観的に復習を行う為、携帯端末や iPad

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して蓄積されたスキルの具現化方法を学
ぶ

リハーサルのための準備姿勢を自己解析する

イベント実践を通して蓄積されたスキルの具現化方法を学
ぶ

本番までの時間を自己管理する

準備学習　時間外学習 担当するパートの歌唱・演奏ができるよう、歌詞や譜面を書き出し、実技練習に取り組む。

UNIT-5（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
これまで接することのなかった音楽ジャンルを注意深く聴
き、その楽曲における自らのパートの役割を感じ取り、練習
する。

UNIT-6（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
課題曲に対する、自分自身の習熟度を自己評価し、次回
のアンサンブルの向上の為、練習する。

UNIT-6（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
これまで接することのなかった音楽ジャンルを注意深く聴
き、その楽曲における自らのパートの役割を感じ取り、練習
する。

UNIT-4（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
現在の自分が、思うようにできない事柄の習熟度を上げる
為の練習を行う。

UNIT-4（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
これまで接することのなかった音楽ジャンルを注意深く聴
き、その特徴を感じ取る。

UNIT-5（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
視点が自らの演奏のみに狭く留まらぬよう、事前の準備や
練習を行う。

UNIT-2（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
曲の構成（イントロや歌メロごとの小節数）を把握する為、
自分自身が見やすい歌詞または譜面を書き出す。

UNIT-3（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
自分自身が書き出した歌詞・譜面と資料音源や録音した演
奏で曲の構成を暗譜する。

UNIT-3（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
他の実技（ボイストレーニングやテクニック系）授業で学ん
だ内容を、アンサンブルで活用する。

UNIT-1（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
Playing Style Analysis 授業でのアナライズを踏まえ、担当
するパートの歌唱・演奏ができるよう、実技練習に取り組
む。

UNIT-1（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
資料音源を聴き、他のパートと自分のパートとの、リズムや
ハーモニーの関係を理解する。

UNIT-2（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
前回のアンサンブルでの録音または録画した、自らの歌
唱・演奏が、他のパートのリズム・音程と調和しているか、
自己評価する。

楽曲のアナライズを行う。
Playing Style Analysis 授業でのアナライズを踏まえ、担当
するパートの歌唱・演奏ができるよう、実技練習に取り組
む。

教員の略歴 ライブ・レコーディング活動を行う

授業の学習
内容

Playing Style Analysis 授業（楽曲の演奏についての解説）と連動し、本授業では主に教室におけるアンサンブル演習を行う。後
期進級展、総復習発表会においては、本授業で学んだことを活かし、ライブハウスやホールでの演奏をイメージし、バンド単位で
の練習を積み、ライブ演奏を実践する。
アンサンブル演奏と、対人関係における反応力や、コミュニケーション力を養う。

到達目標

2週ごとに、2曲を1組とした、UNIT-1から、UNIT-11までの課題曲を演習する。
講師から、他パートへのアドバイスも、プロデューサーやリーダーとなる観点を育む学びとする。
課題曲の歌唱・演奏の習熟のみでなく、実践的なアンサンブルの場において必要な、
コミュニケーション力・感性・対応力を育むことを目標とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員

奥出矢
清水賢治
鈴木克弘

長谷龍之介
西涼子

大友昌憲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Band Ensemble (5)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

学校指定のサーバ内にアップされる資料音源とコード譜、アンサンブルでの自らの歌唱・演奏を録音・録画し、客観的に復習を行う為、携帯端末や iPad

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して蓄積されたスキルの具現化方法を学
ぶ

リハーサルのための準備姿勢を自己解析する

イベント実践を通して蓄積されたスキルの具現化方法を学
ぶ

本番までの時間を自己管理する

準備学習　時間外学習 担当するパートの歌唱・演奏ができるよう、歌詞や譜面を書き出し、実技練習に取り組む。

UNIT-10（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
視点が自らの演奏のみに狭く留まらぬよう、事前の準備や
練習を行う。

UNIT-10（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
自分自身と、他パートを含めたバンド全体の向上の為、セ
ルフプロデュースの観点から意見が述べれるよう、楽曲を
理解する。

UNIT-11　課題曲2曲の演習を行う。
年間を通し学んだ内容を積極的に表現できるよう練習に取
り組む。

進級制作展楽曲に取り組む
進級展本番に向け、衣装やパフォーマンスについても、楽
曲メンバーでコミュニケーションを取り、準備を行う。

進級制作展楽曲に取り組む
進級展本番に向け、衣装やパフォーマンスについても、楽
曲メンバーでコミュニケーションを取り、準備を行う。

進級制作展楽曲に取り組む
進級展本番に向け、衣装やパフォーマンスについても、楽
曲メンバーでコミュニケーションを取り、準備を行う。

UNIT-9（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
担当する楽曲の構成や各パートの役割など、ライブで演奏
することを前提に、練習する。

UNIT-9（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
これまでの授業で学んだ洋楽を生んだ文化や、国民性に
触れ、今後の学びや成長の糧とする。

進級制作展楽曲に取り組む
進級展本番に向け、衣装やパフォーマンスについても、楽
曲メンバーでコミュニケーションを取り、準備を行う。

UNIT-7（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
曲の難易度が上がっても、これまで学んだ内容を振り返り、
取り組む。

UNIT-8（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
担当する楽曲の構成や各パートの役割など、ライブで演奏
することを前提に、練習する。

UNIT-8（2週目） 課題曲2曲の演習を行う。
曲の難易度が上がっても、これまで学んだ内容を振り返り、
取り組む。

UNIT-7（1週目） 課題曲2曲の演習を行う。
課題曲に対する、自分自身の習熟度を自己評価し、次回
のアンサンブルの向上の為、練習する。

教員の略歴 ライブ・レコーディング活動を行う

授業の学習
内容

Playing Style Analysis 授業（楽曲の演奏についての解説）と連動し、本授業では主に教室におけるアンサンブル演習を行う。後
期進級展、総復習発表会においては、本授業で学んだことを活かし、ライブハウスやホールでの演奏をイメージし、バンド単位で
の練習を積み、ライブ演奏を実践する。
アンサンブル演奏と、対人関係における反応力や、コミュニケーション力を養う。

到達目標

2週ごとに、2曲を1組とした、UNIT-1から、UNIT-11までの課題曲を演習する。
講師から、他パートへのアドバイスも、プロデューサーやリーダーとなる観点を育む学びとする。
課題曲の歌唱・演奏の習熟のみでなく、実践的なアンサンブルの場において必要な、
コミュニケーション力・感性・対応力を育むことを目標とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員

奥出矢
清水賢治
鈴木克弘

長谷龍之介
西涼子

大友昌憲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Band Ensemble (6)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習 実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ

5 5月29日 講義・演習 講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

6 6月5日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する

7 6月12日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する

8 6月19日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ①

9 6月26日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ①

10 7月3日 講義・演習 実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ

11 7月10日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ①

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

オリジナルキャラの線画を完成させる

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする その日授業で教わった事の反復練習

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(5)

Clip Studio A(5)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ① オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ① オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

実演を通してキャラデザインを学ぶ① オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する その日授業で教わった事の反復練習

実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する 授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする その日授業で教わった事の反復練習

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(5)

Clip Studio B(5)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してキャラデザインを学ぶ② オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ② オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(6)

Clip Studio A(6)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ②

2 10月9日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ②

3 10月23日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

4 10月30日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

5 11月6日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(6)

Clip Studio B(6)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-2

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

前期振り返り 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　アナリティクスを読み解こう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

炎上対策 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

SNS戦略論 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

響光の戦略ディスカッション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(5)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

イベント演習２ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習３ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習４ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-4

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習１ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-3

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　アナリティクスを読み解こう
第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

各種SNSの違い 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(6)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる。

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可。

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング・目や口などの設定
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます。

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(5)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる。

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可。

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング・目や口などの設定
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます。

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(6)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し。
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す。

Mayaモデリングのおさらい。 簡単な形状のモデル作りのおさらい。

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる。

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(5)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月3日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し。
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す。

Mayaモデリングのおさらい。 簡単な形状のモデル作りのおさらい。

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる。

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(6)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習②
・制作の過程で生まれた課題との向き合い方
・コンテンツにおける単純消費と思考消費

1週間で見たVtuberのコンテンツリストの提出

ゲストを招いての特別セッション
ゲストへの質問を
現在／過去／未来の軸で考えてくる

前期総括と後期の制作ライブの発表 　

実制作ワークショップ⑤
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ②　セットリストの確定
座学：著作権について

どういったセットリストにしたいか？
それを実現するために何が必要か？
を考える

実制作ワークショップ③
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ④
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習①
・Vtuber／運営／ファンにとっての
　ライブの目的とは何か？

ライブ／イベントの目的とは何か？を
Vtuber／運営／ファンのそれぞれの目線から考え
シートに入力する

前期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明①
制作チーム分け

　

ライブの制作の工程についての説明②
実制作ワークショップ①　企画

どういった企画をやってみたいか、考えてくる

Vtuber業界について
本カリキュラムのオリエンテーション

Vtuberのライブを1本見てくる（有料・無料問わず）

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(5)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身おチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

実制作ワークショップ⑦
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑧
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

後期総括/ 本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ④
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑤
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ①　企画1
出演者のニーズに対しての提案作成

出演者のコンテンツの事前学習

実制作ワークショップ②　企画2
出演者のニーズに対しての提案FBと実制作への落とし込
み

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ③
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習④
Vtuberファンの可処分所得と可処分時間
チケットとマーチャンダイジング

今年消費（購入）したVtuberのコンテンツリストの提出

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習⑤
トップダウンとセルフのプロデュース形態の違い
セルフプロデュースのタレントとのライブの作り方

　

後期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明③
制作チーム分け

　

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習③
Vtuberの時間とその価値

Vtuberの1日の過ごし方と時間の価値を考えてくる

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 3

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(6)

必修
選択
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク（7）

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 4

エンタメ業界について全体を知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・KPOP関連事業・イベント関連事業等に従事

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。タレント自身が活動する中で、なく
てはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活躍しているマネージャーの先輩を
ゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもらう。マネージャーとして働く苦悩や
楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、実践で役立つ動きや考え方を習得してもらい、シンプルに「エン
タメ業界の楽しさ」を知ってもらう。

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」　芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」　業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」　外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

芸能事務所の業務内容を把握する① 後日レポート提出

マネージャーの業務内容を把握する① 後日レポート提出

売れてるタレントをリサーチ。研究する① 後日レポート提出

ゲスト講義① マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

タレント発掘・スカウトの仕方を実践・自己表現・コミュ力を
付ける

後日レポート提出

プロフィール作成・宣材写真の段取りを実践・紙一枚のプレ
ゼン力を身につける

後日レポート提出

営業の作法、メールの作法、仲良くなる方法実践・営業で
気をつける事①

後日レポート提出

タレントのコミュニケーション・育成のやり方を学ぶ① 後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ① 後日レポート提出

台本読み（感性・想像力・キャスティング力等を身につける）
①

事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義② 俳優担当マネージャーの経験談・現状把握 後日レポート提出

前期内容振り返り・実践
（先生：クライアント・タレント役/学生：マネージャー役）

テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 プロダクションワーク（8）

必修
選択

担当教員 松本明浩

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択必修 年次 4

アーティスト・アーティストマネージャーについて知る① 後日レポート提出

教員の略歴
マネジメント全業務、営業全般、スカウト、育成、社内新人育成等の業務を行う
現在は個人事務所を立ち上げマネジメントプロデュース業・キャスティング業・KPOP関連事業・イベント関連事業等に従事

授業の学習
内容

芸能・エンタメ業界の役割、タレントの役割、マネジメント・事務所側の役割等、各テーマに沿って細かく掘り下げて話していく。
又、世の中の動きや流行に応じて一般視聴者、消費者が求めるものを常に追求し作り上げていく事を自らが考えられるようにし
ていく。一人一人の創造力、感受性、思いやり、礼儀、コミュニケーション能力を培ってもらう。タレント自身が活動する中で、なく
てはならない存在のマネージャーの実際の経験談を交えながらも、毎月不定期で、各分野で活躍しているマネージャーの先輩を
ゲストとしてお呼びし、トーク形式で授業を行う。実際に現場研修も不定期で行い体験してもらう。マネージャーとして働く苦悩や
楽しみ、やりがい、人のために動く喜びを学んでもらいながらも、前期よりも、より各ジャンルのマネジメント・現場で役立つ動きや
考え方を習得してもらう。

到達目標

①「インプット（興味・情報収集）」　芸能・エンタメ業界、又それだけに限らず、世の中の動向に興味を持ってもらう
②「夢と現実」　業界で働く上で実際に起こるそれぞれの「やりがいや喜び、苦悩や厳しさ」を知ってもらう
③「精神力」　外・内面的に自分磨きと努力が大事。仕事への覚悟と体力、強い精神力、忍耐力を養う
④「タレントについて」タレント発掘の仕方、育て方、接し方、戦略の立て方
⑤「裏方の業務内容」芸能事務所、マネージャーの業務内容、営業や現場での心得・注意やトラブル対処法を知ってもらう
⑥ 「人間力」 タレントもスタッフも、物じゃなく人を売る上で大切な「人間力」を学び、社会に貢献する立派な人材を育てる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ゲスト講義③ アーティスト担当マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

バラエティタレント・マネージャーについて知る① 後日レポート提出

モデル・モデルマネージャーについて知る① 後日レポート提出

SNS・YouTuber・インフルエンサー・マネージャーについて
知る①

後日レポート提出

ゲスト講義④ インフルエンサー・マネージャーの経験談・現
状把握

後日レポート提出

現場での動き・気遣い・注意点・トラブル対処法を学ぶ② 後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

イベント・撮影現場・打ち合わせ現場を体験する（スケ
ジュールが合えば）

後日レポート提出

タレント年間計画表を作成して戦略を立てる① 後日レポート提出

タレント年間計画表を発表・プレゼン① 事前映像資料鑑賞・後日レポート提出

ゲスト講義⑤タレントゲスト　現場で求めるマネージャーと
は①

後日レポート提出

後期内容振り返り テスト（プレゼン）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してプロダクション業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（7）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

授業ガイダンス・キャリアデザイン 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プロジェクトマネジメント・セルフプレゼンテーション１ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　４Ｐ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ペルソナ設定・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　３Ｃ分析・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

マーケティングの基礎　ＳＴＰ戦略・ワークショップ 事後学習として、配布資料の復習

近未来のビジネス展望　Society5.0を考える 事後学習として、配布資料の復習

世界で最も成功しているエンタメビジネスの考察 事後学習として、配布資料の復習

企業研究・ワークショップ１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（企画理解・構想・企画書製作）１ 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング（プレゼンテーション）２ 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネス業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習 広告論

6 11月13日 講義・演習 企業研究・ワークショップ２

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 実践ビジネス基礎（8）

必修
選択

担当教員 関口陽介

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

カスタマージャーニー（消費者行動の理解） 事後学習として、配布資料の復習

教員の略歴 経営管理学修士（MBA）、元キッザニア広報・マーケティング部長／アートアクアリウム美術館総館長、他

授業の学習
内容

ビジネス上、知っておくべき基本的な知識や今日的な話題、さらには、知っていることで発展性のあるテーマを学び、かつ、コロナ
禍以降、格段に必要性が高まったリモートコミュニケーションへの対応力を養成する。具体的には、教員が教室内で対面して行う
授業に加えて、配信型授業を取り入れ、滋慶学園グループ他地域校との交流を通した視野の拡大を狙う。更に、2コマ連続授業
の特性を生かし、学生同士のディスカッションやプレゼンテーションの機会を設け、学生の参加・継続意識の向上を図る。

到達目標

①基本的なマーケティングの考え方を理解する
②今日的なビジネストピックに関する自分なりの意見を持つようになる
③ZOOMを活用したリモートプレゼンテーションができる
④滋慶グループ他校との交流を通して、刺激を受け、授業参画意識を向上させる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

飲食ビジネス 事後学習として、配布資料の復習

セルフプレゼンテーション２ 事後学習として、配布資料の復習

アート思考 事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

事後学習として、配布資料の復習

SDGsのビジネスへの展開 事後学習として、配布資料の復習

スポンサー制度 事後学習として、配布資料の復習

ビジネスクリエーション（コンビニ研究） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（企画理解・構想・企画書製作） 事後学習として、配布資料の復習

イベントプランニング２（プレゼンテーション） 事後学習として、配布資料の復習

考課試験/授業レポートの発表 事後学習として、配布資料の復習

試験解答・振り返り 事後学習として、配布資料の復習

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 講義後、配布資料を復習し、不明点を調べ、次回講義で質問する習慣を身につける。

　【使用教科書・教材・参考書】　

使用教材は、講義ごとに教員が準備した資料を使用する。
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 ビジネスIT（7）

必修
選択

担当教員 新井勲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

PC操作の基本を知る レポート

教員の略歴 IT企業にてシステム開発・運用 / 企業のWEB制作案件

授業の学習
内容

生活や仕事のほとんどがインターネットに繋がる今、インターネットの理解はもちろん、発信者側としてのリテラシーとして、PC操
作や各ソフトウェアの根本的な仕組みを学びます。それらを通して、プログラム言語、デザイン能力、情報整理力など、さまざま能
力を開花させるきっかけとなる科目です。

到達目標
PC操作や各ソフトウェアの根本的な仕組みの理解と扱いができるようになる。
情報整理力・自分自身のアピールなどITを活用できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ファイルやフォルダの概念を理解する レポート

各種フォルダの扱い・データの整理の仕方を学ぶ レポート

各種データを適切なソフトで開き閲覧できるようにする レポート

WEBやネットワークの基礎を知る レポート

エクセルの基本操作を学ぶ レポート

エクセルでデータ管理するためのワークシート作成 レポート

Wordを使って見やすい文章を作る レポート

Photoshopを使って掲示物等のデザインを作る レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(1) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(2) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(3) レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 ビジネスIT（8）

必修
選択

担当教員 新井勲

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

WEBやネットワークの基礎を知る レポート

教員の略歴 IT企業にてシステム開発・運用 / 企業のWEB制作案件

授業の学習
内容

生活や仕事のほとんどがインターネットに繋がる今、インターネットの理解はもちろん、発信者側としてのリテラシーとして、PC操
作や各ソフトウェアの根本的な仕組みを学びます。それらを通して、プログラム言語、デザイン能力、情報整理力など、さまざま能
力を開花させるきっかけとなる科目です。

到達目標
PC操作や各ソフトウェアの根本的な仕組みの理解と扱いができるようになる。
情報整理力・自分自身のアピールなどITを活用できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

WEB制作に必要な環境や手順を知る レポート

WEBで使われる言語(HTML,CSS)を理解する レポート

WEBページをひとつ作成する(原稿作成) レポート

WEBページをひとつ作成する(素材調達) レポート

WEBページをひとつ作成する(コーディング) レポート

WEBページをひとつ作成する(コーディング) レポート

WEBページをひとつ作成する(レスポンシブ対応) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(1) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(2) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(3) レポート

作編曲・mix・RECなど音楽制作の過程を知る(4) レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してビジネスで使うITの業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 LT Advance(7)

必修
選択

担当教員 藤井直

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

グループの中での個人の意識を知ることができる。 レポート

教員の略歴 照明プランナーとして活動

授業の学習
内容

数多くの照明プランを作成して、LS-1では思ったことを表現できるようにする。依頼を受けた内容に対して客感的な対応ができる
ように引き出しを多く作り上げる。トラブルも数多く経験させる。社会にも通じる話術の構築

到達目標 照明の仕込み図　打ち合わせ　仕込み　あかり作り　オペレート　撤去までの一連の流れの理解ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

与えられた物への解釈が理解できる。 レポート

仕事へのとらえ方を理解できる。　 レポート

器材の台数、リストを把握できる。 レポート

メンテナンスの方法を習得できる。　 レポート

メンテナンスの方法を実践する。 レポート

シーンとキッカケの修正を学ぶ。 レポート

シーンとキッカケの修正を習得できる。 レポート

シーンとキッカケの修正を実践する。 レポート

チームでプラン作り上げる　回路図の作成を行う レポート

チームでプラン作り上げる　図面への落とし込み レポート

チームでプラン作り上げる　仕込みをする レポート

テスト レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

ステージ舞台照明入門

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台照明を学ぶ レポート

イベント実践（明日への扉）を通して舞台照明を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 照明効果を意識する
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 LT Advance(8)

必修
選択

担当教員 藤井直

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

他の人が作ったプランニングの評価を行う。 レポート

教員の略歴 照明プランナーとして活動

授業の学習
内容

数多くの照明プランを作成して、LS-1では思ったことを表現できるようにする。依頼を受けた内容に対して客感的な対応ができる
ように引き出しを多く作り上げる。トラブルも数多く経験させる。ホールの規模によりLS-1の感覚とは異なることを感じること。
場所により多種多様な考え方があることを認識させる。

到達目標 照明の仕込み図　打ち合わせ　仕込み　あかり作り　オペレート　撤去までの一連の流れがチーフとして理解して、行動できる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

自らがつけた他のプランニングの評価に修正を入れること
ができる。

レポート

自らのプランニングへの修正を聞き、再構築お行う。 レポート

プランニングの評価と修正ができる。 レポート

器材メンテナンスの実践ができる。 レポート

PCでの仕込図の書き方を理解できる。 レポート

音楽イベントプランニングの基本を実践できる。 レポート

音楽イベントに向けてのチーム編成を考察できる。 レポート

音楽イベントに向けてのシステムを考察する。 レポート

音楽イベントに向けて仕込図を作る。 レポート

音楽イベントの明かり作りを実際に仕込む。 レポート

音楽イベントの明かり作りへの修正を行う。 レポート

音楽イベントの明かり作りを実践する。 レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

ステージ舞台照明入門

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM）を通して舞台照明を学ぶ レポート

イベント実践（We are TSM）を通して舞台照明を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 照明効果を意識する
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 2D・3D Design（7）�

必修
選択

担当教員 新名佐和子

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

【Ps】【Ai】基礎演習：各アプリケーションの機能の復習と応
用。

参考となるデザインの資料収集と精査  （ワークシート）

教員の略歴 2008年よりフリーのイラストレーター、グラフィックデザイナー、アクセサリーデザイナーとして活動している

授業の学習
内容

ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には、デザインを発注するための基礎知識を養うとともに、広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れる、
デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになってもらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応用
を習得する。

到達目標
Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe inDesign、その他デザイン系Webアプリを用途に応じて、アプリを横断して複合的に
デザイン制作ができるようになる。制作物をポートフォリオにまとめ自身の営業ツールを作成する。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

【Ps】【Ai】ロゴのデザイン。文字に意味を持たせるための情
報の収集、アイデア出し。制作。

参考となるデザインの資料収集と精査  （ワークシート）

【Ps】【Ai】基礎演習：アートボードの活用。名刺制作。作成し
たデータを印刷会社に入稿できる。

授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

【Ps】【Ai】フライヤーデザイン。コンセプト設定、ラフ作成 デザインの多様性理解のための資料研究  （ワークシート）

【Ps】【Ai】フラヤーデザイン。制作、完成、納品 印刷データ作成のためのデータ形式理解  （ポートフォリオ）

人物モデル作成① VRoidstudioの操作を理解する 制作に必要な資料、Vtuberデータの収集  （ワークシート）

人物モデル作成② VRoidstudioの操作を理解する 制作に必要な資料、Vtuberデータの収集  （ワークシート）

【iD】inDesignを扱えるようになる。テンプレート制作 制作に必要な資料、データの収集  （ワークシート）

【iD】【Ps】【Ai】inDesignを扱えるようになる。ファンブック制作 授業で終わらなかった分を完成させる  （ワークシート）

【Ps】【Ai】ポートフォリオ表紙イメージ制作 参考となるデザインの資料収集と精査  （ポートフォリオ）

【STUDIO】ポートフォリオサイト制作（構成） 授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

【STUDIO】ポートフォリオサイト制作（動きをつける） 授業で終わらなかった分を完成させる  （ポートフォリオ）

到達度テスト、ポートフォリオサイト発表
講評を受けて修正が必要な部分を再制作する  （ポートフォ
リオ）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してデザイン業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してデザイン業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 2D・3D Design（8）

必修
選択

デザインの基本スキルの確認と復習   オリジナルキャラク
ター考案

参考となるデザインの資料収集と精査
（ワークシート）

担当教員 新名佐和子

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

教員の略歴 2008年よりフリーのイラストレーター、グラフィックデザイナー、アクセサリーデザイナーとして活動している

授業の学習
内容

ショービジネスでは、広告宣伝ツールの多様さ、スピード、独自性が重要になっている。
この科目の受講者自身には、デザインを発注するための基礎知識を養うとともに、広告宣伝に使えるオリジナル作品を作れる、
デジタルクリエイターとしての役割を担えるようになってもらいたいと考える。
講義では、制作のための知識を学び、すでに基本を習得済みのアプリケーション操作を複合的に扱えるように演習を中心に応用
を習得する。

到達目標
Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe inDesign、その他デザイン系Webアプリを用途に応じて、アプリを横断して複合的に
デザイン制作ができるようになる。制作物をポートフォリオにまとめ自身の営業ツールを作成する。

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターのデザインと描画①
参考となるデザインの資料収集と精査
（ワークシート）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターのデザインと描画②
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

CLIPSTUDIO オリジナルキャラクターパーツ分け
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

Live2Dの理解と基本操作を身につける
授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2Dのためのデータ作成
授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2DCubismの操作方法を理解する① パーツ準備

トラッキング演習①　3tene、Vtubestudio

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

Live2DCubismの操作方法を理解する② 表情と動作

Live2DCubismの操作方法を理解する③ アニメーション作
成

トラッキング演習②　3tene、Vtubestudio

到達度テスト（作品プレゼン）、講評
講評や感想を受けて修正が必要な部分を再制作する
（ワークシート）

授業で扱ったツールを参考動画などで復習する
（ワークシート）

身につけた技術を複合的に扱う 【STUDIO】にポートフォリ
オ作成

授業で終わらなかった分を完成させる
（ワークシート）

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

準備学習　時間外学習

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

イベント実践を通してデザインスキルの必要性、重要性を
学ぶ

レポート

定期的にメディアやサイト、店舗などで雑誌のデザイン、CDのデザインなどを見て、自分の好みを考える   �������
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（7）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

マーケティングの意味や基本を理解し、なぜそれが重要な
のかを学ぶ

授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

◆猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野
を組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいもの
を把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、
その先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要な
ため、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プレゼンを学び、自己ブランディングに向けたプロフィール
作成に着手し、自己表現できるようになる

授業後のレポート課題

「ビジョンボード」、「やりたいことリスト100」などを作成し、将
来の目標を明確化できるようになる（コミュニケーションに活
かす）

授業後のレポート課題

エンタテインメントを含む世の中のマーケティング実例を学
び、その仕組みについて理解する

授業後のレポート課題

既存アーティストや商品、サービスの独自のウリ(USP)を学
び、プロデュース視点で物事を考えるスキルを学ぶ

授業後のレポート課題

マーケティングスキルのひとつ「リスクリバーサル」を学び、
相手の立場に立った提案ができるようになる

授業後のレポート課題

実例を基に、「ジョイントベンチャー(戦略的業務提携)」を学
び、あらゆる企画立案ができるようになる

授業後のレポート課題

テレマーケティングを学び、交渉術などプロジェクトを円滑
に進行する力を身につける

授業後のレポート課題

SNSを使ったマーケティングを学び、仕組みを理解できるよ
うになる

授業後のレポート課題

学んだマーケティング視点を使って、実際に企画を立てる 授業後のレポート課題

立てた企画を実際にアウトプットして市場の反応を見ながら
ブラッシュアップすることを学ぶ

授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 マーケティング戦略論（8）

必修
選択

担当教員 黒須亮成

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

メディアのマーケティングを理解する 授業後のレポート課題

教員の略歴
アーティストマネジメント、音楽制作、映像制作、イベント企画・制作・運営などを15年以上経験。あらゆる業種・業界の課題をマー
ケティングやクリエイティブを用いて解決していく株式会社Kometsubu Entertainmentを経営。

授業の学習
内容

◆猛スピードで変化していく現代社会では、個人や企業がひとつひとつゼロからその分野を作り極めていく時間はなかなかありません。そのためすべて自分(自社)で完結するのではなく、得意分野
を組み合わせるように他者(他社)と協力していくことがとても大切な時代になっています。「良いものを作れば売れる」という時代ではなく、市場調査(マーケティング)をし、お客様(ファン)が欲しいもの
を把握し、相手の立場に立って「売れる流れを作る」ことがとても大切になっています。そしてフリーランス(個人)が活躍できる場が増えていることから、専門スキルを身につけるのはもちろんですが、
その先のお客様にその物や技術、サービスを届ける力も必要になっています。これからは時間や物量で仕事をするのではなく、発想で仕事をする時代です。競合ではなく協力する考え方が必要な
ため、新しい価値を創造していく上でマーケティングという考え方が必要不可欠です。
◆マーケティングは、すべての科目に大きく関係します。マーケティング戦略によって社会と繋がることができ、継続的にお客様(ファン)のニーズを満たすことができます。
◆マーケティングを学ぶことで、エンタメ業界に限らず、どの業界でも通用する原理原則があることを勉強します。世の中で起こっているさまざまな戦略の基本が理解できるようになり、学生自らがイ
メージしたアイデアを具現化でき、自己表現ができるようになります。具体的には、講義形式(座学)とグループワーク(演習)と企業プロジェクト（実践）を中心に構成します。グループワークでは、エン
タメ業界や日常生活にある事例や課題を見つけ、みんなで考えをシェアし、どのような仕組みになっているかを紐解いていきます。またマーケティングを行う上で必要なプロデュース、マネジメント、
ディレクション、コミュニケーションの勉強・体験もしていきます。学ぶことも大切にしながら、卒業後に即戦力となるように在学中から""実際にやってみる""ということに慣れるため、実践の場もあり
ます。

到達目標

◆シミュレーション演習によって、今まで知らない職種や立場を理解し、業界の全体像を理解できるようになる
◆マーケティングの基礎を理解できるようになる
◆身近にあるマーケティングを探し、仕組みを理解し、プロデュース＆ディレクション（提案）できるようになる
◆マーケティングを学ぶことで、エンタテイメント業界に限らず、一般企業などのビジネス全体像が理解できるようになる
◆タレント側、クライアント側、関係各所の気持ちや立場、パワーバランスが理解できるようになる
◆ゼロから１を作る方法がわかる
◆実際に使われてる企画書、書類、メール文などを見ることによって即戦力を身につける
◆電話やメールのコミュニケーションを学び、実践で使えるようになる
◆交渉ができるようになる
◆企業プロジェクトができるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

テストマーケティングを学び、実践するための判断やシミュ
レーションができるようになる

授業後のレポート課題

コミュニケーションを学び、ワンランク上のマーケティングス
キルを身につける

授業後のレポート課題

ダイレクトメールを学び、マーケティングと営業スキル、交渉
力を身につける

授業後のレポート課題

商品やサービスのキャンペーンの仕組みについて学び、提
案力を身につける

授業後のレポート課題

コピーライティングやブランディングについて学び、視覚的
なプロデュースができるようになる

授業後のレポート課題

お金の基本を学び、お金を集める方法を学び、プロデュー
ス力を身につける

授業後のレポート課題

企画書の作り方を学び、具体的にマーケティングを仕掛け
ていく力を身につける

授業後のレポート課題

紹介マーケティングを学び、実践できるようになる 授業後のレポート課題

実際に企画した案件を実施し、マーケティングの検証・改善
を行い、ワンランク上のマーケティングを身につける

授業後のレポート課題

マーケティングを意識した企画を実際に制作・運営する 授業後のレポート課題

筆記＆実技テスト 授業後のレポート課題

テストの復習をして、応用を導き出せるようになる 授業後のレポート課題

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

イベント実践を通してマーケティング業務を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Digital Compose（7）

必修
選択

担当教員 森谷諭

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

オリエンテーション 授業内で配布したワークシートの確認

教員の略歴 日本人初のAbleton認定トレーナーとして、音楽雑誌への寄稿や現役プロへの指導、専門学校講師を務める

授業の学習
内容

海外でも通用するプロデューサーとしての力を身につけるため、 海外で広く使用されている
Ableton LiveおよびPushの操作方法を学び、作曲能力や楽曲のアレンジ力を養う。
また、様々なレコーディング方法の習得を通して、柔軟なトラックメイク能力を養い、
セルフプロデュース力を向上させる。

到達目標

Ableton Live及びPushの基本的な操作ができる。
AudioとMIDIを駆使したトラックメイクができる。
インターネット上に自分の楽曲のアップロードができる。
楽曲アレンジの幅を広げる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学校間交流授業準備 授業内で配布したワークシートの確認

学校間交流授業 授業内で配布したワークシートの確認

学校間交流授業 授業内で配布したワークシートの確認

学校間交流授業 授業内で配布したワークシートの確認

自己PR方法を学ぶ 授業内で配布したワークシートの確認

ジャンル毎のリズムパターンを学ぶ 授業内で配布したワークシートの確認

ジャンル毎のリズムパターンを学ぶ 授業内で配布したワークシートの確認

楽曲制作のテクニック応用編 授業内で配布したワークシートの確認

楽曲制作のテクニック応用編 授業内で配布したワークシートの確認

楽曲のRemixに挑戦 授業内で配布したワークシートの確認

楽曲のRemixに挑戦 授業内で配布したワークシートの確認

定期試験 授業内で配布したワークシートの確認

　【使用教科書・教材・参考書】　

常設機材

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 楽曲制作

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 ワークシートを使用して事前に授業内容を把握し、Pushの使用方法を授業外でも練習する



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Digital Compose（8）

必修
選択

担当教員 森谷諭

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

国際交流授業 授業内で配布したワークシートの確認

教員の略歴 日本人初のAbleton認定トレーナーとして、音楽雑誌への寄稿や現役プロへの指導、専門学校講師を務める

授業の学習
内容

海外でも通用するプロデューサーとしての力を身につけるため、 海外で広く使用されている
Ableton LiveおよびPushの操作方法を学び、作曲能力や楽曲のアレンジ力を養う。
また、様々なレコーディング方法の習得を通して、柔軟なトラックメイク能力を養い、
セルフプロデュース力を向上させる。

到達目標

Ableton Live及びPushの基本的な操作ができる。
AudioとMIDIを駆使したトラックメイクができる。
インターネット上に自分の楽曲のアップロードができる。
楽曲アレンジの幅を広げる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

国際交流授業 授業内で配布したワークシートの確認

国際交流授業 授業内で配布したワークシートの確認

国際交流授業 授業内で配布したワークシートの確認

チームを組んで楽曲制作 授業内で配布したワークシートの確認

チームを組んで楽曲制作 授業内で配布したワークシートの確認

テーマに沿った楽曲制作 授業内で配布したワークシートの確認

テーマに沿った楽曲制作 授業内で配布したワークシートの確認

テーマに沿った楽曲制作 授業内で配布したワークシートの確認

オーディションに挑戦してみよう 授業内で配布したワークシートの確認

オーディションに挑戦してみよう 授業内で配布したワークシートの確認

オーディションに挑戦してみよう 授業内で配布したワークシートの確認

定期試験 授業内で配布したワークシートの確認

　【使用教科書・教材・参考書】　

常設機材

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 楽曲制作

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 ワークシートを使用して事前に授業内容を把握し、Pushの使用方法を授業外でも練習する



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 AT-REC(7)

必修
選択

担当教員 阿部博

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX 前年度までの復習、

教員の略歴 Sony Music Studio Tokyo 2年、studioFine6年の経験を経て現在フリーランス6年目　多くの作品に関わるエンジニア

授業の学習
内容

スタジオ�/ホームレコーディングにおける��、以下技術の習得。
1：録音技術の習得 
2：ミキシング�技術の習得
3：マスタリング�技術の習得
4：データ �管理・整理技術の習得 
5：レコーディングにおいての進行の流れ

到達目標 レコーディング、ミキシング技術を身につけプロクオリティの音源を作れるようにし、音楽業界を活性化できる人材の育成。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX マイク、アウトボードの名称、およびパッチベイの確認

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX マイク、アウトボードの名称、およびパッチベイの確認

だまされずにカタログを読む、f特、ダイナミックレンジ、
THD+N、ワードクロックの問題

前回までの�理解力の確認

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX 前回までの�理解力の確認

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

　【使用教科書・教材・参考書】　

レコーディングスタジオ内　常設機材

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 各自問題点の整理、確認が�必要なことの書き出

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 各自問題点の整理、確認が�必要なことの書き出

準備学習　時間外学習 スタジオを使用して設備の使用方法を学ぶ



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 AT-REC(8)

必修
選択

担当教員 阿部博

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

スタジオ�機材の基礎 色々な音源を聴く 前年度までの復習、

教員の略歴 Sony Music Studio Tokyo 2年、studioFine6年の経験を経て現在フリーランス6年目　多くの作品に関わるエンジニア

授業の学習
内容

スタジオ�/ホームレコーディングにおける��、以下技術の習得。
1：録音技術の習得 
2：ミキシング�技術の習得
3：マスタリング�技術の習得
4：データ �管理・整理技術の習得 
5：レコーディングにおいての進行の流れ

到達目標 レコーディング、ミキシング技術を身につけプロクオリティの音源を作れるようにし、音楽業界を活性化できる人材の育成。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

アナログコンソールやマイクの�特性アウトボード の��基礎 マイク、アウトボードの名称、およびパッチベイの確認

アナログコンソールやマイクの�特性アウトボード の��基礎 マイク、アウトボードの名称、およびパッチベイの確認

だまされずにカタログを読む、f特、ダイナミックレンジ、
THD+N、ワードクロックの問題

前回までの�理解力の確認

アナログコンソールやマイクの�特性アウトボード の��基礎 前回までの�理解力の確認

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

ゲスト ミュージシャン��参加の実践的な REC/MIX
ゲスト の�録音内容の確認、録音を行う上でのセッ ティ ングの��
イメージを�持つ

　【使用教科書・教材・参考書】　

レコーディングスタジオ内　常設機材

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 各自問題点の整理、確認が�必要なことの書き出

イベントを通して楽曲を制作を学ぶ 各自問題点の整理、確認が�必要なことの書き出

準備学習　時間外学習 スタジオを使用して設備の使用方法を学ぶ
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(6単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

藤田陽平

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media Contents(7)

必修
選択

担当教員

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

映像編集の実演、基礎を学ぶ。 作業ワークフローを理解する。

教員の略歴

授業の学習
内容

１・映像編集の技法を理解し今後に発展させる為。
２・映像基礎を学習し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を学習する。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、編集ソフトの操作を学習。

到達目標
画像編集、映像編集ソフトウエアの操作ができる。
撮影機材の基本的操作ができる。
グループワークで、チーム間の連携、役割等を学ぶ。一年生を牽引出来る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

MVディレクター、舞台(ミュージカル、2.5次元等)、ライブ、イベント等の映像制作。

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

画像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

個人での企画立案、構成を学ぶ。 企画案を準備する。

映像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 課題編集、制作。

映像編集ソフトの基本操作を学ぶ。 課題編集、制作。

授業内課題発表、プレゼンテーション。 発表準備、プレゼン資料作成。

映像編集ソフトの操作を学ぶ。 課題編集、制作。

映像編集ソフトの操作を学ぶ。 課題編集、制作。

映像編集ソフトの操作を学ぶ。 課題編集、制作。

授業内課題発表、プレゼンテーション。 発表準備、プレゼン資料作成。

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習 授業時間内の制作が中心で、授業時間内で終わらせなかったものを準備学習とします。



90

(6単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

藤田陽平

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Media　Contents(8)

必修
選択

担当教員

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

後期ガイダンス レポート提出

教員の略歴

授業の学習
内容

１・映像編集の技法を理解し今後に発展させる為。
２・映像基礎を学習し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を学習する。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、編集ソフトの操作を学習。

到達目標
画像編集、映像編集ソフトウエアの操作ができる。
撮影機材の基本的操作ができる。
グループワークで、チーム間の連携、役割等を学ぶ。一年生を牽引出来る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

MVディレクター、舞台(ミュージカル、2.5次元等)、ライブ、イベント等の映像制作。

撮影器材(一眼レフ、三脚)の基礎を学ぶ。 機材操作を習得する。

撮影器材の基礎を学ぶ。ストップモーション 機材操作を習得する。

撮影器材の基礎を学ぶ。クロマキー合成 機材操作を習得する。

グループワーク演習 ソフトウエア操作を習得する。

グループワーク演習 ソフトウエア操作を習得する。

グループワーク演習　発表 企画案を準備する。

修了制作・準備 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

修了制作・期間 課題編集、制作。

一年時修了作品　プレゼンテーション 発表準備、プレゼン資料作成。

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習
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(8単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル応用(7)

PA Advance(7)

必修
選択

担当教員

西海 英志
須藤 浩

原嶋 紘平
杉田 達矢授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

モニターシステムを学ぶ レポート

教員の略歴 PAエンジニア/オペレーターとして活動

授業の学習
内容

実践を通じ、PAエンジニアとして必要になる基礎的な機材知識、信号の流れ、電気について、
機材のセッティングからサウンドチェック・ライブ本番・撤収までの流れを理解した上で、応用に対応する

到達目標 学内ライブにて、バンドのライブ本番のPAオペレートを行えるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

空間系エフェクターを学び、操作できるようになる 前週内容の復習

ダイナミック系エフェクターを学び、操作できるようになる 前週内容の復習

デジタルオーディオを学ぶ 前週内容の復習

デジタルミキサーのオペレートを出来るようになる 前週内容の復習

イベント内容を理解し、シミュレーションする 前週内容の復習

機材リセットについて理解する 前週内容の復習

デジタルミキサーのオペレートを出来るようになる 前週内容の復習

効率の良い積み方を学ぶ 前週内容の復習

限られた機材でプランを立て実践する 前週内容の復習

野外現場を想定した特殊な設営を学習する 前週内容の復習

ワイヤレスについて深く学ぶ 前週内容の復習

試験 前週内容の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践(明日への扉)を通して舞台音響を学ぶ レポートの提出

イベント実践(明日への扉)を通して舞台音響を学ぶ レポートの提出

準備学習　時間外学習 音が流れる仕組みを理解し、その理由を考える



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル応用(7)
イベント企画(7)

必修
選択

担当教員 松本一晃

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

教員の略歴 演劇、イベント、コンサート、TVなどのコンテンツ送出およびテクニカルディレクター

授業の学習
内容

１・映像基礎を学習し、今後に発展させる為。
２・映像基礎を理解し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を養う。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、送出ソフトの操作を学習。

到達目標
映像基礎知識を習得する。
映像送出ソフトウエアの基本的操作ができる。
グループワークで、チーム間の役割・連携ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像基礎を学ぶ。 映像基礎の習得。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材を使用し映像を送出する。 筆記又は、実技テストによる採点

　【使用教科書・教材・参考書】

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（明日への扉）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習 授業時間内の制作が中心で、授業時間内で終わらせなかったものを準備学習とします。



150

(10単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル応用(7)

コンサートテクニック(7)

必修
選択

担当教員 川谷祐之

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

自己紹介～機材・システム案内～簡単な仕込み指導 照明機材仕込み

教員の略歴 舞台照明プランナー・オペレーターとして活動

授業の学習
内容

ただ自分の作りたい照明を作るのではなく、色々な立場に立って照明を作れるようにする

到達目標 多くの観客が納得し、各イベントに合った照明を作れるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ホールの仕組みを理解する 資料解読(ホール実習)

後輩を指導し自分たちのやりたい照明を作る 照明機材仕込み・明かり打ち込み(音テクイベント)

ホールで他セクションとコミュニケーションをとり照明の仕事
をする①

チーフは、事前に仕込み図を描く。仕込み図解読・仕込打
ち合わせ(ホール実習)

技術を盛り込みバンドの照明を作る 課題曲に対する譜割り(プロミイベント)

ホールで他セクションとコミュニケーションをとり照明の仕事
をする②

チーフは、事前に仕込み図を描く。仕込み図解読・仕込打
ち合わせ(ホール実習)

「観せる」という観点でテーマに合った照明を作る 課題曲に対する譜割り(自主企画イベント)

ホールで他セクションとコミュニケーションをとり照明の仕事
をする③

チーフは、事前に仕込み図を描く。仕込み図解読・仕込打
ち合わせ(ホール実習)

「観せる」という観点でテーマに合った照明を作る２ 課題曲に対する譜割り(自主企画イベント)

求められたものに答え、かつ自分の表現も盛り込んだ照明
を作る

課題曲に対する譜割り(自主企画イベント)

「観せる」という観点でアニソンの照明を作る 課題曲に対する譜割り(アクターliveゼミ)

自分のアイディアを盛り込んだ仕込図を描く
技術を盛り込んだ照明を作る

照明機材仕込み(学園祭シュミレーション)

前期で習得した技術をすべて盛り込んだ照明を披露する 照明機材仕込み・打ち込み(プロミイベント)

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践(明日への扉)を通して照明演出を学ぶ レポート

イベント実践(明日への扉)を通して照明演出を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 闇雲に仕込むのではなく、照明効果を意識する
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(8単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル応用(8)

PA Advance(8)

必修
選択

担当教員

西海 英志
須藤 浩

原嶋 紘平
杉田 達矢授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

音響機材におけるPC等のネットワークオーディオについて
学ぶ

レポート

教員の略歴 PAエンジニア/オペレーターとして活動

授業の学習
内容

実践を通じ、PAエンジニアとして必要になる基礎的な機材知識、信号の流れ、電気について、
機材のセッティングからサウンドチェック・ライブ本番・撤収までの流れを理解した上で、応用に対応する

到達目標 学内ライブにて、バンドのライブ本番のPAオペレートを行えるようになる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ラインアレイ、ドルビーレイクを学ぶ 前週内容の復習

リアルタイムアナライザーを使用し、音場測定を学ぶ 前週内容の復習

Vo＋Bandのモニターを学ぶ 前週内容の復習

ライブ本番を想定したRHを行う 前週内容の復習

イベントのセクション決め、内容確認をし、理解する 前週内容の復習

セクションに分かれたプラン組を学ぶ 前週内容の復習

セクションに分かれた仕組みを学ぶ 前週内容の復習

イベントに向けてシステムチェックを理解する 前週内容の復習

搬入・仕込み・リハーサル・本番・撤去について学ぶ
他のセクションの動きを意識する

前週内容の復習

イベントの仕込み、本番、撤収作業を通じて、音響スタッフ
としての現場力を身に付ける

前週内容の復習

イベントの仕込み、本番、撤収作業を通じて、音響スタッフ
としての現場力を身に付ける

前週内容の復習

試験 前週内容の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践(we are TSM)を通して舞台音響を学ぶ レポート提出

イベント実践(we are TSM)を通して舞台音響を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習 音が流れる仕組みを理解し、その理由を考える
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル応用(8)
イベント企画(8)

必修
選択

担当教員 松本一晃

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

教員の略歴 演劇、イベント、コンサート、TVなどのコンテンツ送出およびテクニカルディレクター

授業の学習
内容

１・映像基礎を学習し、今後に発展させる為。
２・映像基礎を理解し、ライブ、コンサート、演劇、ミュージックビデオ等での使用方法、効果、創造性を養う。
３・ワークフロウを理解し、個人の企画力、構成力を養う。
４・実例を参考に、送出ソフトの操作を学習。

到達目標
映像基礎知識を習得する。
映像送出ソフトウエアの基本的操作ができる。
グループワークで、チーム間の役割・連携ができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像機材の操作を学ぶ。 映像機材の理解を深める。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像送出ソフトの操作を学ぶ。 ソフトウエア操作を習得する。

映像機材・送出ソフトを使用し映像を送出する。 筆記又は、実技テストによる採点

　【使用教科書・教材・参考書】

レゾリウム・アリーナ使用予定

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

イベント実践（We are TSM!）を通して舞台演出を学ぶ レポート提出

準備学習　時間外学習



150

(10単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習 曲に対する自分のイメージを明りで表現する

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習 観客の立場に立ってアニソンの照明を作る 課題曲に対する譜割り

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
テクニカル応用(8)

コンサートテクニック(8)

必修
選択

担当教員 川谷祐之

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

教員の略歴 舞台照明プランナー・オペレーターとして活動

授業の学習
内容

想像力を豊かに持ち、他セクションと話し合い、意見をぶつけ、より良いイベントを創る

到達目標 照明の構成を、イベント全体のコンセプトを踏まえ、多くの観客が感動し、笑顔になれるショーを作れるようになる

個性を盛り込んだショーパッケージを作る 仕込み・譜割り・明り作り

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

仕込みアレンジ・特殊仕込みを考える 仕込み図解読

前期までに学んだことをすべて盛り込んで照明を作る 仕込み・譜割り・明り作り

仕込み・譜割り・明り作り

同じ課題曲で照明を作り人の感性を感じる 照明機材仕込み・打ち込み

観客の立場に立ってショーパッケージの照明を作る 仕込み・譜割り・明り作り

観客の立場に立ってショーパッケージの照明を作る 仕込み・譜割り・明り作り

イベントのための事前準備打ち込み 仕込み・譜割り・明り作り

イベント実践（we are TSM）を通して舞台照明を学ぶ 仕込み・譜割り・明り作り

イベントのための事前準備打ち込み 仕込み・譜割り・明り作り

イベント実践(we are TSM)を通して舞台照明を学ぶ 課題曲に対する譜割り

自由に作った照明のダメ出し、作り直し・違いを体感 照明機材仕込み・打ち込み

２年間で身につけた技術を使って自由に照明を作る 照明機材仕込み・打ち込み

イベント実践(we are TSM!)を通して舞台照明を学ぶ 課題曲に対する譜割り・練習

準備学習　時間外学習 闇雲に仕込むのではなく、照明効果を意識する

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 音響電気知識/舞台機構調整技能士（7）

必修
選択

担当教員 小瀬高夫

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

授業の進め方、教科書、3級舞台機構調整技能士の理解 シラバス、教科書、確認しておく事。

教員の略歴 一級舞台機構調整技能士として活動

授業の学習
内容

音の性質、音響心理、電気の基礎、アース、ノイズ、電気音響機器、楽器音、音楽の判断、基本PAセット組み上げおよび調整

到達目標 3級舞台機構調整技能士（厚生労働省）取得できる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

R4筆記試験解答 実技実習を実践する 本日の予習

R3筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H31筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H30筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H29筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H28筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H27筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H26筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H25筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H24筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

H23筆記試験解答 実技実習を実践する 先週の復習、本日の予習

期末試験（筆記、実技） 前期の復習、期末試験

　【使用教科書・教材・参考書】　

PA入門三訂版、ステージ、PA、照明用語事典、舞台音響技能検定過去問題ナビゲーション3級

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践（明日への扉）を通して電気知識を学ぶ レポートの提出

イベント実践（明日への扉）を通して電気知識を学ぶ レポートの提出

準備学習　時間外学習 現場に積極的に参加する事。予習、復習を必ず行う事。体調管理しっかりする事。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習 実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ

5 5月29日 講義・演習 講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

6 6月5日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する

7 6月12日 講義・演習 実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する

8 6月19日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ①

9 6月26日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ①

10 7月3日 講義・演習 実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ

11 7月10日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ①

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

オリジナルキャラの線画を完成させる

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

その日授業で教わった事の反復練習

授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(7)

Clip Studio A(7)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ① オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ① オリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ① オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ① オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

実演を通してキャラデザインを学ぶ① オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してキャラの基本的なポーズをいくつか学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

実演、模写を通して自分の好きな線画を研究し理解する その日授業で教わった事の反復練習

実演、模写を通して自分の好きな塗りを研究し理解する 授業できっと終わらないので模写を完成させてデータ提出

面談を通して各々イラストのゴール地点を明確にする

実演を通して基本的な顔の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通して基本的な体全体の描き方を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してクリスタの基本機能を使えるようになる その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(7)

Clip Studio B(7)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

実演を通してキャラデザインを学ぶ② オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ② オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(8)

Clip Studio A(8)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習 講義を通してキャラのコンセプトワークを学ぶ②

2 10月9日 講義・演習 実演を通してキャラデザインを学ぶ②

3 10月23日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの線画を学ぶ② オリジナルキャラの線画を完成させる

4 10月30日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの塗りを学ぶ② オリジナルキャラの塗りを完成させる

5 11月6日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラの仕上げを学ぶ② オリジナルキャラを仕上げてデータ提出

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習 実演を通してオリジナルキャラのバストアップ絵を学ぶ

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

準備学習　時間外学習 Clip Studioを使用して作成した作品をストレージにアーカイブして連動する授業で使用する

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してデフォルメされたキャラの線画を学ぶ デフォルメオリジナルキャラの線画を完成させる

実演を通してデフォルメされたキャラの塗りを学ぶ デフォルメオリジナルキャラの塗りを完成させる

実演を通してLINEスタンプの登録方法を学ぶ LINEスタンプを仕上げてデータ提出

実演を通してバストアップ絵の基本を学ぶ オリジナルキャラのバストアップ絵の線画を完成させる

オリジナルキャラのバストアップ絵のデータ提出

作品展示実習 イベント内で自身の作品をプレゼンテーション

実演を通してオリジナルキャラのデフォルメを学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

オリジナルキャラのコンセプトワークを完成させる

オリジナルキャラのキャラデザインを完成させる

講義を通して絵、音楽、表現の楽しさについて幅広く学ぶ

実演を通してスタンプキャラデフォルメの基礎を学ぶ その日授業で教わった事の反復練習

教員の略歴 女子美術大学メディア表現領域でのイラストコースを非常勤講師として担当

授業の学習
内容

Clip Studio初心者に基本的な使い方を理解して貰い、あまり難しい事は考えずにデジタルイラストを楽しみながら学んで貰いたい
です。様々なアーティストがバーチャルの世界で活躍する中で、各々がキャラクター性をしっかりと表現し展開できる能力を音楽
だけでなく絵でも可能な限り身につけていって貰えたらと考えています。

到達目標
初めてClip Studioを触る学生が授業を通じてClip Studioの基本的な使い方を理解し、バーチャルの世界で各々が意図した展開
をしていく上で必要となるオリジナルキャラクター制作を目標とします。また後期はそれらに加えて、LINEスタンプやバストアップ
の迫力ある絵などへの展開も到達目標とします。

担当教員 八記思峰

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
Clip Studio(8)

Clip Studio B(8)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-2

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

前期振り返り 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　アナリティクスを読み解こう 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第2弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

炎上対策 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

SNS戦略論 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

響光の戦略ディスカッション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第1弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(7)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

後期の配信計画についてミーティング 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する���

準備学習　時間外学習

イベント演習２ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習３ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習４ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第4弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-4

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

イベント演習１ 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

他アカウント＆動画の分析-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　投稿文章を考えよう＆投稿してみよう
他アカウント＆動画の分析-3

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　アナリティクスを読み解こう
第4弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1

学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-1 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

第3弾　戦略に沿って企画を考案しよう-2 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

各種SNSの違い 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

オリエンテーション 学んだ内容を自身の活動に活かせる様復習する

教員の略歴 ISARIBI株式会社ほかエンタメ関連企業の取締役のほか、登録者数６０万人超のYouTuberグループリーダーを務める

授業の学習
内容

TSM公式教材型Vtuberの配信活動をメインに企画・制作・運営を実践的に学ぶ

到達目標 受講者それぞれが独自の活動においても、ビジネスを視野に入れた配信活動やタレントマネジメントスキルを身につける事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 榊原敬太

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 アバター配信運営(8)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる。

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可。

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング・目や口などの設定
シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練
習。

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事。

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます。

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(7)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Live2Dのサンプルデータなど（練習に使ってみてください）　https://www.live2d.com/learn/sample/ もしくは「Live2D サンプルデータ集」で検索

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

Vtuberの配信・実践
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

モデリング作業・予備日と制作モデルのブラッシュアップ 自分で気になったポイントを修正して、クオリティを上げる

準備学習　時間外学習 授業外で、好きなVtuberの動きを毎回ではなくて良いので、研究してみて下さい

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

Vtuberの配信・実践準備
Vtube studioとOBS studioを使用して、実際に配信をしてみ
る。（限定公開配信として）

物理演算（髪や服などの揺れるものの設定）
ある程度、体までのモデリングを完了しておく。間に合って
なくても可

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事

本格的に1体Vtuber向けモデルの作成

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング

体のモデリング
ある程度顔のモデリングを完了しておく。間に合ってなくて
も可

体のモデリング

顔のモデリング・立体的な顔の向き シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練習

顔のモデリング・目や口などの設定 シンプルな図形の顔か、Live2Dの練習用モデルなどで練習

顔のモデリング（おさらい）・顔の一通りのモデリング
ここまでにモデリングしたいVtuberのイラストが出来ていれ
ば、準備しておく事

オリエンテーション・シンプルな顔のモデリング練習

教員の略歴 デザイナー・Live2Dモデラー・Vtuberコンサルタント

授業の学習
内容

Vtuber向けのLive2Dモデリング。限定公開範囲での配信テストなど、実際に配信者の立場も経験して、配信者向けのLive2Dモデ
ルが作れるようにソフトの使い方を身に付けます。

到達目標 Live2Dモデルが作成できるようになる事。実際に配信する事でVtuberの配信についての知識を身につける事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Live2D基礎(8)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す

Mayaモデリングのおさらい 簡単な形状のモデル作りのおさらい

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る。

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(7)

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月3日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

ペンタブを使用します。事前に機材レンタルをして準備して下さい。

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

準備学習　時間外学習 Vtuberやアーティストのコンサート映像で興味のある物を分析してみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

背景モデルの作成 ライブステージモデルを作ってみる

Maya基本操作・モデルデータの書き出し
オリジナルデザインにアレンジしたモデルをUnityなどの別
ソフトで使えるデータに書き出す

Mayaモデリングのおさらい 簡単な形状のモデル作りのおさらい

3Dモデルのアニメーション作成 簡単なモデルに動きをつけてみる

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

Maya基本操作・テクスチャの差し替え・3Dモデルの基本構
造の理解

完成したモデルのデザインを描き変えて、オリジナルデザ
インのモデルを作る

オリエンテーション・Mayaの基本操作 基本操作を学習しながら、簡単なモデルを作ってみる

教員の略歴 ゲーム・CGライブコンテンツの制作からフリーランスとして独立

授業の学習
内容

Vtuberコンテンツにおける3Dの使用例を元に基礎を学びます。

到達目標 簡単な形状で3Dモデルを使った演出が作れるようになる事

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 中野凌

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Generative AIゼミ(8)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習②
・制作の過程で生まれた課題との向き合い方
・コンテンツにおける単純消費と思考消費

1週間で見たVtuberのコンテンツリストの提出

ゲストを招いての特別セッション
ゲストへの質問を
現在／過去／未来の軸で考えてくる

前期総括と後期の制作ライブの発表 　

実制作ワークショップ⑤
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ②　セットリストの確定
座学：著作権について

どういったセットリストにしたいか？
それを実現するために何が必要か？を考える

実制作ワークショップ③　
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ④
モーキャプ準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要でその
ためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習①
・Vtuber／運営／ファンにとっての
　ライブの目的とは何か？

ライブ／イベントの目的とは何か？を
Vtuber／運営／ファンのそれぞれの目線から考え
シートに入力する

前期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明①
制作チーム分け

　

ライブの制作の工程についての説明②
実制作ワークショップ①　企画

どういった企画をやってみたいか、考えてくる

Vtuber業界について
本カリキュラムのオリエンテーション

Vtuberのライブを1本見てくる（有料・無料問わず）

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平 
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(7)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

後期のライブ計画をミーティング Teamsチャットを活用して自身のチームの計画を作成

準備学習　時間外学習

実制作ワークショップ⑦
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑧
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

後期総括/ 本番を経ての振り返り KPTシートの入力

実制作ワークショップ④　
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑤　
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ⑥
リハーサル／本番準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ①　企画1
出演者のニーズに対しての提案作成

出演者のコンテンツの事前学習

実制作ワークショップ②　企画2
出演者のニーズに対しての提案FBと実制作への落とし込
み

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

実制作ワークショップ③　
各種制作準備

それぞれの役割分担の中でどういった工程が必要で
そのためには何をするべきか？を考えてくる

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習④
Vtuberファンの可処分所得と可処分時間
チケットとマーチャンダイジング

今年消費（購入）したVtuberのコンテンツリストの提出

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習⑤
トップダウンとセルフのプロデュース形態の違い
セルフプロデュースのタレントとのライブの作り方

　

後期のイベント制作の共有
ライブの制作の工程についての説明③
制作チーム分け

　

ライブ／イベントを作るためのスタンス学習③
Vtuberの時間とその価値

Vtuberの1日の過ごし方と時間の価値を考えてくる

教員の略歴
2018年よりVtuber業界のライブ、イベント等を100本以上（講師3名合算）制作
同業界の事務所側運営としても現職で活動している

授業の学習
内容

Vtuberのライブやイベント制作を実際のライブ／イベント制作を通して、
持つべきスタンスや、やるべきタスクを学び卒業後に即戦力になれる人材を目指す

到達目標

各期ごとにライブ／イベントを実際に制作し、
・制作の過程で何をするべきか？
・どういった考え方を持つべきか？
を学び活きた現場経験を持った人材となる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
蒲原 拓矢
太刀岡滉平 
神森 雅之授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 メタバースライブ制作(8)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Sound make(7)

必修
選択

担当教員 野崎貴潤

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

シンセサイザーとは何か？の概要を理解する リファレンスになる音を収集する

教員の略歴 シンセサイザープログラマーとして活動

授業の学習
内容

近代の音楽制作、特に作編曲に於ける「音色」の重要性を鑑み、シンセサイザー・サンプラー・エフェクター等の電子楽器全般の
音色制作の基礎を身につける、授業履修終了時には思い描いた音色を自分で表現出来る様に知識・経験を身に付けたい

到達目標
電子楽器全般とエフェクターのパラメータとその役割を学習し、リファレンスの音、イマジネーションの中の音を表現出来る具体的
な手法を身につける

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

オシレータの波形の種類と特徴を理解する リファレンスになる音を収集する

Lo Pass Filterの特徴と使い方を実践する リファレンスになる音を収集する

Envelope Generatorのパラメータを実践する リファレンスになる音を収集する

音色(倍音)の時間的変化を付けられる様にする リファレンスになる音を収集する

音高の時間的変化を付けられる様にする リファレンスになる音を収集する

音高の周期的変化を付けられる様にする リファレンスになる音を収集する

音色の周期的変化を付けられる様にする リファレンスになる音を収集する

音量 の周期的変化を付けられる様にする リファレンスになる音を収集する

Detune効果を使った厚みのある音作りを実践する リファレンスになる音を収集する

音程感の無い音の音作りを実践する リファレンスになる音を収集する

単音楽器ならではの表現が出来る様になる リファレンスになる音を収集する

PWMとサブオシレータを使いこなせる様になる リファレンスになる音を収集する

　【使用教科書・教材・参考書】

シンセサイザーテクニック99

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して音色制作を学ぶ 実践する楽曲に作成した音色を当てはめる

イベント実践を通して音色制作を学ぶ 実践する楽曲に作成した音色を当てはめる

準備学習　時間外学習 参考になる音色を探し出してリファレンスとし、実践で作成する準備をする



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Sound make(8)

必修
選択

担当教員 野崎貴潤

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

SuperSawの作り方と実践を学ぶ リファレンスになる音を収集する

教員の略歴 シンセサイザープログラマーとして活動

授業の学習
内容

近代の音楽制作、特に作編曲に於ける「音色」の重要性を鑑み、シンセサイザー・サンプラー・エフェクター等の電子楽器全般の
音色制作の基礎を身につける、授業履修終了時には思い描いた音色を自分で表現出来る様に知識・経験を身に付けたい

到達目標
電子楽器全般とエフェクターのパラメータとその役割を学習し、リファレンスの音、イマジネーションの中の音を表現出来る具体的
な手法を身につける

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

HPF&BPFの仕組みと実践が出来る リファレンスになる音を収集する

Oscillator Sync の仕組みと実践が出来る リファレンスになる音を収集する

Ring Modulation の仕組みと実践が出来る リファレンスになる音を収集する

Matrixによるフレーズ作成が出来る リファレンスになる音を収集する

リアルタイム・コントロールが出来る リファレンスになる音を収集する

Vocoderの仕組みと実践が出来る リファレンスになる音を収集する

Samplerの概念を知り基本的な使い方が出来る リファレンスになる音を収集する

エフェクターの概要を知り,基本的な効果を掛けられる リファレンスになる音を収集する

Delayの基本操作が出き,応用的な使い方が出来る リファレンスになる音を収集する

ダブリング系の効果を実践出来る リファレンスになる音を収集する

Delayを利用したフレーズ作成が出来る リファレンスになる音を収集する

Complessorの基本的な使い方が出来る リファレンスになる音を収集する

　【使用教科書・教材・参考書】

シンセサイザーテクニック99

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して音色制作を学ぶ 実践する楽曲に作成した音色を当てはめる

イベント実践を通して音色制作を学ぶ 実践する楽曲に作成した音色を当てはめる

準備学習　時間外学習 参考になる音色を探し出してリファレンスとし、実践で作成する準備をする



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Mix Mastering実践(7)

必修
選択

担当教員 野崎貴潤

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

授業概要・Mixdownとは何か？

教員の略歴 Mix&Masteringエンジニア

授業の学習
内容

楽曲制作の最終段階であるMIxdown及びMasteringに必要な知識の実戦経験を習得する

到達目標 プロとして通用する自分が望むMixdown及びMasteringが出来る様になる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

MixDownの準備 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

MixDownに必要な前提 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

音量バランスの取り方 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

オートメーション 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

音場の設計 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

帯域バランスの整理 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

奥行の出し方 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

コンプレッサーとリミッター 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

ディレイと影 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

リバーブとリフレクション 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

EQのノウハウ 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

サイドチェイン 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してMixdownの実践 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

イベント実践を通してMixdownの実践 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

準備学習　時間外学習 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Mix Mastering実践(8)

必修
選択

担当教員 野崎貴潤

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

歪と倍音 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

教員の略歴 Mix&Masteringエンジニア

授業の学習
内容

楽曲制作の最終段階であるMIxdown及びMasteringに必要な知識の実戦経験を習得する

到達目標 プロとして通用する自分が望むMixdown及びMasteringが出来る様になる

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ノイズの効用 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

ダイナミックEQ 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

トータルコンプレッサー 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

Mixdown実践 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

Masteringとは何か？ 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

Masteringの準備 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

曲順・曲間設定 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

ラウドネスノーマライゼーション 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

マルチバンドコンプレッサー 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

マキシマイザー 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

Mastering実践-1 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意

Mastering実践-2 課題の仕上げと疑問点の整理

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してMasteringの実践 課題の仕上げと疑問点の整理

イベント実践を通してMasteringの実践 課題の仕上げと疑問点の整理

準備学習　時間外学習 目標とするMixdown&Masteringのリファレンス音源を用意



120

(8単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Pre-production seminar(7)

必修
選択

担当教員
勝守理
深井誠

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

授業内容と意義を理解する/コンペコースに行くか特訓コー
スに行くか決める

デモ音源をボイスレコーダーで作ってくる

教員の略歴
アレンジ：古澤巌、平沼有梨、Meg　with　Sweep、亘肇夫
レコーディング:Kra 　作曲：騰訊や網易などの中国ゲーム等の活動を行う

授業の学習
内容

プロの作曲家として必要なプリプロをを作るために必要なスキルを習得する授業。プリプロダクションゼミ（コンペコース)を補完す
るような授業。プロの作曲家やエンジニアとして活躍できる人材になる。

到達目標 機材の名前や機能を把握しプリプロRoomを使えるようになる。楽曲のデモ（ベーシックアレンジまで）できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プリプロRoomに設置されている機材に関しての基礎的な理
解とマナーに関しての理解を得られる/メロディーを聴き取
りDAWに打ち込むことができる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なシンセサイザーのしくみを理解できるようになる/
メロディーに対し簡単なリズムを打ち込むことができる（クオ
ンタイズ、ベロシティ）

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

DAWについての基礎知識を理解することができる/ループ
の組み合わせで音楽を作ることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

DAW周りの機材や配線を理解することができる/バックト
ラックに対してメロディーをつけることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

デジタルの機材や配線、設定などを理解することができる/
状況に合わせてメロディーやトラックを変更することができ
る

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（コ
ンプ、EQ）/ドラムの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（リ
バーブ、ディレイ）/ベースの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

ピアノの打ち込み/完成したデモ楽曲を視聴して足りないと
ころを理解する

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/チーム決め ワークシート

クライアントの評価とリテイク ワークシート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 楽曲制作



120

(8単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 2月11日 講義・演習

15 2月18日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Pre-production seminar(8)

必修
選択

担当教員
勝守理
深井誠

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

授業内容と意義を理解する/コンペコースに行くか特訓コー
スに行くか決める

デモ音源をボイスレコーダーで作ってくる

教員の略歴
アレンジ：古澤巌、平沼有梨、Meg　with　Sweep、亘肇夫
レコーディング:Kra  　作曲：騰訊や網易などの中国ゲーム等の活動を行う

授業の学習
内容

プロの作曲家として必要なプリプロをを作るために必要なスキルを習得する授業。プリプロダクションゼミ（コンペコース)を補完す
るような授業。プロの作曲家やエンジニアとして活躍できる人材になる。

到達目標 機材の名前や機能を把握しプリプロRoomを使えるようになる。楽曲のデモ（ベーシックアレンジまで）できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

プリプロRoomに設置されている機材に関しての基礎的な理
解とマナーに関しての理解を得られる/メロディーを聴き取
りDAWに打ち込むことができる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なシンセサイザーのしくみを理解できるようになる/
メロディーに対し簡単なリズムを打ち込むことができる（クオ
ンタイズ、ベロシティ）

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

DAWについての基礎知識を理解することができる/ループ
の組み合わせで音楽を作ることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

DAW周りの機材や配線を理解することができる/バックト
ラックに対してメロディーをつけることができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

デジタルの機材や配線、設定などを理解することができる/
状況に合わせてメロディーやトラックを変更することができ
る

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/コンペコースに行くか特訓
コースに行くか決める

Miniテスト

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（コ
ンプ、EQ）/ドラムの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

基礎的なエフェクターの仕組みと使いかたを理解できる（リ
バーブ、ディレイ）/ベースの打ち込みができるようになる

授業内に終わらなかったデータの作成

ピアノの打ち込み/完成したデモ楽曲を視聴して足りないと
ころを理解する

Miniテスト/授業内に終わらなかったデータの作成

クライアントの評価とリテイク/チーム決め ワークシート

クライアントの評価とリテイク ワークシート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

イベント実践を通して楽曲制作を学ぶ 楽曲制作

準備学習　時間外学習 楽曲制作



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Recording Chorus Work(7)

必修
選択

担当教員 近藤章裕

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

チーム構成、基礎知識、キックオフ

教員の略歴
SHINee,INFINITE,DOBERMAN INFINITY,DEEP SQUAD等のボーカルディレクター。今市隆二(３代目JSB), SALU, SWAY, 
DEEP SQUAD, 小柳ゆき等の楽曲コーラスアレンジ&ディレクターを担当。

授業の学習
内容

マーケティング4.0の先進ネット社会において、音源を遠隔で制作し高いクオリティを作る必要があることを理解し、
シンガーとして自立してレコーディングを行い、高いプロダクトクオリティを生み出す為に行われる授業。
レコーディングに関する必要なスキルを体得し知識を習得するための、
『学び→実践→体感→振り返り→気付き→学び』   このサイクルの実現。

到達目標 レコーディングにおいて高いプロダクトクオリティを生み出すレベルを理解、体感すること。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

 REC体験 基礎知識復習

REC実施、振り返りリフレクション 基礎知識復習

REC実施 基礎知識復習&振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 基礎知識復習&振り返り

REC実施 基礎知識復習&振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 基礎知識復習&振り返り

REC実施 基礎知識復習&振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 基礎知識復習&振り返り

REC実施 基礎知識復習&振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 基礎知識復習&振り返り

REC実施 基礎知識復習&振り返り

本番REC 実践

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

本番REC 実践

前期リフレクション セルフ・チームリフレクション

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Recording Chorus Work(8)

必修
選択

担当教員 近藤章裕

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

本番RECリフレクション 本番RECセルフリフレクション

教員の略歴
SHINee,INFINITE,DOBERMAN INFINITY,DEEP SQUAD等のボーカルディレクター。今市隆二(３代目JSB), SALU, SWAY, DEEP 
SQUAD, 小柳ゆき等の楽曲コーラスアレンジ&ディレクターを担当。

授業の学習
内容

マーケティング4.0の先進ネット社会において、音源を遠隔で制作し高いクオリティを作る必要があることを理解し、
シンガーとして自立してレコーディングを行い、高いプロダクトクオリティを生み出す為に行われる授業。
レコーディングに関する必要なスキルを体得し知識を習得するための、
『学び→実践→体感→振り返り→気付き→学び』   このサイクルの実現。

到達目標 レコーディングにおいて高いプロダクトクオリティを生み出すレベルを体得、実践すること。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

本番REC準備ミーティング 振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

REC実施、振り返りリフレクション 振り返り

本番REC 振り返り

本番REC 振り返り

本番REC 振り返り

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

本番REC 振り返り

ラストリフレクション 振り返り

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・ｺｰｽ スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Theory&Analysis(7)

必修
選択

担当教員 宮澤拓也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

メジャー・マイナーコード 授業内容の復習

教員の略歴 バークリー音楽大学卒、２００８年作家事務所SUPALOVEに所属。２０１９年独立。

授業の学習
内容

音楽理論、アナライズ（分析）、聴き取り、スコアライティングの学習を通して、
作曲・編曲・演奏（歌唱）をする為の音楽家力を高めます。

到達目標　
基礎であるコード、度数、メジャーダイアトニックを理解する。
シンプルな既存曲を自身でアナライズし理解した上で、自身の作曲およびプロデュースに活かせる様になる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる評価

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

メジャースケール・調・調号 授業内容の復習

スコアライティング① 授業内容の復習

スコアライティング② 授業内容の復習

音程① 授業内容の復習

音程② 授業内容の復習

音程③ 音程の転回。三和音 授業内容の復習

ダイアトニックコード① 授業内容の復習

ダイアトニックコード② 授業内容の復習

ドミナントモーション・機能 授業内容の復習

機能と終止、カデンツ① 授業内容の復習

機能と終止、カデンツ② 授業内容の復習

２－５－１ 授業内容の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

授業の振り返り レポート

授業の振り返り レポート

準備学習　時間外学習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・実習

2 10月9日 講義・実習

3 10月23日 講義・実習

4 10月30日 講義・実習

5 11月6日 講義・実習

6 11月13日 講義・実習

7 11月20日 講義・実習

8 11月27日 講義・実習

9 12月4日 講義・実習

10 12月18日 講義・実習

11 1月15日 講義・実習

12 1月22日 講義・実習

13 1月29日 講義・実習

14 2月12日 講義・実習

15 2月19日 講義・実習

学科・専攻 スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Theory&Analysis(8)

必修
選択

担当教員 宮澤拓也

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

メジャー・マイナーコード 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

教員の略歴 バークリー音楽大学卒、２００８年作家事務所SUPALOVEに所属。２０１９年独立。

授業の学習
内容

音楽理論、アナライズ（分析）、聴き取り、スコアライティングの学習を通して、
作曲・編曲・演奏（歌唱）をする為の音楽家力を高めます。

到達目標　
基礎であるコード、度数、メジャーダイアトニックを理解する。
シンプルな既存曲を自身でアナライズし理解した上で、自身の作曲およびプロデュースに活かせる様になる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる評価

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

メジャースケール・調・調号 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

スコアライティング① 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

スコアライティング② 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

音程① 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

音程② 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

音程③ 音程の転回。三和音 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

ダイアトニックコード① 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

ダイアトニックコード② 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

ドミナントモーション・機能 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

機能と終止、カデンツ① 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

機能と終止、カデンツ② 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

２－５－１ 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　

講師作成による教科書、　持ち物：筆記用具、五線紙

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して実習を学ぶ 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

イベント実践を通して実習を学ぶ 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習

準備学習　時間外学習 音楽理論の準備学習と授業内容の復習による時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義・演習

2 4月26日 講義・演習

3 5月10日 講義・演習

4 5月17日 講義・演習

5 5月24日 講義・演習

6 5月31日 講義・演習

7 6月7日 講義・演習

8 6月14日 講義・演習

9 6月21日 講義・演習

10 7月5日 講義・演習

11 7月12日 講義・演習

12 7月19日 講義・演習

13 8月30日 講義・演習

14 9月6日 講義・演習

15 9月13日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Digital Recording(7)

必修
選択

担当教員 勝守理

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

デジタルレコーディングとは？ 身の回りのデジタル録音

教員の略歴 30年間にわたり作編曲家、プロデューサー等に従事

授業の学習
内容

1コマの座学に引き続き座学の内容に基づいた1コマの実習を行う。デジタル録音の仕組みからスペックの見方など、すぐ実際に
役に立つ知識。現在音楽業界でスタンダードに行われているプロフェッショナルレベルの作業の実習。

到達目標
プロの作曲家、編曲家、エンジニア、アーティストとして最低限知っておかなければいけないデジタルの知識、録音、編集等のス
キルなどを身につける

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

デジタル化のしくみ、A/D　D/Aコンバーター、
サンプリング周波数ビット数とエイリアスと倍音

自分の機材を知る

各種フォーマット、S/PDIF、AES/EBU 、コアキシャル、オプ
ティカル、圧縮フォーマット

保存、接続、読み取り、書き出し

だまされずにカタログを読む、f特、ダイナミックレンジ、
THD+N、ワードクロックの問題

カタログを読み解く

MacとWin、ノートとデスクトップ、ハードウェア構成の問題、
ソフトアップデートの問題、自分のシステムを考える、

最適な構成を考える

他のシステムとの連携、互換、OMF、AAF、SMF データ互換

MIXの基本、リズムの修正、スライス、エラスティック 反復練習

エフェクト処理の基本、オートメーション、編集作業 反復練習

ステムミックス、パラレルミックス　 反復練習

ピッチ修正（オートチューン、オートモード） 反復練習

ピッチ修正（オートチューン、グラフィックモード1） 反復練習

ピッチ修正（オートチューン、グラフィックモード2、その他の
ソフト）

試験対策まとめ

前期まとめ、前期試験 完全解答作成

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してレコーディングスキルを学ぶ レコーディング機材の確認

イベント実践を通してレコーディングスキルを学ぶ レコーディング機材の確認

準備学習　時間外学習 レコーディング機材の確認
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義・演習

2 10月11日 講義・演習

3 10月18日 講義・演習

4 10月25日 講義・演習

5 11月1日 講義・演習

6 11月15日 講義・演習

7 11月22日 講義・演習

8 11月29日 講義・演習

9 12月6日 講義・演習

10 12月20日 講義・演習

11 1月17日 講義・演習

12 1月24日 講義・演習

13 1月31日 講義・演習

14 2月14日 講義・演習

15 2月21日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Digital Recording(8)

必修
選択

担当教員 勝守理

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

ボーカル録音1、レイテンシー、リフレクションフィルター 間違い探し1

教員の略歴 30年間にわたり作編曲家、プロデューサー等に従事

授業の学習
内容

1コマの座学に引き続き座学の内容に基づいた1コマの実習を行う。デジタル録音の仕組みからスペックの見方など、すぐ実際に
役に立つ知識。現在音楽業界でスタンダードに行われているプロフェッショナルレベルの作業の実習。

到達目標
プロの作曲家、編曲家、エンジニア、アーティストとして最低限知っておかなければいけないデジタルの知識、録音、編集等のス
キルなどを身につける

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ボーカル録音2、インプットミキサー、チャンネルストリップ 間違い探し2

アコースティックギター録音、バミリ、ディレクション 間違い探し3

エレキギター録音1、ユニゾンテクノロジー、プラグイン処理 反復練習

エレキギター録音2、スピーカーシミュレーター、
多くの方法の比較、歪み系エフェクター

反復練習

アナログ感と歪み1、歪みとレコーディングと音楽発展の歴
史

反復練習

アナログ感と歪み2、プラグイン処理、リアンプ 反復練習

マスタリング1、DAWプラグイン、AI処理 反復練習

マスタリング2、WaveLab、ISRC、JAN 反復練習

ノイズ対策、アナログ部分、デジタル部分、ノイズ除去 反復練習

総合実習1（色） 表現力考察

総合実習2（国） 試験対策まとめ

後期まとめ、後期試験 完全解答作成

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してレコーディングスキルを学ぶ レコーディング機材の確認

イベント実践を通してレコーディングスキルを学ぶ レコーディング機材の確認

準備学習　時間外学習 レコーディング機材の確認
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Artist's SNS Management(7)

必修
選択

担当教員 おにゅー

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

オリエンテーション 軽い自己紹介を考えてきてもらう

教員の略歴
BIGOLIVE、Pocochaにて3年ライバーとして活動。BIGO LIVEにて月収100万円超えのマンスリーミリオンを7ヶ月継続。Pocochaで
は最高ランクS5ランク。アプリ内イベントにて多数広告掲載経験有。ライバー事務所のぞプロで2年ほどマネジメントを担当

授業の学習
内容

ライブ配信やSNSは、これからの時代のエンタメ界にとって必要不可欠となってきます。
たくさんのファンに支持してもらえるような人材になるため、
自己プロデュース能力の向上・SNSのフォロワー増加・ライブ配信を使ってのコミュニケーションの取り方・集客力の上げ方などを
学んで行ってほしいと思います。

到達目標 SNS活用術の向上。フォロワーの増加。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ライバーという職業について 軽い自己紹介を考えてきてもらう

配信アプリの種類と特色 軽い自己紹介を考えてきてもらう

事務所契約について 軽い自己紹介を考えてきてもらう

配信機材、レコーディング機材 TwitterとInstagramのアカウント作成

SNS活用術・フォロワーを伸ばすには？ 一週間SNS投稿をしてもらい、リーチ数を比較

SNS実践編〜アルゴリズムを知ろう〜
メイク、髪型、洋服着こなしなど練習（メイク道具を持ってき
てもらう）

SNS投稿〜投稿に必要なアプリ〜 自撮り、他撮り、加工、動画撮影などの実践、投稿

SNS投稿②〜ショート動画を作れるようになろう〜 自撮り、他撮り、加工、動画撮影などの実践、投稿

SNS投稿③〜実際に投稿してみよう〜 自撮り、他撮り、加工、動画撮影などの実践、投稿

SNS投稿④〜添削会〜 マインドセット

自己プロデュース能力〜見た目を磨く〜 アカウント作成

前期テスト、アンケート アカウント作成

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

システム講座（Tik Tok) アカウント作成

システム講座実践編（Tik Tok)　編集技術向上 編集アプリダウンロード、編集、投稿。

準備学習　時間外学習 授業で教わった内容の復習と事前予習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Artist's SNS Management(8)

必修
選択

担当教員 おにゅー

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

コミュニケーション能力〜傾聴力〜 Pocochaはシステムが多いので、小テスト実施

教員の略歴
BIGOLIVE、Pocochaにて3年ライバーとして活動。BIGO LIVEにて月収100万円超えのマンスリーミリオンを7ヶ月継続。Pocochaで
は最高ランクS5ランク。アプリ内イベントにて多数広告掲載経験あり。ライバー事務所のぞプロで2年ほどマネジメントを担当。

授業の学習
内容

ライブ配信やSNSは、これからの時代のエンタメ界にとって必要不可欠となってきます。
たくさんのファンに支持してもらえるような人材になるため、
自己プロデュース能力の向上・SNSのフォロワー増加・ライブ配信を使ってのコミュニケーションの取り方・集客力の上げ方などを
学んで行ってほしいと思います。

到達目標 SNS活用術の向上。フォロワーの増加。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

コミュニケーション能力〜話す力〜 授業で教わった内容の復習と事前予習

コミュニケーション能力〜人に好かれる話し方〜 授業で教わった内容の復習と事前予習

コミュニケーション能力〜雑談力〜 授業で教わった内容の復習と事前予習

ライブ配信概論〜ライブ配信とは？〜 授業で教わった内容の復習と事前予習

Vライバーについて 授業で教わった内容の復習と事前予習

配信アプリの仕組み（IRIAM、Pococha） 授業で教わった内容の復習と事前予習

メンタルを正しく保とう 授業で教わった内容の復習と事前予習

YouTube概論〜YouTubeとは〜 授業で教わった内容の復習と事前予習

YouTube概論〜 授業で教わった内容の復習と事前予習

SNSとYouTubeを上手く使いこなそう 授業で教わった内容の復習と事前予習

テスト前復習、後期まとめ 良かった点・反省点・改善案　発表

後期テスト 授業で教わった内容の復習と事前予習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

ライブ配信実践編Tiik Tok② 授業で教わった内容の復習と事前予習

配信振り返り 授業で教わった内容の復習と事前予習

準備学習　時間外学習 授業で教わった内容の復習と事前予習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習 イベント実践を通してWeb3を学ぶ

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Web3 Music Lab（7）

必修
選択

担当教員 斎藤喜寛

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

オリエンテーション
本講義で何を実践するのか？自分は何で貢献できるの
か？を考える

教員の略歴 音楽テクノロジー企業の経営者、作曲家。音楽領域のAIやブロックチェーンの研究を行なっている。

授業の学習
内容

Web3、AIなど、最新のテクノロジーを使用した、これからの音楽ビジネスの可能性を探る。
前半はAIを使用して、自ら対話できるAI Vtuberの開発と配信を実践。
後半はAIで作ったバーチャルアイドルの音楽作品を、Web3で収益化する試みを行う。

到達目標 作成したバーチャルアイドルの音楽作品をWeb3プロジェクトとしてリリース。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

AI Vtuber開発〜配信の流れ AI Vtuberの概要について学ぶ

AI Vtuberキャラクター設定 AI Vtuberのキャラクターについて各自考える

開発環境構築 AI Vtuberを開発するための基礎を学ぶ

LLMとOpen AI API AI対話を実現するためのLLMについて学ぶ

ChatGPT開発 ChatGPTを開発する方法を学ぶ

AI Vtuberに会話させるための開発 Part1 Ai Vtuberが会話できるように開発 Part1

AI Vtuberに会話させるための開発 Part2 Ai Vtuberが会話できるように開発 Part2

AI Vtuber チャット開発 Part1 AI Vtuberがリスナーと対話できるようにする Part1

AI Vtuber チャット開発 Part2 AI Vtuberがリスナーと対話できるようにする Part2

バーチャルアバター制作 AI Vtuberのための2Dアバターを制作

配信実践 Part1 実際にAI Vtuber配信を行ってみましょう

配信実践 Part2 実際にAI Vtuber配信を行ってみましょう

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

復習

イベント実践を通してWeb3を学ぶ 復習

準備学習　時間外学習 各回テーマについて自分で調べておく。

　【使用教科書・教材・参考書】　



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習 イベント実践を通してWeb3を学ぶ

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Web3 Music Lab（8）

必修
選択

担当教員 斎藤喜寛

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

Web３プロジェクトオリエンテーション プロジェクト概要の理解

教員の略歴 音楽テクノロジー企業の経営者、作曲家。音楽領域のAIやブロックチェーンの研究を行なっている。��������

授業の学習
内容

Web3、AIなど、最新のテクノロジーを使用した、これからの音楽ビジネスの可能性を探る。
前半はAIを使用して、自ら対話できるAI Vtuberの開発と配信を実践。
後半はAIで作ったバーチャルアイドルの音楽作品を、Web3で収益化する試みを行う。

到達目標 作成したバーチャルアイドルの音楽作品をWeb3プロジェクトとしてリリース。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

バーチャルアイドル楽曲制作Part1 バーチャルアイドル用音楽制作

バーチャルアイドル楽曲制作Part2 バーチャルアイドル用音楽制作

バーチャルアイドル楽曲制作Part3 バーチャルアイドル用音楽制作

バーチャルアイドル楽曲制作Part4 バーチャルアイドル用音楽制作

バーチャルアイドル楽曲制作Part5 バーチャルアイドル用音楽制作

バーチャルアイドル楽曲制作Part6 バーチャルアイドル用音楽制作

Web３プロジェクト実践Part1 Web3音楽プロジェクトをバーチャルアイドル曲で実践

Web３プロジェクト実践Part2 Web3音楽プロジェクトをバーチャルアイドル曲で実践

Web３プロジェクト実践Part3 Web3音楽プロジェクトをバーチャルアイドル曲で実践

Web３プロジェクト実践Part4 Web3音楽プロジェクトをバーチャルアイドル曲で実践

Web３プロジェクト実践Part5 Web3音楽プロジェクトをバーチャルアイドル曲で実践

総括 本講義の総括を行う

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

復習

イベント実践を通してWeb3を学ぶ 復習

準備学習　時間外学習 プロジェクトの実装・運営と音楽制作

　【使用教科書・教材・参考書】　



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義・演習

2 4月27日 講義・演習

3 5月18日 講義・演習

4 5月25日 講義・演習

5 6月1日 講義・演習

6 6月8日 講義・演習

7 6月15日 講義・演習

8 6月22日 講義・演習

9 7月6日 講義・演習

10 7月13日 講義・演習

11 7月20日 講義・演習

12 8月24日 講義・演習

13 8月31日 講義・演習

14 9月7日 講義・演習

15 9月14日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプレーヤーの責任を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

イベント実践を通してスタッフとのコミュニケーションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

準備学習　時間外学習

楽曲の構成組み立てを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

アドリブやセッションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

前期全ての要素を取り入れた実践学習����� 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

コード理論（ノンダイアトニック）を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

スケールを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

コードから作れるフレーズを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

人と人のコミュニケーションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

音でのコミュニケーション方法を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

コード理論（ダイアトニック）を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

テンポ感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

リズム感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

メロディ感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

大編成の中で演奏し体験する 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

教員の略歴
石戸谷：管楽器奏者兼作編曲家。国立音楽大学卒業後スタジオミュージシャンとして活動、アーティストのツアーサポートも務める
坂東：国立音楽大学卒業後サクソフォン奏者として活動する傍ら専門学校などで指導もしている。

授業の学習
内容

さまざまなジャンルの音楽を通して、技術に留まらず、音楽の歴史や、アンサンブル力、協調性、団体行動など音楽を生業にして
いく為の全ての要素を体験する授業。

到達目標 音楽のジャンルやさまざまな編成に対して柔軟に対応できるスキルを身につける。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
石戸谷斉
坂東邦宣

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 BIGBAND(7)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月5日 講義・演習

2 10月12日 講義・演習

3 10月19日 講義・演習

4 10月26日 講義・演習

5 11月2日 講義・演習

6 11月16日 講義・演習

7 11月23日 講義・演習

8 11月30日 講義・演習

9 12月7日 講義・演習

10 12月21日 講義・演習

11 1月18日 講義・演習

12 1月25日 講義・演習

13 2月1日 講義・演習

14 2月8日 講義・演習

15 2月15日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してパフォーマンス力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

イベント実践を通して成功体験を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

準備学習　時間外学習

客席を意識したパフォーマンス力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

バンド全体のプロデュース力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

本番前、本番中のメンタルコントロールを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

Jazz音楽の歴史を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

映画音楽を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

一つのショーとしての楽曲の構成力や流れを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

演奏におけるコールアンドレスポンスを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

コールアンドレスポンスの自発的な発信力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

クラシック音楽の歴史を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

指揮の見方読み取り方を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

グルーブを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

グルーブを自ら演奏し発信力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

アンサンブルを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

教員の略歴
石戸谷：管楽器奏者兼作編曲家。国立音楽大学卒業後スタジオミュージシャンとして活動、アーティストのツアーサポートも務める
坂東：国立音楽大学卒業後サクソフォン奏者として活動する傍ら専門学校などで指導もしている。

授業の学習
内容

さまざまなジャンルの音楽を通して、技術に留まらず、音楽の歴史や、アンサンブル力、協調性、団体行動など音楽を生業にして
いく為の全ての要素を体験する授業。

到達目標 音楽のジャンルやさまざまな編成に対して柔軟に対応できるスキルを身につける。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
石戸谷斉
坂東邦宣

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 BIGBAND(8)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Gospel Ensemble(7)

必修
選択

担当教員 池末信

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

説明、NLPワーク、新曲2曲レクチャー 課題曲予習

教員の略歴
アメリカを代表するゴスペルアーティストRichard Hartley、グラミー賞3回受賞のDorinda Clark Coleが参画する
NYゴスペルフェスティバルへ日本代表ディレクターとして共演、指揮とリードを担当し高い評価を受ける。

授業の学習
内容

世界を代表するミュージシャンの多くが基盤に置く、二グロスピリチュアル（黒人霊歌）のコンテンポラリーゴスペル（近代的なゴス
ペル）を中心に、オーセンティック（本格的）なゴスペルのサウンドを作る為の声、歌、グルーブ、リズム、パフォーマンス、表現、心
その全てからグローバル基準で学ぶ。
また、選択理論、NLP（神経言語プログラミング）、プレイフルラーニング・シンキング、GRIT、メディテーションなどのワークを実践
し、学ぶ上での精神衛生を整えること、学ぶ上での環境を全員でデザインすること、仲間を思いやり相乗効果を高める最大の
WIN-WINを仲間との関係に産むこと、ワクワクすることなどを学び得る。

到達目標
「上記学習内容が自分にとってプラスに働く」「上記内容が自分自身を自由にさせる」「この学びの先に本物になれる」
それらを体感し信じれること。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

メディテーションワーク、2曲復習、新曲1曲 楽曲復習、学びの振り返り

3曲復習、新曲1曲、1曲パフォーマンス 楽曲復習、学びの振り返り

楽曲復習、パフォーマンスレクチャー 楽曲復習、学びの振り返り、動き復習

楽曲復習、パフォーマンスレクチャー 楽曲復習、学びの振り返り、動き復習

3曲新曲、選択理論ワーク 楽曲復習、学びの振り返り

3曲復習、新曲1曲、クラス内パフォーマンス 楽曲復習、学びの振り返り、動き復習

3曲復習、新曲1曲、クラス内パフォーマンス 楽曲復習、学びの振り返り、動き復習

プレイフルワーク、楽曲復習 楽曲復習、学びの振り返り

楽曲復習、新曲レクチャー 楽曲復習、学びの振り返り

楽曲復習、新曲レクチャー 楽曲復習、学びの振り返り

楽曲復習、ケィティワーク 楽曲復習、学びの振り返り

新曲レクチャー 楽曲復習、学びの振り返り

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

準備学習　時間外学習 イベント課題曲のアナライズ



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Gospel Ensemble（8）

必修
選択

担当教員 池末信

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

選択理論ワーク、新曲3曲レクチャー 前期の振り返り

教員の略歴
アメリカを代表するゴスペルアーティストRichard Hartley、グラミー賞3回受賞のDorinda Clark Coleが参画する
NYゴスペルフェスティバルへ日本代表ディレクターとして共演、指揮とリードを担当し高い評価を受ける。

授業の学習
内容

世界を代表するミュージシャンの多くが基盤に置く、二グロスピリチュアル（黒人霊歌）のコンテンポラリーゴスペル（近代的なゴス
ペル）を中心に、オーセンティック（本格的）なゴスペルのサウンドを作る為の声、歌、グルーブ、リズム、パフォーマンス、表現、心
その全てからグローバル基準で学ぶ。
また、選択理論、NLP（神経言語プログラミング）、プレイフルラーニング・シンキング、GRIT、メディテーションなどのワークを実践
し、学ぶ上での精神衛生を整えること、学ぶ上での環境を全員でデザインすること、仲間を思いやり相乗効果を高める最大の
WIN-WINを仲間との関係に産むこと、ワクワクすることなどを学び得る。

到達目標
「上記学習内容が自分にとってプラスに働く」「上記内容が自分自身を自由にさせる」「この学びの先に本物になれる」
それらを体感し信じれること。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

楽曲復習 楽曲復習、学びの振り返り

楽曲復習 楽曲復習、学びの振り返り、動き復習

新曲2曲レクチャー、パフォーマンスレクチャー 楽曲復習、学びの振り返り、動き復習

楽曲復習、動き復習 楽曲復習、学びの振り返り

ケイティワーク、2曲新曲 楽曲復習、学びの振り返り、動き復習

楽曲復習、動き復習 楽曲復習、学びの振り返り

楽曲復習 楽曲復習、学びの振り返り

新曲2曲レクチャー、楽曲復習 楽曲復習、学びの振り返り

We Areリハーサル演習 楽曲復習、学びの振り返り

We Areリハーサル演習 楽曲復習、学びの振り返り

We Areリハーサル演習 楽曲復習、学びの振り返り

総復習 楽曲復習、学びの振り返り

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

準備学習　時間外学習 イベント課題曲のアナライズ



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義・演習 課題曲各パートの予習

2 4月26日 講義・演習 課題曲各パートの予習

3 5月10日 講義・演習 課題曲各パートの予習

4 5月17日 講義・演習 課題曲各パートの予習

5 5月24日 講義・演習 課題曲各パートの予習

6 5月31日 講義・演習 課題曲各パートの予習

7 6月7日 講義・演習 課題曲各パートの予習

8 6月14日 講義・演習 課題曲各パートの予習

9 6月21日 講義・演習 課題曲各パートの予習

10 7月5日 講義・演習 課題曲各パートの予習

11 7月12日 講義・演習 課題曲各パートの予習

12 7月19日 講義・演習 課題曲各パートの予習

13 8月30日 講義・演習 課題曲各パートの予習

14 9月6日 講義・演習 イベント曲の予習

15 9月13日 講義・演習 イベント曲の予習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Neosoul&Funk Ensemble A(7)

必修
選択

担当教員

廣瀬昌明
遠藤敬三
仲澤友裕 

潤豊授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

2 of earth（1）

教員の略歴 アーティストのプロデュース，ライブサポート，レコーディングなど。

授業の学習
内容

Neo Soul,Funk曲を4リズム（Dr,Bass,Guitar,Key）+ボーカルでアンサンブル

到達目標
R&B,Black Music,Funk,Hip Hop,Jazz Fusionなど，コンテンポラリー・ミュージックの基礎となり，グルーブを主体とする楽曲(歌あ
り）を中心に，アンサンブル能力，セッション能力，パフォーマンス能力を高める。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

前期からのピックアップ

2 of earth（2）

The Jugglers(1)

The Jugglers(2)

Singing Queen(1)

Singing Queen(2)

Thinking(1)

Thinking(2)

Always Here(1)

Always Here(2)

Cha Gonna(1)

Cha Gonna(2)

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してソロを学ぶ

イベント実践を通してパフォーマンスを学ぶ

準備学習　時間外学習 課題曲の練習、見直し、次の週の課題曲の予習をする

　【使用教科書・教材・参考書】　

追加資料、次週の資料などをPDFで配布するため、iPad・iPhoneなどを持ってきてください。



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義・演習 課題曲各パートの予習

2 10月11日 講義・演習 課題曲各パートの予習

3 10月18日 講義・演習 課題曲各パートの予習

4 10月25日 講義・演習 課題曲各パートの予習

5 11月1日 講義・演習 課題曲各パートの予習

6 11月15日 講義・演習 課題曲各パートの予習

7 11月22日 講義・演習 課題曲各パートの予習

8 11月29日 講義・演習 課題曲各パートの予習

9 12月6日 講義・演習 課題曲各パートの予習

10 12月20日 講義・演習 課題曲各パートの予習

11 1月17日 講義・演習 課題曲各パートの予習

12 1月24日 講義・演習 課題曲各パートの予習

13 1月31日 講義・演習 課題曲各パートの予習

14 2月14日 講義・演習 イベント曲の予習

15 2月21日 講義・演習 イベント曲の予習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Neosoul&Funk Ensemble A(8)

必修
選択

担当教員

廣瀬昌明
遠藤敬三
仲澤友裕 

潤豊授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

Goin’ on(1)

教員の略歴 アーティストのプロデュース，ライブサポート，レコーディングなど。

授業の学習
内容

Neo Soul,Funk曲を4リズム（Dr,Bass,Guitar,Key）+ボーカルでアンサンブル

到達目標
R&B,Black Music,Funk,Hip Hop,Jazz Fusionなど，コンテンポラリー・ミュージックの基礎となり，グルーブを主体とする楽曲(歌あ
り）を中心に，アンサンブル能力，セッション能力，パフォーマンス能力を高める。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

Still Friend(2)

Goin’ on(2)

Crazy Lace(1)

Crazy Lace(2)

Cosmic Girl(1)

Cosmic Girl(2)

That X’mas(1)

That X’mas(2)

Still Friend(2)

Golden(1)

Golden(2)

Still Friend(1)

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してソロを学ぶ

イベント実践を通してパフォーマンスを学ぶ

準備学習　時間外学習 課題曲の練習、見直し、次の週の課題曲の予習をする

　【使用教科書・教材・参考書】　

追加資料、次週の資料などをPDFで配布するため、iPad・iPhoneなどを持ってきてください。



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義・演習 課題曲各パートの予習

2 4月26日 講義・演習 課題曲各パートの予習

3 5月10日 講義・演習 課題曲各パートの予習

4 5月17日 講義・演習 課題曲各パートの予習

5 5月24日 講義・演習 課題曲各パートの予習

6 5月31日 講義・演習 課題曲各パートの予習

7 6月7日 講義・演習 課題曲各パートの予習

8 6月14日 講義・演習 課題曲各パートの予習

9 6月21日 講義・演習 課題曲各パートの予習

10 7月5日 講義・演習 課題曲各パートの予習

11 7月12日 講義・演習 課題曲各パートの予習

12 7月19日 講義・演習 課題曲各パートの予習

13 8月30日 講義・演習 課題曲各パートの予習

14 9月6日 講義・演習 イベント曲の予習

15 9月13日 講義・演習 イベント曲の予習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Neosoul&Funk Ensemble B(7)

必修
選択

担当教員

廣瀬昌明
遠藤敬三
仲澤友裕 

潤豊授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

2 of earth（1）

教員の略歴 アーティストのプロデュース，ライブサポート，レコーディングなど。

授業の学習
内容

Neo Soul,Funk曲を4リズム（Dr,Bass,Guitar,Key）+ボーカルでアンサンブル

到達目標
R&B,Black Music,Funk,Hip Hop,Jazz Fusionなど，コンテンポラリー・ミュージックの基礎となり，グルーブを主体とする楽曲(歌あ
り）を中心に，アンサンブル能力，セッション能力，パフォーマンス能力を高める。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

前期からのピックアップ

2 of earth（2）

The Jugglers(1)

The Jugglers(2)

Singing Queen(1)

Singing Queen(2)

Thinking(1)

Thinking(2)

Always Here(1)

Always Here(2)

Cha Gonna(1)

Cha Gonna(2)

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してソロを学ぶ

イベント実践を通してパフォーマンスを学ぶ

準備学習　時間外学習 課題曲の練習、見直し、次の週の課題曲の予習をする

　【使用教科書・教材・参考書】　

追加資料、次週の資料などをPDFで配布するため、iPad・iPhoneなどを持ってきてください。



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義・演習 課題曲各パートの予習

2 10月11日 講義・演習 課題曲各パートの予習

3 10月18日 講義・演習 課題曲各パートの予習

4 10月25日 講義・演習 課題曲各パートの予習

5 11月1日 講義・演習 課題曲各パートの予習

6 11月15日 講義・演習 課題曲各パートの予習

7 11月22日 講義・演習 課題曲各パートの予習

8 11月29日 講義・演習 課題曲各パートの予習

9 12月6日 講義・演習 課題曲各パートの予習

10 12月20日 講義・演習 課題曲各パートの予習

11 1月17日 講義・演習 課題曲各パートの予習

12 1月24日 講義・演習 課題曲各パートの予習

13 1月31日 講義・演習 課題曲各パートの予習

14 2月14日 講義・演習 イベント曲の予習

15 2月21日 講義・演習 イベント曲の予習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Neosoul&Funk Ensemble B(8)

必修
選択

担当教員

廣瀬昌明
遠藤敬三
仲澤友裕 

潤豊授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

Goin’ on(1)

教員の略歴 アーティストのプロデュース，ライブサポート，レコーディングなど。

授業の学習
内容

Neo Soul,Funk曲を4リズム（Dr,Bass,Guitar,Key）+ボーカルでアンサンブル

到達目標
R&B,Black Music,Funk,Hip Hop,Jazz Fusionなど，コンテンポラリー・ミュージックの基礎となり，グルーブを主体とする楽曲(歌あ
り）を中心に，アンサンブル能力，セッション能力，パフォーマンス能力を高める。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

Still Friend(2)

Goin’ on(2)

Crazy Lace(1)

Crazy Lace(2)

Cosmic Girl(1)

Cosmic Girl(2)

That X’mas(1)

That X’mas(2)

Still Friend(2)

Golden(1)

Golden(2)

Still Friend(1)

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してソロを学ぶ

イベント実践を通してパフォーマンスを学ぶ

準備学習　時間外学習 課題曲の練習、見直し、次の週の課題曲の予習をする

　【使用教科書・教材・参考書】　

追加資料、次週の資料などをPDFで配布するため、iPad・iPhoneなどを持ってきてください。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Hot Pop Band Ensemble A(7)

必修
選択

担当教員

石戸谷斉
近藤寿

キム・ゴン
ヒョン授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

プレーヤーとしての心得や視点を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

教員の略歴 J-POPのツアーサポートやレコーディングなど、スタジオミュージシャンとして活動。

授業の学習
内容

現在流行の楽曲やポップス音楽の中でスタンダード言われる楽曲を使って、
より実践に近い形でアンサンブル体験をする授業。

到達目標 ボーカルや楽器プレーヤー同士、人と人だけでなく音でコミュニケーションが取れる様になる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

テンポ感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

リズム感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

メロディ感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

人と人のコミュニケーションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

音でのコミュニケーション方法を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

グルーブを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

グルーブを自ら演奏し発信力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

邦楽と洋楽の演奏におけるアプローチの違いを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

洋楽におけるリズムアプローチを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

音楽のコールアンドレスポンスを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

セッションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

前期全ての要素を取り入れた実践学習 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプレーヤーの責任を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

イベント実践を通してスタッフとのコミュニケーションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

準備学習　時間外学習 楽曲の聴き込み、譜読み、練習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Hot Pop Band Ensemble A(8)

必修
選択

担当教員

石戸谷斉
近藤寿

キム・ゴン
ヒョン授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

イヤーモニターを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

教員の略歴 J-POPのツアーサポートやレコーディングなど、スタジオミュージシャンとして活動。

授業の学習
内容

現在流行の楽曲やポップス音楽の中でスタンダード言われる楽曲を使って、
より実践に近い形でアンサンブル体験をする授業。

到達目標 より実践的な環境で、仕事に即戦力となれるレベルに辿り着く事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

クリックと演奏の位置関係やバランスを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

録音のプレイバックを聴きギャップを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

楽曲やジャンルにおける音色を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

ソロやフェイクの構築方法を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

ソリストとしてのメンタルを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

アコースティック楽曲を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

EDMを意識した楽曲を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

SNSを意識した発信力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

一つのショーとしての楽曲の構成力や流れを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

客席を意識したパフォーマンス力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

バンド全体のプロデュース力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

本番前、本番中のメンタルコントロールを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してパフォーマンス力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

イベント実践を通して成功体験を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

準備学習　時間外学習 楽曲の聴き込み、譜読み、練習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 5月8日 講義・演習

3 5月15日 講義・演習

4 5月22日 講義・演習

5 5月29日 講義・演習

6 6月5日 講義・演習

7 6月12日 講義・演習

8 6月19日 講義・演習

9 6月26日 講義・演習

10 7月3日 講義・演習

11 7月10日 講義・演習

12 7月17日 講義・演習

13 8月28日 講義・演習

14 9月4日 講義・演習

15 9月11日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Hot Pop Band Ensemble B(7)

必修
選択

担当教員

石戸谷斉
近藤寿

キム・ゴン
ヒョン授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

プレーヤーとしての心得や視点を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

教員の略歴 J-POPのツアーサポートやレコーディングなど、スタジオミュージシャンとして活動。

授業の学習
内容

現在流行の楽曲やポップス音楽の中でスタンダード言われる楽曲を使って、
より実践に近い形でアンサンブル体験をする授業。

到達目標 ボーカルや楽器プレーヤー同士、人と人だけでなく音でコミュニケーションが取れる様になる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

テンポ感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

リズム感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

メロディ感を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

人と人のコミュニケーションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

音でのコミュニケーション方法を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

グルーブを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

グルーブを自ら演奏し発信力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

邦楽と洋楽の演奏におけるアプローチの違いを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

洋楽におけるリズムアプローチを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

音楽のコールアンドレスポンスを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

セッションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

前期全ての要素を取り入れた実践学習 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプレーヤーの責任を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

イベント実践を通してスタッフとのコミュニケーションを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

準備学習　時間外学習 楽曲の聴き込み、譜読み、練習



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月23日 講義・演習

4 10月30日 講義・演習

5 11月6日 講義・演習

6 11月13日 講義・演習

7 11月20日 講義・演習

8 11月27日 講義・演習

9 12月4日 講義・演習

10 12月18日 講義・演習

11 1月15日 講義・演習

12 1月22日 講義・演習

13 1月29日 講義・演習

14 2月12日 講義・演習

15 2月19日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Hot Pop Band Ensemble B(8)

必修
選択

担当教員

石戸谷斉
近藤寿

キム・ゴン
ヒョン授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

イヤーモニターを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

教員の略歴 J-POPのツアーサポートやレコーディングなど、スタジオミュージシャンとして活動。

授業の学習
内容

現在流行の楽曲やポップス音楽の中でスタンダード言われる楽曲を使って、
より実践に近い形でアンサンブル体験をする授業。

到達目標 より実践的な環境で、仕事に即戦力となれるレベルに辿り着く事。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

クリックと演奏の位置関係やバランスを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

録音のプレイバックを聴きギャップを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

楽曲やジャンルにおける音色を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

ソロやフェイクの構築方法を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

ソリストとしてのメンタルを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

アコースティック楽曲を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

EDMを意識した楽曲を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

SNSを意識した発信力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

一つのショーとしての楽曲の構成力や流れを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

客席を意識したパフォーマンス力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

バンド全体のプロデュース力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

本番前、本番中のメンタルコントロールを学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してパフォーマンス力を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

イベント実践を通して成功体験を学ぶ 楽曲の聴き込み、譜読み、練習

準備学習　時間外学習 楽曲の聴き込み、譜読み、練習



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Broadway Seminar(7)

必修
選択

担当教員 吉田華奈

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

授業内容と目的の説明、ストレッチ、ダンス、曲 曲、ダンスの予習

教員の略歴
THE SOULMATICSのメンバーとしてDreams come true、湘南乃風、福原美穂などのレコーディングやコーラスに
参加。auやアクエリアスのCMレコーディングやミュージックフェアで谷村新司、和田アキ子と共演

授業の学習
内容

ミュージカルの曲を使い、ダンスや歌、パフォーマンス、心の開放を学ぶ。
クラス内の大小グループで一緒に作品を作り上げる過程でコミュニケーションを学び、
喜びや学びを共有する、体感する。

到達目標
シンガーにおけるパフォーマンスの重要性を理解し、パフォーマンス力を高める。
物語のストーリーや背景、各曲の心情を理解し心を開放して表現に没頭できるようにする。
コミュニケーション力を高める。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ストレッチ、ダンス、曲、感情の開放ゲーム 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲、インプロ 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲、ポエム説明 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲、ポエム発表 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ/ポエム

ストレッチ、ダンス、曲、インプロ 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲、自分のリード曲の
ミュージカルを調べ発表

課題曲のストーリーや背景を調べる、感情のリンク

ストレッチ、ダンス、曲、自分のリード曲の
ポエム発表

曲復習/ポエム

ストレッチ、ダンス、曲 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、グループ曲 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、グループ曲、衣装チェック 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、発表会の練習 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

ストレッチ、衣装を着て発表会の流れで練習 曲、ダンスの復習/ブラッシュアップ

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Broadway Seminar(8)

必修
選択

担当教員 吉田華奈

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

ストレッチ、ダンス、曲、インプロ 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

教員の略歴
THE SOULMATICSのメンバーとしてDreams come true、湘南乃風、福原美穂などのレコーディングやコーラスに
参加。auやアクエリアスのCMレコーディングやミュージックフェアで谷村新司、和田アキ子と共演

授業の学習
内容

ミュージカルの曲を使い、ダンスや歌、パフォーマンス、心の開放を学ぶ。
クラス内の大小グループで一緒に作品を作り上げる過程でコミュニケーションを学び、
喜びや学びを共有する、体感する。

到達目標
シンガーにおけるパフォーマンスの重要性を理解し、パフォーマンス力を高める。
物語のストーリーや背景、各曲の心情を理解し心を開放して表現に没頭できるようにする。
コミュニケーション力を高める。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ストレッチ、ダンス、曲 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲、インプロ 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲、インプロ 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲、グループ曲発表 課題曲のストーリーや背景を調べる、感情のリンク/ポエム

ストレッチ、ダンス、曲、自分のリード曲の
ミュージカル、ポエム発表

曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、曲 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、グループ曲 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、ダンス、グループ曲、衣装チェック 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、発表会の練習 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

ストレッチ、衣装を着て発表会の流れで練習 曲、ダンスの復習／ブラッシュアップ

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

準備学習　時間外学習
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月16日 講義・演習

2 5月7日 講義・演習

3 5月14日 講義・演習

4 5月21日 講義・演習

5 5月28日 講義・演習

6 6月4日 講義・演習

7 6月11日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月3日 講義・演習

15 9月10日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

配布資料・音源

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してアンサンブルを学ぶ 楽曲の予習・復習

イベント実践を通してアンサンブルを学ぶ 楽曲の予習・復習

準備学習　時間外学習 事前に配布される資料の予習を行う。授業で学んだことを復習し、次の授業に備える。1日1時間程度。

分数コードとシンコペーションをテーマにしたストレート8ビー
ト。解説と演習をする。

Week6の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

分数コードとシンコペーションをテーマにしたストレート8ビー
ト。解説と演習をする。

Week6配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week7の予
習。

簡単なコード進行でレゲェ・フィールを解説と演習をする。 Week7の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

8小節ブルース進行でスウィング8ビート。解説と演習をす
る。

Week4配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week5の予
習。

シンコペーションをテーマにしたストレート8ビート。解説と演
習をする。

Week5の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

シンコペーションをテーマにしたストレート8ビート。解説と演
習をする。

Week5配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week6の予
習。

12小節ブルース進行でスウィング8ビート。解説と演習をす
る。

Week3の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

12小節ブルース進行でスウィング8ビート。解説と演習をす
る。

Week3配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week4の予
習。

8小節ブルース進行でスウィング8ビート。解説と演習をす
る。

Week4の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

簡単なコード進行でストレート8ビート。解説と演習をする。
Week1配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week2の予
習。

12小節ブルース進行でストレート8ビート。解説と演習をす
る。

Week2の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

12小節ブルース進行でストレート8ビート。解説と演習をす
る。

Week2配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week3の予
習。

簡単なコード進行でストレート8ビート。解説と演習をする。 Week1の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

教員の略歴 ライブ・レコーディング活動を行う

授業の学習
内容

スタンダードなサンプル曲を通して基本的なビートとフィール(ジャンル）を体感し、アンサンブルにおけるコミュニケーション（アイコ
ンタクトなど）やハプニングなどへの対処法を教授する。またコード進行をアナライズすることによりスケールへの理解を深め、ソ
ロに対する自己研究課題へ繋げることを促す。

到達目標
インストゥルメンタル（楽器のみ）の演奏することでアンサンブルの基本的な姿勢（コミュニケーションなど）とスタンダードなリズ
ム、フィール（ジャンル）を習得する事を目的とする。
他の楽器を聴き分ける力や即興演奏力を身に付けることにより、楽曲に対する幅広い対応力を得ることを目標とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
遠藤敬三
高橋和久

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Inst Ensemble(7)

必修
選択
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月1日 講義・演習

2 10月8日 講義・演習

3 10月22日 講義・演習

4 10月29日 講義・演習

5 11月5日 講義・演習

6 11月12日 講義・演習

7 11月19日 講義・演習

8 11月26日 講義・演習

9 12月3日 講義・演習

10 12月17日 講義・演習

11 1月14日 講義・演習

12 1月21日 講義・演習

13 1月28日 講義・演習

14 1月16日 講義・演習

15 1月30日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

配布資料・音源

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してアンサンブルを学ぶ 楽曲の予習・復習

イベント実践を通してアンサンブルを学ぶ 楽曲の予習・復習

準備学習　時間外学習 事前に配布される資料の予習を行う。授業で学んだことを復習し、次の授業に備える。1日1時間程度。

カントリー・ミュージックをベースにした簡単なコード進行。
解説と演習をする。

Week12配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week13の
予習。

ブラジリアン・ミュージックのボサノバをベースにした簡単な
コード進行。解説と演習をする。

Week13の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

ブラジリアン・ミュージックのボサノバをベースにした簡単な
コード進行。解説と演習をする。

Week13配布音源にて練習と未達成箇所の復習。

ユニゾンフレーズが入っているポピュラー・ロック。解説と演
習をする。

Week11の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

ユニゾンフレーズが入っているポピュラー・ロック。解説と演
習をする。

Week11配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week12の
予習。

カントリー・ミュージックをベースにした簡単なコード進行。
解説と演習をする。

Week12の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

12小節マイナーブルース進行の8ビート。解説と演習をす
る。

Week9配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week10の
予習。

簡単なリフを使用した3コードの8ビート。解説と演習をする。 Week10の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

簡単なリフを使用した3コードの8ビート。解説と演習をする。
Week10配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week11の
予習。

簡単なコード進行でトリプレット・フィール（R&B)の解説と演
習をする。

Week8の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

簡単なコード進行でトリプレット・フィール（R&B)の解説と演
習をする。

Week8配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week9の予
習。

12小節マイナーブルース進行の8ビート。解説と演習をす
る。

Week9の配布音源にて練習と未達成箇所の復習

簡単なコード進行でレゲェ・フィールを解説と演習をする。
Week7配布音源にて練習と未達成箇所の復習。Week8の予
習。

教員の略歴 ライブ・レコーディング活動を行う

授業の学習
内容

スタンダードなサンプル曲を通して基本的なビートとフィール(ジャンル）を体感し、アンサンブルにおけるコミュニケーション（アイコ
ンタクトなど）やハプニングなどへの対処法を教授する。またコード進行をアナライズすることによりスケールへの理解を深め、ソ
ロに対する自己研究課題へ繋げることを促す。

到達目標
インストゥルメンタル（楽器のみ）の演奏することでアンサンブルの基本的な姿勢（コミュニケーションなど）とスタンダードなリズ
ム、フィール（ジャンル）を習得する事を目的とする。
他の楽器を聴き分ける力や即興演奏力を身に付けることにより、楽曲に対する幅広い対応力を得ることを目標とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員
遠藤敬三
高橋和久

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Inst Ensemble(8)

必修
選択
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義・演習

2 4月27日 講義・演習

3 5月18日 講義・演習

4 5月25日 講義・演習

5 6月1日 講義・演習

6 6月8日 講義・演習

7 6月15日 講義・演習

8 6月22日 講義・演習

9 7月6日 講義・演習

10 7月13日 講義・演習

11 7月20日 講義・演習

12 8月24日 講義・演習

13 8月31日 講義・演習

14 9月7日 講義・演習

15 9月14日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 動画撮影編集論（7)

必修
選択

担当教員 大場学

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

オリエンテーション。1年を通して何を習得できるかを把握で
きる。

授業について事前予習を行う

教員の略歴
映像制作、ディレクションとしてRin音、asmi、クボタカイ、A夏目などのアニメーションMV、リリックビデオなどを手がける。また2021
年からRin音、クボタカイのツアー(Zepp公演など)のバックグラウンドムービーの制作・ディレクションを行う。

授業の学習
内容

現在インターネットでプロモーション展開する上で、動画の活用は必須となっている。
PV、MV、ライブ映像(記録映像)など音楽に限らずその活用シーンは多岐に及ぶ。
動画コンテンツの発信は最重要テーマの一つであり、常に映像や写真を記録する習慣を身に着け授業の制作に生かしていただ
きたい。前期は主に機材面を中心に、実際のシーンで多用される編集テクニックを習得していく。

到達目標
より人の心に響く映像を作るための編集方法や映像理論、機材の基本を学ぶ。
特にカメラ機材の扱い方や設定をしっかり把握し、狙った通りのショットを撮影できるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

カメラ、機材についての基本を学ぶ。動画形式/fps/解像度
について述べることができる。

授業について事前予習を行う

カメラ、機材についての基本を学ぶ。絞り/SS/ISO感度/WB
について述べることができる。

授業について事前予習を行う

スチル/動画それぞれ最適な機材設定を考察する。設定を
理解し、実践することができる。

授業について事前予習を行う

パン、チルトなどの基本的なカメラワークと構図について学
び、それらの説明ができる。

授業について事前予習を行う

キーフレーム、エフェクトコントロールを学び、実践できる。 授業について事前予習を行う

映像理論の基礎(各画角、構図による心理的影響)を理解で
きる。

授業について事前予習を行う

映像理論の基礎(イマジナリーライン、モンタージュ論)を理
解できる。

授業について事前予習を行う

ストーリーボードの重要性を理解でき、作成方法を習得で
きる。

授業について事前予習を行う

実際の映画、ドラマのシーンを鑑賞の上、手法を分析する
ことができる。

授業について事前予習を行う

分析したシーンをリファレンスとし、機材の設定などに留意
し、より洗練された映像を撮影することができる。

授業について事前予習を行う

分析したシーンをリファレンスとし、機材の設定などに留意
し、より洗練された映像を撮影することができる。

授業について事前予習を行う

機材、理論に関するテストの実施 授業について事前予習を行う

　【使用教科書・教材・参考書】　

filmmaker's eye、映像制作スタンダードブック

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して制作者の意図が伝わりやすい撮影方
法を学ぶ

授業について事前予習を行う

イベント実践を通して制作者の意図が伝わりやすい撮影方
法を学ぶ

授業について事前予習を行う

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う
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(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月5日 講義・演習

2 10月12日 講義・演習

3 10月19日 講義・演習

4 10月26日 講義・演習

5 11月2日 講義・演習

6 11月16日 講義・演習

7 11月23日 講義・演習

8 11月30日 講義・演習

9 12月7日 講義・演習

10 12月21日 講義・演習

11 1月18日 講義・演習

12 1月25日 講義・演習

13 2月1日 講義・演習

14 2月8日 講義・演習

15 2月15日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 動画撮影編集論（8）

必修
選択

担当教員 大場学

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

after effectsの基本操作の確認。基本操作を理解し、実践
できる。

授業について事前予習を行う

教員の略歴
映像制作、ディレクションとしてRin音、asmi、クボタカイ、A夏目などのアニメーションMV、リリックビデオなどを手がける。また2021
年からRin音、クボタカイのツアー(Zepp公演など)のバックグラウンドムービーの制作・ディレクションを行う。

授業の学習
内容

現在インターネットでプロモーション展開する上で、動画の活用は必須となっている。
PV、MV、ライブ映像(記録映像)など音楽に限らずその活用シーンは多岐に及ぶ。
動画撮影や編集はクオリティに拘らなければ誰でも簡単に行える時代ではあるが、それ故コンテンツの飽和状態となり目を引くコ
ンテンツにするには企画力や演出力がポイントとなる。後期は主にafter effectsによるより高度なテクニックを習得し、自身の動
画コンテンツに活かせる映像を作成する。

到達目標
after effectsの応用技術を身につける。身につけた技術やプログラミングで効率よく作業する方法を生かし、自身の映像コンテン
ツの企画制作に役立ててほしい。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

after effectsのレイヤーについて学ぶ。平面レイヤー、調整
レイヤーについて理解し、実践できる。

授業について事前予習を行う

after effectsの3Dレイヤー機能を学ぶ。3Dレイヤーについ
て説明し使いこなすことができる。

授業について事前予習を行う

after effectsの3Dレイヤー機能を学ぶ。3Dレイヤーについ
て説明し使いこなすことができる。

授業について事前予習を行う

3Dレイヤー機能を利用して、写真のスライドショーを作成す
る。

授業について事前予習を行う

3Dレイヤー機能を利用して、写真のスライドショーを作成す
る。

授業について事前予習を行う

モーショントラッキング機能を学ぶ。モーショントラッキング
とは何かを把握し、実践することができる。

授業について事前予習を行う

After Effectsにおけるプログラミング(エクスプレッション)を
理解、プログラミングできる。

授業について事前予習を行う

エクスプレッションを活用し、wiggle、timeを設定することが
できる。

授業について事前予習を行う

エクスプレッションを活用し、randomを設定することができ
る。

授業について事前予習を行う

エクスプレッションを活用し、loopOutを設定することができ
る。

授業について事前予習を行う

エクスプレッションを活用し、三角関数(sin、cos)を設定する
ことができる。

授業について事前予習を行う

課題として時間内に所定の映像を作成する 授業について事前予習を行う

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して外部公開しても問題ないクオリティの
映像編集と効率的な編集を学ぶ

授業について事前予習を行う

イベント実践を通して外部公開しても問題ないクオリティの
映像編集と効率的な編集を学ぶ

授業について事前予習を行う

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義・演習

2 4月27日 講義・演習

3 5月18日 講義・演習

4 5月25日 講義・演習

5 6月1日 講義・演習

6 6月8日 講義・演習

7 6月15日 講義・演習

8 6月22日 講義・演習

9 7月6日 講義・演習

10 7月13日 講義・演習

11 7月20日 講義・演習

12 8月24日 講義・演習

13 8月31日 講義・演習

14 9月7日 講義・演習

15 9月14日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 動画撮影編集論 Adv.（7）

必修
選択

担当教員 大場学

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

オリエンテーション。1年を通して何を習得できるかを把握で
きる。

授業について事前予習を行う

教員の略歴
映像制作、ディレクションとしてRin音、asmi、クボタカイ、A夏目などのアニメーションMV、リリックビデオなどを手がける。また2021
年からRin音、クボタカイのツアー(Zepp公演など)のバックグラウンドムービーの制作・ディレクションを行う。

授業の学習
内容

After Effectsを使用し、高度なテキストアニメーションなど実践的な編集方法を学ぶ。
また演出的観点からカラー編集の基礎を学び、カラーコレクションやカラーグレーディングなどを理解できるようにする。

到達目標 自分の楽曲を用いてリリックビデオないしMVを制作し、外部公開を行う

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

カラーコレクション・カラーグレーディングについて RAWファイルの用意

プリセットに頼らない色味の調整 log撮影されたファイルの用意

様々なタイプ別のカラーグレーディング log撮影されたファイルの用意

After Effects時短術～ショートカット徹底攻略～ 授業について事前予習を行う

After Effects時短術～スクリプト～ 授業について事前予習を行う

After Effectsで覚えるべきエフェクト 授業について事前予習を行う

After Effectsで覚えるべきエフェクト 授業について事前予習を行う

After Effectsで覚えるべきエフェクト 授業について事前予習を行う

アニメーターを使ったテキストモーション 授業について事前予習を行う

アニメーターを使ったテキストモーション 授業について事前予習を行う

アニメーターを使ったテキストモーション 授業について事前予習を行う

制作に関するテストの実施 授業について事前予習を行う

　【使用教科書・教材・参考書】　

カラーコレクションハンドブック、After Effects forアニメーション、After Effectsでつくるロゴアニメーション

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して制作者の意図が伝わりやすい撮影方
法を学ぶ

授業について事前予習を行う

イベント実践を通して制作者の意図が伝わりやすい撮影方
法を学ぶ

授業について事前予習を行う

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月5日 講義・演習

2 10月12日 講義・演習

3 10月19日 講義・演習

4 10月26日 講義・演習

5 11月2日 講義・演習

6 11月16日 講義・演習

7 11月23日 講義・演習

8 11月30日 講義・演習

9 12月7日 講義・演習

10 12月21日 講義・演習

11 1月18日 講義・演習

12 1月25日 講義・演習

13 2月1日 講義・演習

14 2月8日 講義・演習

15 2月15日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 動画撮影編集論 Adv.（8）

必修
選択

担当教員 大場学

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

動画編集とプログラミングの関係 授業について事前予習を行う

教員の略歴
映像制作、ディレクションとしてRin音、asmi、クボタカイ、A夏目などのアニメーションMV、リリックビデオなどを手がける。また2021
年からRin音、クボタカイのツアー(Zepp公演など)のバックグラウンドムービーの制作・ディレクションを行う。

授業の学習
内容

After Effectsで映像を作る上で、効率的な作業は必須となる。
それに最も貢献するのがショートカットキーのマスターと、この授業で行うエクスプレッションの活用である。
JavaScriptをベースにしたAfter Effects用のプログラミングで、これを理解・活用できるか否かで作業効率に大幅な違いが生ま
れ、表現の幅も広がる。ここではプログラミングを取り入れて動画編集を行い、作業効率も追及して動画のクオリティを高める方
法を学ぶ。

到達目標 自分の楽曲を用いてリリックビデオないしMVを制作し、外部公開を行う

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

エクスプレッション応用 授業について事前予習を行う

エクスプレッション応用 授業について事前予習を行う

エクスプレッション応用 授業について事前予習を行う

エクスプレッション応用 授業について事前予習を行う

エクスプレッション応用 授業について事前予習を行う

MVまたはリリックビデオの制作とリサーチ 制作する映像の参考にするためのリサーチ

MVまたはリリックビデオの制作とリサーチ ストーリーボード

MVまたはリリックビデオの制作とリサーチ 授業について事前予習を行う

MVまたはリリックビデオの制作とリサーチ 授業について事前予習を行う

MVまたはリリックビデオの制作とリサーチ 授業について事前予習を行う

MVまたはリリックビデオの制作とリサーチ 授業について事前予習を行う

制作した映像の講評会 授業について事前予習を行う

　【使用教科書・教材・参考書】　

ゼロからのAfter Effectsエクスプレッション奮闘記、After Effectsでつくるロゴアニメーション

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して外部公開しても問題ないクオリティの
映像編集と効率的な編集を学ぶ

授業について事前予習を行う

イベント実践を通して外部公開しても問題ないクオリティの
映像編集と効率的な編集を学ぶ

授業について事前予習を行う

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月19日 講義・演習

2 4月26日 講義・演習

3 5月10日 講義・演習

4 5月17日 講義・演習

5 5月24日 講義・演習

6 5月31日 講義・演習

7 6月7日 講義・演習

8 6月14日 講義・演習

9 6月21日 講義・演習

10 7月5日 講義・演習

11 7月12日 講義・演習

12 7月19日 講義・演習

13 8月30日 講義・演習

14 9月6日 講義・演習

15 9月13日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 音響電気知識 Advance(7)

必修
選択

担当教員 小瀬高夫

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

スタジオを使用するにあたって必要とされる知識 電源入れ・空調などの場所

教員の略歴 オーディオエンジニア・レコーディングエンジニア・スタジオ建設アドバイザー

授業の学習
内容

音と電気信号との間の変換機器を繋ぐ(ケーブル、コネクタ)、音と電気を変換する機器（スピーカ、マイクロホン、ヘッドアンプ）を
電気回路の図面と実機を用いた動作で解説し、音響用ケーブルや機器の維持管理、レコーディングスタジオ設備の定期的な維
持管理などを実践形式で学ぶ。レコーディングスタジオ使用時における使用前・中・後などで必要とされるトラブル回避方法を学
ぶ。

到達目標
一年時に身につけた音と電気との関係についての基礎知識を、実践に近い形で音響機器の維持管理が出来るようになることを
目的とする。またレコーディング時に発生したトラブルに瞬時に対応できる知識と行動力を身につけることを目的とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

温湿度管理・照明設備・電源設備を把握する 設備を理解

温湿度管理・照明設備・電源設備を把握する 設備を理解

ケーブル回線等のチェック不具合箇所の修理方法を学ぶ スタジオ内の回線を把握する

ケーブル回線等のチェック不具合箇所の修理方法を学ぶ スタジオ内の回線を把握する

実技テスト 5週で学んだ内容についての確認

接触不良への対応を学ぶ 発生しやすい箇所の事前確認

電源の位相チェック 一年時に学習した電源の位相について

電源の位相チェック 一年時に学習した電源の位相について

実技テスト 4週で学んだ内容についての確認

音響測定方法を学ぶ i-padアプリ

音響測定方法を学ぶ i-padアプリ

音響調整 レベルメーターの使用方法

　【使用教科書・教材・参考書】　

音響調整卓・マルチトッラックレコーダー・工具・デジタルテスター・オシュロスコープ・ミリボルトメーター・モニタースピーカー・i-PAD

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して機材使用を学ぶ イベントを通して機材管理を学ぶ

イベント実践を通して機材使用を学ぶ イベントを通して機材管理を学ぶ

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月4日 講義・演習

2 10月11日 講義・演習

3 10月18日 講義・演習

4 10月25日 講義・演習

5 11月1日 講義・演習

6 11月15日 講義・演習

7 11月22日 講義・演習

8 11月29日 講義・演習

9 12月6日 講義・演習

10 12月20日 講義・演習

11 1月17日 講義・演習

12 1月24日 講義・演習

13 1月31日 講義・演習

14 2月14日 講義・演習

15 2月21日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 音響電気知識 Advance(8)

必修
選択

担当教員 小瀬高夫

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

protoolsのI/Oレベルの調整方法を学ぶ 音響調整について

教員の略歴 オーディオエンジニア・レコーディングエンジニア・スタジオ建設アドバイザー

授業の学習
内容

音と電気信号との間の変換機器を繋ぐ(ケーブル、コネクタ)、音と電気を変換する機器（スピーカ、マイクロホン、ヘッドアンプ）を
電気回路の図面と実機を用いた動作で解説し、音響用ケーブルや機器の維持管理、レコーディングスタジオ設備の定期的な維
持管理などを実践形式で学ぶ。レコーディングスタジオ使用時における使用前・中・後などで必要とされるトラブル回避方法を学
ぶ。

到達目標
一年時に身につけた音と電気との関係についての基礎知識を、実践に近い形で音響機器の維持管理が出来るようになることを
目的とする。またレコーディング時に発生したトラブルに瞬時に対応できる知識と行動力を身につけることを目的とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

ハードウェア機器の調整方法を学ぶ 音響調整について

ハードウェア機器の調整方法を学ぶ 音響調整について

ハードウェア機器の調整方法を学ぶ 音響調整について

ハードウェア機器の調整方法を学ぶ 音響調整について

ハードウェア機器の調整方法を学ぶ 音響調整について

６週で学んだ内容についての確認 測定方法・調整方法

トラブルシューティングと不具合品と箇所を特定する メンテナンス依頼用報告書

トラブルシューティングと不具合品と箇所を特定する メンテナンス依頼用報告書

不具合品を提出し、修理方法とパーツの手配を実施 メンテナンス依頼用報告書

修理 必要工具の準備

修理 必要工具の準備

修理と動作確認 必要工具の準備

　【使用教科書・教材・参考書】　

音響調整卓・マルチトッラックレコーダー・工具・デジタルテスター・オシュロスコープ・ミリボルトメーター・モニタースピーカー・iPad

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して機材使用を学ぶ イベントを通して機材管理を学ぶ

イベント実践を通して機材使用を学ぶ イベントを通して機材管理を学ぶ

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月20日 講義・演習

2 4月27日 講義・演習

3 5月18日 講義・演習

4 5月25日 講義・演習

5 6月1日 講義・演習

6 6月8日 講義・演習

7 6月15日 講義・演習

8 6月22日 講義・演習

9 7月6日 講義・演習

10 7月13日 講義・演習

11 7月20日 講義・演習

12 8月24日 講義・演習

13 8月31日 講義・演習

14 9月7日 講義・演習

15 9月14日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

JavaScriptコードレシピ集、Google Apps Script完全入門

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してプログラミングを活用して効率的な作
業の思考を学ぶ

復習

イベント実践を通してプログラミングを活用して効率的な作
業の思考を学ぶ

復習

準備学習　時間外学習

各種APIについて(Spotify、YouTube APIなど) APIを利用するためのアクセストークンなどの準備

各種APIについて(Spotify、YouTube APIなど) APIを利用するためのアクセストークンなどの準備

プログラミングに関するテストの実施 APIを利用するためのアクセストークンなどの準備

ゲーム制作で学ぶJava Scriptプログラミング 資料の確認

Googel Apps Script(GAS)について 資料の確認

GASを使ってYouTube情報を取得する 資料の確認

ゲーム制作で学ぶJava Scriptプログラミング 資料の確認

ゲーム制作で学ぶJava Scriptプログラミング 資料の確認

ゲーム制作で学ぶJava Scriptプログラミング 資料の確認

ゲーム制作で学ぶJava Scriptプログラミング 資料の確認

ゲーム制作で学ぶJava Scriptプログラミング 資料の確認

ゲーム制作で学ぶJava Scriptプログラミング 資料の確認

オリエンテーション。1年を通して何を習得できるかを把握で
きる。

資料の確認

教員の略歴
インターネット広告代理店にてWEBメディア制作や運営に従事後音楽事務所にてアーティスト公式サイト制作やWEBプロモーショ
ンに携わる。現在も制作からデジタル広告運用までデジタル領域の幅広い分野に携わる。

授業の学習
内容

コンテンツ制作、そしてマーケティングの視点で考えたとき、プログラミングが大いに役に立つ。
例えば映像制作ではエクスプレッション、YouTubeマーケティングではGASを利用してデータを取得することなどがそれにあたる。
上記2つはいずれもWEBでも使われるJavaScriptがベースになっている。
初学者にも学習しやすいJavaScripｔを学び、それを映像制作やマーケティング分野に転用できるスキルを身につける。

到達目標 汎用性が高いJavaScriptでのプログラミングスキルを、映像制作やマーケティングなど分野に転用し活用できるようにする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 大場学

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 エンターテック概論(7)    

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月5日 講義・演習

2 10月12日 講義・演習

3 10月19日 講義・演習

4 10月26日 講義・演習

5 11月2日 講義・演習

6 11月16日 講義・演習

7 11月23日 講義・演習

8 11月30日 講義・演習

9 12月7日 講義・演習

10 12月21日 講義・演習

11 1月18日 講義・演習

12 1月25日 講義・演習

13 2月1日 講義・演習

14 2月8日 講義・演習

15 2月15日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

Marketing Python、メタバースとは何か、NFTの教科書、ドローンビジネス、AIの教科書、メタバース未来戦略、推しエコノミー　など

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通してこれらの技術を活用してどう展開でき
るかを学ぶ

プログラミングの基礎の復習

イベント実践を通してこれらの技術を活用してどう展開でき
るかを学ぶ

プログラミングの基礎の復習

準備学習　時間外学習

日本と世界を取り巻くエンターテインメントの未来 プログラミングの基礎の復習

新たなエンタメビジネスモデルの考察 プログラミングの基礎の復習

〃を最終課題としてプレゼンテーション プログラミングの基礎の復習

NFTの基礎とエンターテインメントでの活用 プログラミングの基礎の復習

メタバースという概念とエンターテインメントとの関係性につ
いて

プログラミングの基礎の復習

VR端末(meta quest)を利用し活用方法を検証する プログラミングの基礎の復習

ChatGPTや付随するソフトウェアの活用検証 プログラミングの基礎の復習

ドローンを用いた撮影手法と法律、シミュレーター操作 プログラミングの基礎の復習

ブロックチェーン概論 プログラミングの基礎の復習

Pythonの基礎～Google Colabを利用して～ プログラミングの基礎の復習

Pythonの基礎～Google Colabを利用して～ プログラミングの基礎の復習

AIを用いたエンターテインメントでの活用事例 プログラミングの基礎の復習

Pythonの基礎～Google Colabを利用して～ プログラミングの基礎の復習

教員の略歴
インターネット広告代理店にてWEBメディア制作や運営に従事後音楽事務所にてアーティスト公式サイト制作やWEBプロモーショ
ンに携わる。現在も制作からデジタル広告運用までデジタル領域の幅広い分野に携わる。

授業の学習
内容

エンターテインメントを取り巻く環境は日進月歩で大きく進化している。
特に今年爆発的に広がりを見せているOpenAI社のChatGPTなど創造性を持ったAIサービスと人間がどう対峙していくかの分岐
点にある。新しい技術に常にアンテナを張り巡らせ、自分はどう活用するかを考えなければいけない時代になっている。本授業で
はAI、ブロックチェーン(NFT)、メタバース、ドローン、5Gなど音楽・エンターテインメント業界にも深い関わりがあるこれらの技術の
概要を掴んでいく。

到達目標 新しい技術の概要をつかむだけでなく、新しいプロモーション手法やビジネスモデルを創造する

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 大場学

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 エンターテック概論(8)    

必修
選択



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Piano Duo(7)

必修
選択

担当教員
橋元美沙

田中ひなの
授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

教員の略歴 THE SOULMATICSが主催するJASRA認定メンバーとして様々なコンサート、イベント、Recに参加。多方面で活躍中。

授業の学習
内容

様々な課題曲をデュオ形式で演奏することで、言葉だけでなく音楽で演奏中の会話、アンサンブルが出来るようになる。また、
ベーシックキーボードや音楽理論等、他の授業で得た知識も生かし、簡単な演奏のアレンジにも挑戦できる。

到達目標
1つの楽曲を歌う中で演奏のリードができる。曲の始まり、終わり方など簡単な演奏のアレンジや相談が問題なくできるようにな
る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

基本的なアンサンブル、マイキング等トレーニング 演奏の練習

基本的なアンサンブル。各自課題に沿って演奏 フィードバックにより各自の課題に取り組む

基本的なアンサンブル、マイキング等トレーニング 新しい課題曲の練習、研究

基本的なアンサンブル。各自課題に沿って演奏 各自前回のフィードバックに沿って練習

演奏のリードに挑戦する 新しい課題曲の練習、研究

演奏のリード、アレンジに挑戦する 各自前回のフィードバックに沿って練習

演奏のリード、アレンジに慣れる 新しい課題曲の練習、研究

演奏のリード、アレンジに慣れる 各自前回のフィードバックに沿って練習

楽曲のサイズ変更、演奏中の指示出しに挑戦 新しい課題曲の練習、研究

楽曲のサイズ変更、演奏中の指示出しに挑戦 各自前回のフィードバックに沿って練習

演奏の中で前期の課題を全て行う 新しい課題曲の練習、研究

前期の課題にパフォーマンスを加える 各自課題曲を選曲、自身の課題に沿って練習

授業内発表会 人に見せることを意識して練習

イベントを通してアンサンブルと表現を学ぶ レポート

イベントを通してアンサンブルと表現を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校



30

(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Piano Duo(8)

必修
選択

担当教員
橋元美沙

田中ひなの
授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

16分音符が多い楽曲でアンサンブルを学ぶ 新しい課題曲の練習、研究

教員の略歴 THE SOULMATICSが主催するJASRA認定メンバーとして様々なコンサート、イベント、Recに参加。多方面で活躍中。

授業の学習
内容

様々な課題曲をデュオ形式で演奏することで、言葉だけでなく音楽で演奏中の会話、アンサンブルが出来るようになる。また、
ベーシックキーボードや音楽理論等、他の授業で得た知識も生かし、簡単な演奏のアレンジにも挑戦できる。最終的にはピアノと
息の合った演奏が出来る上で、自身の個性と楽曲に合わせた表現、パフォーマンスが出来るようになってほしい。

到達目標 高い水準の楽曲でも、柔軟に演奏中の会話、パフォーマンスが出来る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

16分音符が多い楽曲で演奏をリードする 各自前回のフィードバックに沿って練習

16分音符が多い楽曲で演奏をリード、アレンジ 新しい課題曲の練習、アレンジを計画

16分音符が多い楽曲で演奏をリード、アレンジ 各自前回のフィードバックに沿って練習

3拍子の楽曲でアンサンブルを学ぶ 新しい課題曲の練習、アレンジを計画

3拍子の楽曲で演奏をリードする 各自前回のフィードバックに沿って練習

3拍子の楽曲で演奏をリード、アレンジ 新しい課題曲の練習、アレンジを計画。

3拍子の楽曲で演奏をリード、アレンジ 各自前回のフィードバックに沿って練習

難しい曲でのアレンジ、演奏中の指示出しに挑戦 新しい課題曲の練習、アレンジを計画

難しい曲で演奏中の指示出し、表現に挑戦 各自前回のフィードバックに沿って練習

1曲の演奏の中で後期の課題を行う 各自演奏曲を選曲、自身の課題に沿って練習

パフォーマンスを加えリハーサル 各自前回のフィードバックに沿って練習

授業内発表会 人に見せることを意識して練習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通してアンサンブルと表現を学ぶ レポート

イベントを通してアンサンブルと表現を学ぶ レポート

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 4月23日 講義・演習

2 4月30日 講義・演習

3 5月7日 講義・演習

4 5月14日 講義・演習

5 5月21日 講義・演習

6 5月28日 講義・演習

7 6月4日 講義・演習

8 6月18日 講義・演習

9 6月25日 講義・演習

10 7月2日 講義・演習

11 7月9日 講義・演習

12 7月16日 講義・演習

13 8月27日 講義・演習

14 9月10日 講義・演習

15 9月24日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標
ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上と
ダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(7)

必修
選択



60

(4単位)

回数 日程 授業形態

1 10月5日 講義・演習

2 10月12日 講義・演習

3 10月19日 講義・演習

4 11月2日 講義・演習

5 11月9日 講義・演習

6 11月16日 講義・演習

7 11月30日 講義・演習

8 12月7日 講義・演習

9 12月14日 講義・演習

10 12月21日 講義・演習

11 1月11日 講義・演習

12 1月25日 講義・演習

13 2月1日 講義・演習

14 2月8日 講義・演習

15 2月15日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

指定のドレスコード・ZOOM使用

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

イベント実践を通して基礎を見直す レポートの提出　

準備学習　時間外学習 ZOOMの確認・筋トレ・ストレッチ・心構え

身体の使い方を学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

自分の体を理解する ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テスト ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

アフリカンダンスを通して様々な国のジャンルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

総括、課題の見直し ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基礎中心の身体作り ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

HIPHOPの楽しさを知る ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

モダンダンスの基礎スキルを学ぶ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

バレエテクニック ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

テクニックのスキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

筋肉・体幹・体の使い方 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

英語力の向上 ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

基本の復習、スキルアップ ドレスコードの確認・ストレッチ・筋トレ

教員の略歴 NYのEarl Mosley氏ダンスカンパニーメンバー、国内スタジオ（BDCなど）でのモダンバレエ/コンテンポラリー講師歴20年

授業の学習
内容

①新しい身体の使い方を知る
②海外の先生と携わることによって視野を広げる。
③挨拶や礼儀などの人間力。
④踊る楽しさに加え、自分に足りないのはなにか向き合う課題を提示。

到達目標
ダンスのスキルアップはもちろん、挨拶や礼儀、ルールを守る。などの基礎的な人間力向上と
ダンスを楽しむということを知る

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 石井直彦

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 International Program(8)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(7)
Gt Adv(7)

必修
選択

担当教員 廣瀬昌明

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

教員の略歴 アーティストのプロデュース，ライブ，レコーディングなど。

授業の学習
内容

セミプライベートレッスン。ギター演奏に関わる基礎能力の向上のためのトレーニングと、各学生からの質問のも対応。ほかの授
業で把握し切れなかった部分の補足など。

到達目標
ギター演奏における課題を自主的に発見し、クリアする。能力の向上。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

　【使用教科書・教材・参考書】　

楽器，iPad，筆記用具

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(7)
Ba Adv(7)

必修
選択

担当教員 前澤卓

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

教員の略歴

授業の学習
内容

目標とされる演奏基準に到達するためのトレーニング方、考え方、自己修正などを教授する。

到達目標
ベースという楽器を通して音楽表現に関する体感を積み重ねることにより、スタンダードなリズムとフィールを習得する事を 目的
とする。 各種トレーニングの消化や自発的研究活動の延長線上に、タイム感と音感の重要性を理解し、グルーヴに対する気付
きが 生まれる事が目標となる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

メジャーデビュー後、ライブ・レコーディング活動を行う

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

年間のまとめ、試験 未達成箇所の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

準備学習　時間外学習 授業内容を予習・復習し、実際にベースを弾きながらスケールへの理解を深める。(1日1時間程度)
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月18日 講義・演習

2 4月25日 講義・演習

3 5月9日 講義・演習

4 5月16日 講義・演習

5 5月23日 講義・演習

6 5月30日 講義・演習

7 6月6日 講義・演習

8 6月13日 講義・演習

9 6月20日 講義・演習

10 7月4日 講義・演習

11 7月11日 講義・演習

12 7月18日 講義・演習

13 8月29日 講義・演習

14 9月5日 講義・演習

15 9月12日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

準備学習　時間外学習 授業内容を予習・復習し、実際にベースを弾きながらスケールへの理解を深める。(1日1時間程度)

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

年間のまとめ、試験 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

奥出矢

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

教員の略歴

授業の学習
内容

目標とされる演奏基準に到達するためのトレーニング方、考え方、自己修正などを教授する。

到達目標
音楽表現に関する体感を積み重ねることにより、スタンダードなリズムとフィールを習得する事を 目的とする。 各種トレーニング
の消化や自発的研究活動の延長線上に、タイム感と音感の重要性を理解し、グルーヴに対する気付きが 生まれる事が目標とな
る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

テクニック系及びアンサンブルクラスを長く担当する。滋慶グループ全校統一テキストも作成している

担当教員

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(7)
Dr Adv(7)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(7)
Key  Adv(7)

必修
選択

担当教員 土屋剛

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

教員の略歴 2004年よりキーボード講師として活動

授業の学習
内容

他授業の全体的なフォローおよび学生個人が希望する項目について、授業外の内容も含めて指導する。

到達目標 プロ演奏者としての適性発見の一助となり、プロに必要な技能を掘り下げて習得する事を目標とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

前期まとめ・試験。 前期課題曲から試験で使う曲を選んで練習。

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 イベントでの自分の役割を確認しておく。

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 イベントでの自分の役割を確認しておく。

準備学習　時間外学習 普段の授業や授業外での自分なりの課題・疑問点を整理しておく。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月15日 講義・演習

2 4月22日 講義・演習

3 5月13日 講義・演習

4 5月20日 講義・演習

5 5月27日 講義・演習

6 6月3日 講義・演習

7 6月10日 講義・演習

8 6月17日 講義・演習

9 6月24日 講義・演習

10 7月8日 講義・演習

11 7月15日 講義・演習

12 8月26日 講義・演習

13 9月2日 講義・演習

14 9月9日 講義・演習

15 9月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(7)
Vocal Adv(7)

必修
選択

担当教員

吉田華奈
潤豊

キムゴンヒョ
ン授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

短いカウンセリング（質疑応答）、目標の確認、発声チェッ
ク、歌唱チェック

事前課題曲練習

教員の略歴 THE SOULMATICSメンバーとして様々なコンサート、イベント、Recに参加。多方面で活躍中。

授業の学習
内容

ボイストレーニング、および、歌唱指導

到達目標 ボイストレーニング、歌唱においての基礎力の向上

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、発表会の曲チェック、夏休みの課題
チェック

発声練習及び課題曲練習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月3日 講義・演習

2 10月10日 講義・演習

3 10月17日 講義・演習

4 10月24日 講義・演習

5 10月31日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月21日 講義・演習

8 11月28日 講義・演習

9 12月5日 講義・演習

10 12月19日 講義・演習

11 1月16日 講義・演習

12 1月23日 講義・演習

13 1月30日 講義・演習

14 2月13日 講義・演習

15 2月20日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(8)
Gt Adv(8)

必修
選択

担当教員 廣瀬昌明

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

教員の略歴 アーティストのプロデュース，ライブ，レコーディングなど。

授業の学習
内容

MC1,MC2で扱ったスケール／アルペジオ／コードワーク／テクニックをベースに、より自由に、よりハーモニックに演奏するため
のアドバンス・アプローチを学んでいきます。

到達目標
テンションコード、スラッシュコード、展開形の各コードに対して、複数のアプローチを演奏できるようになる。
代理コードを使って、オリジナルのアレンジを行えるようになる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

運指練習、リズムトレーニング、音楽理論（スケールなど） 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

　【使用教科書・教材・参考書】　

楽器，iPad，筆記用具

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

リズムトレーニング、音楽理論、Solo アドリブ、質問 基礎トレーニング

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月11日 講義・演習

6 11月18日 講義・演習

7 11月25日 講義・演習

8 12月9日 講義・演習

9 12月16日 講義・演習

10 1月13日 講義・演習

11 1月20日 講義・演習

12 1月27日 講義・演習

13 2月3日 講義・演習

14 2月17日 講義・演習

15 2月24日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(8)
Ba Adv(8)

必修
選択

担当教員 前澤卓

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

教員の略歴 メジャーデビュー後、ライブ・レコーディング活動を行う

授業の学習
内容

目標とされる演奏基準に到達するためのトレーニング方、考え方、自己修正などを教授する。

到達目標
ベースという楽器を通して音楽表現に関する体感を積み重ねることにより、スタンダードなリズムとフィールを習得する事を 目的
とする。 各種トレーニングの消化や自発的研究活動の延長線上に、タイム感と音感の重要性を理解し、グルーヴに対する気付
きが 生まれる事が目標となる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

年間のまとめ、試験 未達成箇所の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

準備学習　時間外学習 授業内容を予習・復習し、実際にベースを弾きながらスケールへの理解を深める。(1日1時間程度)
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月11日 講義・演習

6 11月18日 講義・演習

7 11月25日 講義・演習

8 12月9日 講義・演習

9 12月16日 講義・演習

10 1月13日 講義・演習

11 1月20日 講義・演習

12 1月27日 講義・演習

13 2月3日 講義・演習

14 2月17日 講義・演習

15 2月24日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 楽曲の復習

準備学習　時間外学習 授業内容を予習・復習し、実際にベースを弾きながらスケールへの理解を深める。(1日1時間程度)

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

年間のまとめ、試験 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

質疑応答・課題表示 未達成箇所の復習

教員の略歴 テクニック系及びアンサンブルクラスを長く担当する。滋慶グループ全校統一テキストも作成している

授業の学習
内容

目標とされる演奏基準に到達するためのトレーニング方、考え方、自己修正などを教授する。

到達目標
音楽表現に関する体感を積み重ねることにより、スタンダードなリズムとフィールを習得する事を 目的とする。 各種トレーニング
の消化や自発的研究活動の延長線上に、タイム感と音感の重要性を理解し、グルーヴに対する気付きが 生まれる事が目標とな
る。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 奥出矢

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(8)
Dr Adv(8)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(8)
Key Adv(8)

必修
選択

担当教員 土屋剛

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

教員の略歴 2004年よりキーボード講師として活動

授業の学習
内容

他授業の全体的なフォローおよび学生個人が希望する項目について、授業外の内容も含めて指導する。

到達目標 プロ演奏者としての適性発見の一助となり、プロに必要な技能を掘り下げて習得する事を目標とする。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

用意した課題または学生が希望する課題の練習。 他授業での課題や、個人的課題等を準備。

後期まとめ・試験。 後期課題曲から試験で使う曲を選んで練習。

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 イベントでの自分の役割を確認しておく。

イベント実践を通して、現場での運用感覚を学ぶ。 イベントでの自分の役割を確認しておく。

準備学習　時間外学習 普段の授業や授業外での自分なりの課題・疑問点を整理しておく。
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月7日 講義・演習

2 10月14日 講義・演習

3 10月21日 講義・演習

4 10月28日 講義・演習

5 11月4日 講義・演習

6 11月11日 講義・演習

7 11月18日 講義・演習

8 11月25日 講義・演習

9 12月2日 講義・演習

10 12月9日 講義・演習

11 12月16日 講義・演習

12 1月20日 講義・演習

13 1月27日 講義・演習

14 2月10日 講義・演習

15 2月17日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名
楽器応用(8)
Vocal Adv(8)

必修
選択

担当教員

吉田華奈
潤豊

キムゴンヒョ
ン授業

形態
講義・演習

総時間
（単位）

選択 年次 4

短いカウンセリング（質疑応答）、目標の確認、発声チェッ
ク、歌唱チェック

発声練習及び課題曲練習

教員の略歴 THE SOULMATICSが主催するJASRA認定メンバーとして様々なコンサート、イベント、Recに参加。多方面で活躍中。

授業の学習
内容

ボイストレーニング、および、歌唱指導

到達目標 ボイストレーニング、歌唱においての基礎力の向上

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、歌唱チェック（目標に合わせて深くアプ
ローチ）

発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、発表会の曲チェック 発声練習及び課題曲練習

外化、発声チェック、発表会の曲チェック 発声練習及び課題曲練習

卒業に向けてカウンセリング（個人面談なども有）、発声
チェック、発表会の曲チェック

基礎練習、課題図書を読み、レポート

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント課題曲のアナライズ

準備学習　時間外学習
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月17日 講義・演習

2 4月24日 講義・演習

3 5月8日 講義・演習

4 5月15日 講義・演習

5 5月22日 講義・演習

6 5月29日 講義・演習

7 6月5日 講義・演習

8 6月12日 講義・演習

9 6月19日 講義・演習

10 6月26日 講義・演習

11 7月3日 講義・演習

12 7月10日 講義・演習

13 8月21日 講義・演習

14 8月28日 講義・演習

15 9月4日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント曲のアナライズ

準備学習　時間外学習

前期発表会の曲決定 発表会準備

発表会の曲歌唱指導 発表会準備

発表会の曲歌唱指導 発表会準備

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

クラス内発表会 基礎曲練習

基礎曲歌唱指導/前期発表会で何を発揮したいか 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

自己紹介、 自分の音楽的長所と短所の分析 クラス内発表曲準備

教員の略歴
アメリカを代表するゴスペルアーティストRichard Hartley、グラミー賞3回受賞のDorinda Clark Coleが参画する
NYゴスペルフェスティバルへ日本代表ディレクターとして共演、指揮とリードを担当し高い評価を受ける。

授業の学習
内容

①基礎的歌唱力の向
②表現力や伝える力など、シンガーがステージの上で発揮すべき技術を得る 以上二点を目的とするクラス。
様々なジャンルに挑戦する中で自分の新しい可能性を知り、自分の弱点や強みを踏まえてプロとして観客にどんなステージを見
せたいか、を課題曲や本番を通して学んでいきます。

到達目標 基礎力(発声、リズム、発音など)と応用力(表現力、パフォーマンスなど)を高め、学期末の発表会で発揮する

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 池末信

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Master Class Seminar(7)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月2日 講義・演習

2 10月9日 講義・演習

3 10月16日 講義・演習

4 10月23日 講義・演習

5 10月30日 講義・演習

6 11月6日 講義・演習

7 11月13日 講義・演習

8 11月20日 講義・演習

9 11月27日 講義・演習

10 12月4日 講義・演習

11 12月11日 講義・演習

12 12月18日 講義・演習

13 1月15日 講義・演習

14 1月29日 講義・演習

15 2月5日 講義・演習

　【使用教科書・教材・参考書】　

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント曲のアナライズ

イベントを通して歌唱技術を学ぶ イベント曲のアナライズ

準備学習　時間外学習

発表会の曲歌唱指導 発表会準備

発表会の曲歌唱指導 発表会準備

発表会の曲歌唱指導 発表会準備

後期発表会の曲決定 発表会準備

発表会の曲歌唱指導 発表会準備

発表会の曲歌唱指導 発表会準備

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

基礎曲歌唱指導/自由課題曲歌唱指導 基礎曲練習/自由課題曲練習

前期発表会のリフレクションと後期の目標設定 課題曲の選曲

教員の略歴
アメリカを代表するゴスペルアーティストRichard Hartley、グラミー賞3回受賞のDorinda Clark Coleが参画する
NYゴスペルフェスティバルへ日本代表ディレクターとして共演、指揮とリードを担当し高い評価を受ける。

授業の学習
内容

①基礎的歌唱力の向
②表現力や伝える力など、シンガーがステージの上で発揮すべき技術を得る 以上二点を目的とするクラス。
様々なジャンルに挑戦する中で自分の新しい可能性を知り、自分の弱点や強みを踏まえてプロとして観客にどんなステージを見
せたいか、を課題曲や本番を通して学んでいきます。

到達目標 基礎力(発声、リズム、発音など)と応用力(表現力、パフォーマンスなど)を高め、学期末の発表会で発揮する

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 池末 信

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 Master Class Seminar(8)

必修
選択
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 4月21日 講義・演習

2 4月28日 講義・演習

3 5月12日 講義・演習

4 5月19日 講義・演習

5 5月26日 講義・演習

6 6月2日 講義・演習

7 6月9日 講義・演習

8 6月16日 講義・演習

9 6月23日 講義・演習

10 6月30日 講義・演習

11 7月7日 講義・演習

12 7月14日 講義・演習

13 ８月25日 講義・演習

14 9月1日 講義・演習

15 9月8日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 韓国語（7）

必修
選択

担当教員 盧貞愛

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

Lesson21　尊敬語の過去形を話す 表現練習．会話暗記

教員の略歴

授業の学習
内容

K-POPや韓流ブームによって世界中韓国語がトレンドになっています。仕事の関係で韓国のメディアと触れ合う機械が増えると
思い、韓国語を身に付ける事と韓国文化を味わう事で韓流を詳しく理解するのに役に立つと思っています。
教科書を用いて講義、韓国語について基礎知識と韓国の文化を学ぶ。日常生活の会話練習、自分の気分を伝える。

到達目標

1．ネイティブ発音・イントネーションでなめらかな話ができる。
2．変則活用を正しく使うようになる。
3．短い文を連結してもっと長い文で言える
4．進行形を正しく使う。
5．今の状況が話せる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

韓国語の教員資格を持ち、講師として経歴17年

Lesson22　可能・不可能表現 第４章第12課復習

Lesson23　変則活用 ㄹ、ㅎ、会話文の練習 活用シート完成と練習

Lesson24　変則活用 ㅂ、 르、会話文で練習 活用シート完成と練習

Lesson25　命令表現ー丁寧な命令、ぞんざいな命令 第４章第１３課練習、命令・指示の練習

Lesson26　文の羅列・理由・先行動作、会話文の練習 第４章第１１課練習、

Lesson27　逆接/逆接の表現 比較する時、頼む時使ってみよう

Lesson28　現在進行形、状態の進行形 進行形の使い方を区別する練習

Lesson29　仮定・条件の表現

Lesson30　変則活用 으、 ㄷ 活用シート完成と練習

まとめ レポート提出

テストー筆記試験、会話試験 復習

韓国の文化 復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

KO　韓国語初歩の初歩、KO 韓国語［文法］トレーニング、できる韓国語初級Ⅰ、Ⅱ

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して会話技術を学ぶ 前期に学んだ内容の復習を行う

イベント実践を通して会話技術を学ぶ 前期に学んだ内容の復習を行う

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う
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(2単位)

回数 日程 授業形態

1 10月6日 講義・演習

2 10月13日 講義・演習

3 10月20日 講義・演習

4 10月27日 講義・演習

5 11月3日 講義・演習

6 11月17日 講義・演習

7 11月24日 講義・演習

8 12月1日 講義・演習

9 12月8日 講義・演習

10 12月15日 講義・演習

11 1月12日 講義・演習

12 1月19日 講義・演習

13 ２月２日 講義・演習

14 2月9日 講義・演習

15 2月16日 講義・演習

学科・コース スーパーeエンターテイメント科4年制(昼間部二)

科目名 韓国語（8）

必修
選択

担当教員 盧貞愛

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

選択 年次 4

Lesson31　願望する、許可を求める （初歩）第5章第２・６課

教員の略歴 韓国語の教員資格を持ち、講師として経歴17年

授業の学習
内容

K-POPや韓流ブームによって世界中韓国語がトレンドになっています。仕事の関係で韓国のメディアと触れ合う機械が増えると
思い、韓国語を身に付ける事と韓国文化を味わう事で韓流を詳しく理解するのに役に立つと思っています。
教科書を用いて講義、韓国語について基礎知識と韓国の文化を学ぶ。願望、勧誘、禁止、義務、意志、連体形、試みる等もっと
積極に会話ができる表現を学ぶ。

到達目標

1．ネイティブ発音・イントネーションでなめらかな話ができる。
2．日常生活の会話ができる。
3．相手の話がよく聞き取れる。
4．自分の気分をよく伝える。
5．連体形の使い分けができる。

評価方法と基準 筆記又は、実技テストによる採点

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

Lesson32　勧誘表現ー丁寧な表現・ぞんざいな表現 第5章第７・１０課、

Lesson33　禁止表現ー丁寧な表現・ぞんざいな表現

Lesson34　義務・必須を言う 会話暗記、自分のしなければならないことを言う練習

Lesson35　意志・未来表現、会話暗記 活用シート完成、自分の予定を言う練習

まとめ

Lesson36　形容詞の現在連体形練習 活用シート完成・練習、物を修飾する表現練習

Lesson37　動詞の現在連体形 活用シート完成・練習

Lesson38　動詞の過去連体形 活用シート完成・練習

Lesson39　動詞の未来連体形 依頼表現の練習、第４章第13課

Lesson40　試みる、前もってしておく レポート提出、試着、試食、試飲で使ってみる練習

テストー筆記試験、会話試験 復習

まとめ、韓国の文化 復習

　【使用教科書・教材・参考書】　

KO　韓国語初歩の初歩、KO 韓国語［文法］トレーニング、できる韓国語初級Ⅰ、Ⅱ

東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

イベント実践を通して会話技術を学ぶ 後期に学んだ内容の復習を行う

イベント実践を通して会話技術を学ぶ 後期に学んだ内容の復習を行う

準備学習　時間外学習 授業について事前予習を行う
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